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第一章 緒 論

結核 性骨拉 ニ關節炎 ノ如 キ、 慢性経過 テ トル疾

患 二於 テへ 其 ノ経過 ニ異常 ラ來 シ、或 ハ治療

テ加 ヘ テ其 ノ鄭裸くテ見 ント欲 スル モ、臨沐的所

見 ノ現 ハル ・マデニハ、 相當 ノ長 時 日テ要 スル

モ ノトス｡叉 現在 ノ疾 病状態 テ知 ラント欲 スル

モ、其 ノ症 候甚 グ匠 々ニシテ、全 身症歌或 ハ疹

痛 等、患者 ノ訴 ニ ヨリ、推察 スル ニ過 ギザル事

多 シ｡

叉 之 テX線 窮眞 ニ ヨラン ト欲 スルモ、例之 バ脊

椎 「カ リヱ ス」ニ於 テハ 自豊症状 テ呈 シ始 メテヨ

リ、相 當 ノ日月 ラ脛 ザ レバー定 ノ骨攣化 ヲ現 ハ

サザ ルガ如 久 シュミットハ登病後4乃 至6ケ 月

稀 ニハ1乃 至2ケ 年 テ経 テ始 メテX線 像 二攣化

テ認 ムル事 アリ ト云 フ.

随 ツテ診断 ラ下 スニモ、 亦治療 方針 ラ決 定 スル

ニモ、或 ハ現在 ノ治療 ニー定 ノ憂 化.例 之バ臥

位 ヨ リ更 二進 ンデ、 歩行 セシムル時期 テ決 定 ス

ルニモ、其 ノ時期 テ正 シク知 ル上 二、屡 、困難

テ見 ル事 ア リ｡

余 ハ此虎 二於 テ斯 ク ノ如 キ憂 化或 ハ時期 テ知 ル

上 ニ、血液或 ハ血 清 ノ理化學 的性状 ノ検 索 ハ其

ノー助 タ リ得 ベ キテ推察 セ リ.

醗 ツテ液膿 病理學 ハ ウイル ビヨウ ノ細胞病理學

ノ勃 興以來一時其 ノ影 テ ヒソメタルモ、最 近、

「ミ'クロヘ ミー」ノ登達 ト共 ニ頓 二隆盛 テ加 へ
、

特 二其 ノ診断 豫後 二關 スル決定 ノ困難 ナル結核
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性疾患二鷹用 セラル ・事多シ、然 レドモ結核性

疾患 ノ殆 ド全部ハ肺結核二就 テ行ハ レ結核性骨

拉 二關節炎二關 スル血液或ハ血清 ノ理化學的性

第.o.v章

實験材料 片山教授 ノ御好意ニヨリ慈恵會書院

整形外科患者 二就 キ實験 スルノ便宜ヲ與ヘ ラレ

タリ。此腿二謹 ンデ深謝 ノ意う表ス。

實験 二際 シテハ可及的合併症或ハ混合傳染ヲ有

スルモ ノヲ除外 シ、專 ラ軍純 ノ結核性骨拉二關

節炎患者血清 ノ理化學的性状 ラ知ルニ努メタ

リ。

状 テ検 セル モ ノハ、其 ノ激 甚 ダ少 ナク之 が系統

的検索 テ行 フハ、臨 休上蓋 ダ有 意義 ナル ヲ知 レ

リ。 此慮 二本實験 ラ試 ミタル ノ所以 ナ リ。

實 強 材 料

然 シ實験種 目ニヨ リテハ、混合傳 染或 ハ合併症

アルモ ノラ___.括シ、之 ヲ軍純 ノ結核性骨拉 二関

節 炎 ト比較考察 シ、臨休的意義 ヲ・附 セ リ。

統 計的考擦 二際 シテ八二方面 ヨ リ行 ヘ リ、 一 ツ

・・痩 孔、膿瘍 ノ有無 ニヨ リ三塁 トシ、他 ハ是等

ノ中初 期、重症、 末期、恢復期等 ノ過程 ニアル

モ ノ ノミテ選 ビテ観察 セ リ。

第 三 章 血 清 酵 素(「 ア 三 ラ ・一ゼ」、 「リバ ー・ゼ」、 抗 「トリプ シ ン」)

第 一 節 實 験 方 法 及 材 料 方法 ヲ用 ヒ、成績 ・・go分後 ノ滴数差 テモ ツテ

1.「 ア ミラー ゼ」Wohlgemuth(・)牛 時間法 二 表 ・'セ リ。

ヨル(dll〕一)鰍 材料 採血・・明 白勺空腹且 ツ辮 時 耀 べ

2.抗 「ト リ プ シ ン」Fuld-Gross(2)対 照 列 法 ニ リ・

ヨル(AntトT;1二 二)蜻 ・・何 レモ分際 塒 間以 内 ノモ ノヲ使 用 セ

3.「 リバー ぜ」RonaβMichaelis(3)二 随 ヒSta一 リ。

lagm・meterニ ヨ リ、表面張力 テ測定 スル ノ 第 二 飾 縫 康 男 女 子 ワ血 清 酵 素 量

共ノー 健康男子20名(第 一表)

番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

姓 名 年齢

1ア ミ ラ ー ゼr」

2ろ

:37。
P301=

16.0

20

一 、18
23

21

19

23

22

24

18

17

25

27

21

17

20

,,

,●

リ パ ー セM

直 後

108

108

108

107

107

107

107

108

107

107

107

107

107

107

107

107

30分

91

90

90

90

88

8S

90

89

89

89

89

89

89

89

88

88

6・分19・ 分

8682

85 81

85 81

86 81

83 80

83 80

85

85

82

81

84 81

84

84

83

84'

S3

84

84

81

81

80

81

80

81

S1

差

26

27

27

26

27

27

25

27

26

26

26

27

26

27

26

26

抗 「ト リプ シ ン 」

AntトT舞ぴ一

60.0

,,

,,

80.0

60.0
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17
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一
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一
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18

一
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一
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一
20 9,

1d§ll一 ・6・・

107

107

107

107

107

87

一
89

一
89

一
87

89

84

一
84

一
84

一
84

84

8

一
8

8

8

¶
⊥

.
¶
■

¶
⊥

¶
⊥

81

26

一
26

[
26

一
26

26

,,

,,

,,

,,

Anti零ll-62.・

其ノニ 健康女子20名(:第 二表)
1

番號 姓 名 年齢

「ア ミ ラ ー ゼ 」 「リ パ ー ゼ 」
抗1ト リ プ シ ン」

d§ll一 直 後 30分 60分 90分 差 Anti零1二 二

1 一 18 16.0 108 89 84 81 27 40.0

2 20 ,, 108 90 86 82 26 80.0一
3 一 23 ,, 10S 89 83 81 27 40.0

4 18 ,, 107 90 86 82 25 60.0一
5 20 ,, 107 89 84 81 26 ,,一
6 一 20 ,, 107 88 84 81 26 ,,

7 一 20 ,, 107 87 82 79 28 ,,

8 一 20 ,, 107 88 84 81 26 ,,

9 19 ,, 107 87 83 80 27 ,「一
10 17 ,, 107 88 84 81 26 ●,一
11 一 24 ,, 107 87 83 80 27 40.0

12 一 25 ,, 107 87 84 80 27 60.0

13 18 ,, 107 88 84 81 26 ,,一
14 一 20 ,, 107 88 85 81 26 ,,

15 20 ,, 107 89 85 82 25 ,,一
16 一 19 ,, 107 88 84 81 26 ,,

17 18 ,, 107 88 84 81 26 ,,一
18 一 24 ,, 107 88 84 81 26 ,,

19 25 8.0 108 88 85 81 27 ,,一
20 一 18 8.0 107 87 83 80 27 ,,

dlll一 ・5.2 107 88 85 81 26 舗T§ll-58.・

1

以上 ノ成績 ヲ総括 ス レバ次 ノ如 シ。

「ア ミ ラ ー ゼ 」1「 リ パ 一一 ゼ 」
抗 「ト リ プ シ ン」

d銘1一 直 後 30分 60分 90分 差 師trT§ 乙1一

男子20名 牛均 ユ6.0 107 89 84 81 26 62.0

女 子,," 15.0 107 88 85 81 26 58.0

男女40名" 16.0 107 89 85 81 26 60.0

「ア ミラー ゼ」 男子・・郵dlll一 ・6・賊 子 八

二鷺 鶉 購 嬬 驚黛r
一 シテd3730二二r・・ ラ示 セルモ ノ5錫 二 過 ギ

ズ、即チ個人的差異比較的少ナシト云 フラ得ベ

シ。又男女 ノ差ラ見ルニ男子稚 気多 シト錐 モ著

明 ナル モノニ非 ズ。

「リパー ゼ」90分 後 ノ滴数差 ハ男女殆 ン ド相等

シク、 且 ツ個 性 ニ ヨル差異 モ比較 的少 ナキが如

シ、即 チ男子27滴 乃至25滴 、女 子28滴 乃 至25

滴 ニ シテ2乃 至3滴 ノ差 ア リ ト錐 モ、 男女共 二

大多籔 ハ27滴 乃 至26滴 ヲ示 シ、其 ノ動揺範 園
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ハ大 ナルモ ノニ非 ズ。

饗冨繭灘 轍 鑛
二諜 雛 甜噺戴 瑠
當其 ノ贋低 キモ ノアルが如 シ。

共ノー

然 シ其 庫 均値二至 リテノ・、野Ant囎ll-

62・0、女子58.0一 シテ大差ナシ、但 シ男女テ

通 ズレバ「アミラーゼ」「リパーゼ」等 二比 シ個性

一ヨル差異相當大 ナル事 ハ確實ナ リ。

第 三節 結 核性 骨酋 關節 炎 ノ

膿瘍 痩 孔 ノ有 無 ニヨル血清

酵 素J験 成 績

結核性骨蛇二関節炎(痩 孔、膿瘍ナシ)(第三表)

「ア ミ ラ 「
リ パ ー ゼ」姓 性 年 齢

一 ゼ 」

徴 候例 診 断
直後13・分16・分19・分i差d§ぴ一

・具 藩1賜 響 轟 轟 、X鯉 骨下端二著18・ ・1・・79a3934133

2
1暴 力鯉 」朧!皿 難 糠 間腱馨 乱 腸腰鵬1・6・ ・1・・719・361S423

1♀303

腰 椎 「カ リエス 」

1舎194

腰 椎 「カ リエ ス」

1♂85
足 關 節 炎

1♀236
股 関 節 炎

3年 前獲病、6ケ 月前渡孔閉鎖、打痛

無、腰椎硬直、X:良[t、 腰椎破壊
癒著、影像濃

1年 前登病,最 近増悪、打痛、硬直共
著明、X豫 、IV腰 椎歴卒、影像濃ク石
灰沈著著明

1年 半前 ヨリ肢行、補助器使用 シテ経
過頁、腫脹、疾病無、X像 、脛骨下端、

距骨一部破壊スvド モ骨萎縮少 シ
3年 前獲病、補助器使用経過頁、1年

前痩孔閉鎖、疾病無、X像 骨頭破壊著
明ナレドモ骨萎縮ナシ

16.0

8.0

8.0

16.0

10S

108

107

107

90

89

8S

92

86

S4

84

88

82

81

81

84

26

27

26

23

7!認 力す工費
」騰 墨雛 最1瀦 豚 蘂舞 灘18・ ・1・・71g31871841231

81鼎 力す工嬰」1籟蠕 病藤 見鵬 善王難 灘1・6・・1・・718518・7829

1♀219

胸 椎1カ リエ ス」

10

11

1♂20胸 椎 「
カ リエ ス」

7
炎
3
お
♀
姦關

-
膝

憾■欄
。・
鯉
炎

♀

節黒
,
14

9
炎

♀
節關

凄15

1年 前登病、下胸椎亀背、打痛、膝反

射先進、X像,骨 梁及 ビ椎饅輪廓不明、稽
駆李
1ケ 月前 ヨリ胸椎部二終痛、H胸 椎打

痛、腱反射元進、X像 ∬皿胸椎間腔狭
窄、屈曲、骨萎縮明ナラズ
15年 前駿病一時軽快セ)Vモ3年 前 ヨリ

増悪、X像 、骨萎縮著明、大腿骨、脛
骨関節面輪廓不明

・2}袈 隣 胴 丁鷺 種覇二君 謂 票籠一

纏駄 」ギ 裂隣 難 病・一時轍 セルモ2ケ馴
2蹴 転農鰻 難 壁 曝 繍 ・紡錘1

16 1♀ ・`'1

股 関 節.炎

2ケ 月前ヨリ疾病、大輔子、骨頭墜痛、

筋萎縮著明ナラズ、X像 骨頭骨萎縮、
登育線輪廓不明

3年 前號病、補助器使用経過頁、疾病
無、X像 骨破壊著明ナvド モ石灰沈著
著明

8.0

8.0

4.0

108

107

107

89

S9

94

S5

86

89

82

83

87

26

24

20

8・・1・ ・Sig619・ISSI2・1

・6・・1・ ・71S718418・1261

・6・・1・ ・71851821791281

16.0

16.0

107

107

89

89

86

87

83

84

24

23

29788286

7-
10』16微手兵陶ビルア前年牛病前

夏
年
過晶深播麗

,
川

%838690餅

触嚇騰鷲雛儲澱婦 22858892071⑩16打麟甑鯖棲璃雷懲協誤揖鼎刈

抗 「ト リ プ シ
ン'」

AntレT§ll一

80.0

60.0

80.0

100.0

80.0

80.0

60.0

60.0

80.0

80.0

80.0

100.0

100.0

60.0

60.0

60.0

40.0

40.0

80.0
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2・iF臨2雛 罐 蕪 嵌 輔 助器便服 通風IS・ ・1・・718gl8418fl26 60.0

21 ■ ♂5
胸 椎 「カ リエ ス」

XI、X皿胸椎亀背、膿瘍筋攣縮無、全身

症状3ケ 月前 ヨリ「ギプス」繍帯、経過
稽頁

S.0 107 87 83 80 27 60.0

22 ■■ ■ ♀22
膝 関 節 炎

3年 前號病、以来一進一退、紡錘形腫

脹、X像 、大腿骨、脛骨破壊著明,骨
萎縮著明

4.0 107 92 87 85 22 100.0

231暴 力穏
」隔 離 講 驚 諺覆庫傭X例 ・6・・1・・7189185

S212516…

24 還『關騒2矯 錯雑'無 季響論藤講 ノ 8.0 107 87 831S・ 団 80.0
一}

25腱駄 ㌔ 喉陰 ケ肺 ヨリ締 筋肉萎糸宿糊 ナラ 16.0 107 89 8418・12616…

26 ■ ♂25

胸 椎 「カ リエ ス」

1ケ 年 前賢病、V皿胸椎亀背、帯状痛、
X像 、V皿、V皿胸椎上下縁破壊、椎間腔
消失

16.0 107 91 S6 83 24 60.0

27鼎 力す工嬰 ,蒲 幕縫 酵 鷺 溜離 櫨 轟i・6・・ 107 86 S2 78129 80.0

28 ■ ♂22
足 関 節 炎

6ケ 月前初病、當時義布斯繍帯 ヲ行 ヒ

経過夏ナリシが除去シテ再 ビ疾病、内
外躁前等腫脹

16.0 107 92 88 85 22 80.0

29 ■ ♀12

胸 椎 「カ リエス 」

置一

2ケ 月前ヨリ胸椎疾病、叩打痛、硬直、

腸腰筋攣縮無
8.0 ・・7192 88185 22 60.0

3・暴 力谷エ袈
1
5ヶ 月前初登、胸腰椎部亀背、腱反射
先進

8.0 ・・71S9 85is2i25 100.0
31
認 力す工曳 陛 謄 群 群 聴 全躯 状甑18・ ・1・・71g・1861S3陣

100.0

32
暴 力吉工曳 腱 膜 襯 間鶴 轡 鶴 翼 ラ凶 レ6・・1・・71g・1851821251伽

33 ■ 舎12

胸 椎 「カ リエス 」簿 簾 無 宿掛 雛 薯萌全艦18・ ・
・・719・186184123 80.0

34i嘉 力線
、

一

撮 摯欝1纏 麟 響 経過瓦18・・ ・・71g2185182125 80.0

35 ■ ♂9
膝 関 節 炎

4年 前號病、2年 前 ヨリ「ギプス」繍帯
ヲ行 ヒ経過瓦 腫脹、疾病共二清退、

X像 、一部分骨破壊著明ナレドモ、石
灰沈苦著明

1

16.0 107 90 83 SO 27 60.0

;61扁 力獄1長 年前簾 現今打撫 全躯 雑1・6・ ・1・・71s9 S418・126 80.0

37了鼎 ㎡筋2羨1震雑 喉 響 燃 蕩 暗 黙i・6・・1・・718718318・1幻 80.0

38
暴 力金工曳1簗 饒 臆 鋤 離 ヨリ薦㈱18・ ・1・・718giS5182i25

80.0

39
愚 論2裂 離 高股鵬 ノ繍X鮪 萎縮相14・・1・・7…lg419・

16 80.0

40 ■ ♀
股 關

一 一 　一　『}

節1辮 搦 ヲ善纂x像 鵬 線ヲ
4・・1 ・・71・・21g51931・4 80.0

4・i轟 ㌔ 褒13年前舗 全躯 糀 ダ不良 4・・1・ ・71 95 9・ISS 19 80.0

42 ■ ♀15
股 関 節 炎

4年 前登病、全均症状佳良、症状経過

亦往戻
16.0

1

・・7ig・ 85182 25 80.0

43 ■ ♂25

胸 椎 「カ リエ ス」
3年 前號病、全角症状佳良 16.0 ・・7189 851S2 2518…

44 ■ ■ 舎15胸椎 「
カ リエ ス」

3年 轍 病.鋼 症状甑1・6・ ・ ・・71g・18618212518…

45 ■ ♀%
胸椎「カリエス1 繁 藤 禰 背轍 繍 著明ナ1・6』1・ ・71S618418・126 60.0

卒 均 値1・2・ ・1・ ・7 9・1861S3図 74.0
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共ノニ 結核性骨虹二関節炎(痩 孔形成)(第 四表)

例 徴 候

「ア ミ ラ

ー ゼ 」
「リ パ ー ゼ 」

　

抗 「ト リ プ シ

ン」

d銘1一
酬3・ 分16・分lg・分1

差 1舗T§ll一

・1暴 力す工曳1糠 壁羅 鑛 騰 腸聯 弾1・6・ ・1・・71g41871841231・2…

2 ■ 舎24骨 盤 「
カ リエス 」鹸醗 趣鱗繍 野1 8・・1・ ・7 97i891861211120・0

3

4

■■ ♂21骨
盤 「カ リエ ス〕 蘇 嚇 購 霧騒 欄 量18・・ 107 9718glS6 2・1・2…

■ 舎18
股 關 節 炎

8年 前蛋病、3年 前癩孔、膿小量濃厚、
患部ノ疾病無、X像 、病的脱臼、石灰
沈著著明

8.0 108 92 87 84 25 80.0

5 轟 ㌔矯 翻罐覇惣 リ鳳 大輪 8.0 107 S9185 82 25 80.0

61晶&劃 綴 鞭f蕪 鑛 謹 泄多鉱i8』 107 94 88 851221・2…

7 ■ ■ 舎21
股 關 節 炎

1年 前登病、3ケ 月前 ヨリ縷孔、X像 、

碑 白骨頭ノ愛住著明ナラズ、大輔子部
骨萎縮君明

8.0 107 94 89 87 20 80.0

8 ■ 舎10
足 関 節 炎

1年 牛前獲病、牛年前 ヨリ痩孔形成、

排膿極メテ紗 ク、稀薄、X像 、足根骨
骨萎縮著明

8.0 107 90 S5 81 26 100.0

9 轟 ㌔ 獄 灘 鍛 灘 鵠鶴 瀬 叢嬰ナラ1・6・・ 107 89 84 S2 25 100.0

10愚 智雛 繍蕪』鶏 魚リ翻1縣劉 8・・1・ ・7 9・187185 22 100.0

・・1月輪 ㍉1襲
離 鰭 稿 懸 潔 薪 樵;二灘18・ ・1・・718818418212518…

12 ■ ♂8
股 関 節 炎

2年 前獲病、一般症状悪、排膿多量濃
厚、X像 骨頭碑臼ノ原形 ヲ認メズ、
骨萎縮著明

4.0 107 92 SS 85 22 100.0

13 ■ ♂37

骨 盤 「カ リエ ス」

7年 前登病、以來痙孔、右磐部ノ・暗紫

色壊疽」膿多景濃厚、一般症状悪末期
4・ ・1・ ・7 102 96 93 14 SO.0

14 ■ 舎18
肋 骨 「カ リエス 」

5年 前 腰 椎 「カ リエ ス」、2年 前 ヨ リ肋

骨 「カ リエ ス」、 痩 孔 ヲ有 ス レ ドモ排 膿

殆 ドナ シ

8.0 107 S9 86 83 24 80.0

15 ■ 舎5
股 関 節 炎

患側股関節強直、一般症状悪、膿濃厚
ナレ ドモ少量、X像 、骨頭・・美形 ヲ止
メザルマデ破壊骨萎縮著明

8.0 107 92 88 85 22 100.0

16 ■■ ♀18
肘 関 節 炎

1年 前初嵐 紡錘形腫脹、内上襟産痛

著明、X像 、鶯嚇突起ノ・原形 ヲ止メズ、
排膿多量

8.0 107 91 87 84 23 60.0

117 ■■ ・♀23
腰 椎 「カ リエ ス」

3年 前登病、亀背、打痛著明ナラズ、
10日 前ヨリ痩孔形成」X像 、V腰 椎歴

亭捻轄:
8.0 107 90 86 83 24 80.0

18 愚 智 嶽 搬糠麺欝 ヨ噛 し形成既 8.0 107 91 86 83 24 80.0

19 認 力脱 曳至難 痛鵬 離翻 4.0 108 101 95 92 62 80.0

2・1轟關¥羨ll難 壁 藤 擁 ヨリ聴 最近棲 8.0 107 91 87 84 23 80.0

21 1暴 力君工曳陪 馨繍 親 鍵 泄殆ソドナ 8・・1・ ・7 88 S4 81 26 80.0

22鼎 ヵ駈 曳 階 前騰 左腸骨窩一癖干し排膿糧 8・・1・ ・6 89 S5 82 24 SO.0

23 ■ ♀18
股 関 節 炎

1年 前號病、2ケ 月前義布斯纐帯、排
膿多景、濃厚

8.0 107 90 86183 24 80.0

24 ■ ♀20
腰椎「カリエス」

2年 前壁病、1年 前 ヨリ膿瘍形成、以

來数回穿刺、2ケ 男前ヨリ痩孔、最近
増悪、一般症状悪

8.0 107 95 90 87 20 140.0
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25凝 力す工曳 階 灘 歳全艦 不瓦2ケ 肺 4.0 107 ・・2ig71g3 14 100.0

261暴 力糠 一4年前鯖 全艦f膜 8.0 ・・7.93188185 22 80.0

271暴 力す工叉15年 前鮪 全躯 闘犬f瞑 8.0 107 9・186183 24 80.0

2s』羅 ヵすエ要,ll崖…前狡ノ颪 最近痩孔ヲ吻戊・全均症状i8.0 107 89 85 82 25 SO.0

29 轟 制 嶽 劉 勢 最近全躯状稽不瓦排 8.0 107 92 87 84 84 80.0

3・1異 論1裂13年 前賄 排膿楓 蛸 症購 8.0 107 92 87 84 23 100.0

準 均 値 8.0 107 93 S81S4123 91.0

其ノ三 結核性骨蛇二関節炎(膿 瘍形成)(第 五表)

例 姓 性 年齢
診 断 .徴 候

「ア ミ ラ

ー ゼ 」
「リ パ ー ゼ 」

一

抗 ト リ プ シ
ン〆」

37。d

30ノ 直後 30分 60分 90分 差 舗T§ひ

1 ■ ♀28

腰 椎 「カ リエ ス」

10ケ 月前登病、 皿腰椎打痛、大腿内側
二膿瘍:アリ、1週 一度穿刺稀薄膿、一

般状態佳良

16.0 107 93 86 82 25 80.0

2 ■ ♀13

腰椎 「カ リエス 」

　 一

牛年前登病、腸骨窩 二膿瘍、穿刺ニヨ
リ稀薄膿、一般状態佳良

ユ6.0 107 97 89 86 21 100.0

3 ■ 舎21腰 椎 「
カ リエス」

1年 前 賢病 、5ケ 月 前 ヨ リ知 覧 麻 痺 、

1ケ 月前 ヨ リ膿 瘍形 成 、・一般 状 態 桂艮 、

1腰 椎 打痛

8.0 107 97 89 S6 21 120.0

4 ■ ♀32腰 椎 「
カ リエス」

5年 前登病、1年 前膿瘍形成2同 穿刺
シテ一時止マリシモ最近雨側腸骨窩二

再 ビ形成、膿稀薄

16.0 107 91 86 83 24 80.0

5 ■ ・♀21

腰 椎 「カ リエス 」

6ケ 月前肢病、腸骨窩膿瘍、X像 、IV

腰椎破壊セラレテ原形 ヲ止メズ、石灰
沈着著明

S.0 10S 9S 91 87 21 80.0

6 ■ ♀30

胸 椎 「カ リエス 」

11年 前狡病、IX胸椎 ヲ中心 トシテ亀背、

腸癌筋攣縮著明、下肢知覧麻痺、経過
不良

8.0 107 92 88 S6 21 SO.0

7
■ ♀34

腰椎 「カ リエス 」

大腿後面二膿瘍、穿刺 シテ30瓦 ヲ出ス、打
痛、亀背共二無、X像 、V腰 椎瞳平
捻輔

S.0 107 .S9 86 84 23 80.0

8
1年 前登病、全角症状頁、牛年前 ヨリ

膿瘍形成次第二増大
8.0 ・・7192 89 85 22 80.0

一♀・30一
腰 椎 「カ リエ ス」

9 ■ 舎7
股 関 節 炎

1年 前獲病、屈曲位二攣縮、大腿後面
二膿瘍、X像 、大腿骨登育線ヲ中心 ト
シテ病竃

8.0 107 85 81 78 29 100.0

10 ■ 」F24

胸 椎 「カ リエ ス」

1年 前登病、6ケ 月前背部二膿瘍形成、

以=來2回 穿刺
16.0 107 91 87 84 23 80.0

11 ■ 舎29
腰 椎 「カ リエス 」

2年 前獲病、牛年前ヨリ膿瘍、穿刺 シ
テ30瓦、頽敗物多景

8.0 107 90 86 S3 24 80.0

12
2年 前髪病、全角症状悪、打痛著明、

反覆膿瘍穿刺
8.0 107 93 90 86 21 100.0♀18一

腰 椎 「カ リエス 」

13 ■ ♀18

胸 椎 「カ リエ ス」

1年 前登病、5ケ 月前ヨリ膿瘍」数同

穿刺、膿潴溜次第二減少
8.0 107 94 88 85 22 60.0

14 ■ ♀26骨
盤 「カ リエ ス1一

8ケ 男前薦勝闘節二疾病、全角症状悪、
小見頭大ノ膿瘍形成 穿刺30gr濃 厚、
末期

4.0 108 101 95 92 16 100.0

15 ■ ♀30
腕 関 節 炎

3年 前獲病、腕関節紡錘形腫脹、最近

楠實大膝瘍形成、X像 手根骨ハ原形 ヲ
認メズ

8.0 107 89 85 S2 25 100.0

16 ■ ・♀18

肋 骨 「カ リエ ス」

胸 椎 「カ リエス 」モ併 登(3ケ 月 前)、 當

時膿 瘍 形 成100grヲ 出 ス、最 近 再 ビ潴

溜 、 全 島症 状 悪

4.0 107 89 85 82 25 120.0

17
1 扁 平17

カ リエ ス 」

2年 前初病、最近頻内膿瘍形成 最近

大膿瘍形成、膿瘍、全身症状悪
8.0 107 90 86 83 24 120.0
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・8轟 屠 腹
3年 前駿病、3ケ 月前 ヨリ膿瘍形成、
以後3同 穿刺、X像 碑臼骨頭原形 ヲ止
メズ

8.0 107 89 S5 S2 25 100.0

・gl鼎 力釜エ嬰 ,
}

1年 前登病、當時 ヨリ膿瘍、最近穿刺、

現今デハ膿潴溜殆 ド無、一般症状悪
8.0 107 96 ls9 S6 21 100.0

2・i扁 力吉際 ,
駿病5年 前、1年 前 ヨリ大腿後面二膿瘍
、疾病増加,全 角症状悪

8・ol107 93 s劇8ゴ
「

23 80.0

2・i暴 力鍬
,登病4年 前疾病著明

S・・1・ ・71g5 $s S4123 120.0

221認 力すエ曳
費病3年 前、2年 前ヨリ数回膿瘍形成、最
小腸骨窩 二小膿瘍

8.0 107 94 99 S5 22 80.0

23i月島 ㌔'裂
一 一rr_

登病2年 前、最近大腿内側二小膿瘍形
成

8.0 107 92 87 S5 22 80.0

盟1愚 論1裂 4年 前登病、全角症状中等、手掌大膿
瘍形成

8.0 107 93 SS 85 22 100.0

室5i認 力吉工騒 年前號 全脳 大幅 小囎 形
S.0 107 93 SS 85 22 100.0

干 均 値 9.0 107 93 SS S4
■
23 93.0

扱 テ以上、 癒孔、膿瘍 ノ有無 ニ ヨリ分類 セルモ ノテ 一 括 ス ル ニ次 ノ如 シ。 即 チ

「ア ミ ラ

ー ゼ1
wリ パ ー ゼ'」

ld§ll一陣 後
10712.0

30分 60分 9・分1差

S324

抗1ト リ プ
シ ン1

1痩 孔 、 膿 瘍 ナ シ こ45例)

2i痙 匡:iFL升多1:己ζ「35て列:)

3膿 瘍形成(20例)

4以 上100例 平均値

8.0

9.0

10.0

:j健 康男女子40名 卒均 16.0

107

107

107

107

90

93

93

92

89

86

88

88

87

85

J

Anti-T30'一

74.0

84

84

S4

81

23 91.0

23 93.0

23 86.0

26 60.0

以上100例 ノ成 績 テ総括 スルニ第 一圖 ノ曲線 ノ

示 ス如 久 「ア ミラー ゼ」、「リパー ゼ」ノ・共 二減少

シ、 「ア ンチ トリプシン」ノ ミ増加 テ來 セ リ、而

シテ膿瘍、疲 孔 ラ共 二有 セザルモ ノが其 ノ憂 化

最 モ小 ナ リ、 然 レドモ膿瘍或 ハ痩孔 ラ有 スルモ

ノハ、其 ノ憂化 甚 グ著明 ニ シテ、 且 ツ其 ノ債相

類 セ リ、 即 チ抗 「トリプシン」ハ痩孔 テ有 スルモ

ノヨリモ、膿 瘍 テ有 スルモ ノニ於 テ攣・化繊 二大

デア リ、 「ア ミラー ゼ」ハ之 ト反封 二膿瘍 テ有 ス

ル モ ノニ於 テ纏 二其 ノ贋文 ナ リ、 「リパー ゼ」ハ

痩 孔 テ有 スルモ ノト膿瘍 テ有 スルモ ノ・償金 ク

相類 セ リ。

而 シテ此庭 二注意 スベキハ、癖 孔或 ハ膿瘍 テ有

スルモ ノハ、 之 テ有 セザ ルモ ノヨリモ、各酵 素

ラ通 ジ、其 ノ憂化著 シク大 ナ リト云 フ、以上 ノ成

績 ヲモ ツテ.膿 ノ有 無 ニ ヨリ血 清酵 素 八相當著

明 ノ影響 ラ受 ケ得 ル事 ハ想像 シ得 ラレタ リ ト難

モ、痩孔 ヲ有 スルモ ノト、膿 瘍 テ有 スルモ ノが

其 ノ贋略Z相 類 スル事 テ考 フ レバ、血 清酵:量素

第 一 国

警灘謙雛雛雛野

物

ぞ
獅

"

"

雌

〃

〃

鵯527

26

1s

〃

23

2z
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テ左 右 スル他 ノ因 子 トシテ、全 身症状 ノ如何 テ

考慮 二人ル〈ごキハ各例 二就 テ見 レバ明ナ リ。

:第一圖(圖 中100例 平均 トアJレノ・、膿瘍、痩孔ナシ

く45例)、膿瘍形成く20例)、痩孔形成(35例)

ヲ合セノレ1.00例ノ総平均数ヲ示ス)

第 四節 結 核性 骨並 關節炎 ノ

病症 経 過 呂 ヨル血 清酵 素 ワ

實 験 成績

其 ノー 結核性骨蚊關節炎(初 期){:第六表[

例 姓
診
性 年 齢

噺
徴 候(前 表 二記 載 セ ノレヲ以 テ
簡 単 ニ ス)

ア ミ ラ

ー'ビ 」

=

O

!

7
.
0

り
0
リ
リ

d

「リ パ ー ゼ 」

直後13・分1響1差

抗'rリ

プ シ'ソ 」

37。A
・ti'T30・=

・離 騨 璽ス
」南 表窒2例)1最 近鵬x像.椎 間腔轍 狭窄18・ ・1・・719・186!8412316…

2離 「カリエス
」南 謙 。例)1髭話繍 線 維間腔纏 軽度い ・・1・・718gl8683i2416…

3膝 罧 炎南 表寮、4例)1頒後編 腫脹 8・・[・ ・7i8glS6S324 60.0

4股 諫 癖 麟 、5例繕 鋸 隷ラ藩 集朗X鰍 腿甑i・6・・1・・71Sgl8618312416…

5

-23例)い 朔前ヨ囎

胸櫛 リエス」南 表寮、S例)ll想 離 ヨ木繭 灘 號 難 翻 ・6・・1・・71g・i86183124i4…

1・6・・1・ ・7189S582256…

7股 関 節 炎南 謙4例)11ケ 月前ヨ畷 病 S・・1・ ・7187183S・2718…

8股 関 筋 炎幽 麦藁25例)1牛 肺1ヨ リ締 一般症鞭1・6・ ・1・ ・7SglS48・126 60.0

9離 「一カリエス
」(嘉3表 器32例)嚥 男前ヨリ繍x劇 佳間腔1・6・・1・ ・719・185822516…

・・腰椎馴 哩 ス榛 表脚 例)1牛ケ肺 ∋リ編 16.0 ・・719・1868225 80.0

均 値 1・3・・1・ ・7i89185S2125162・ ・

其 ノニ 結核性骨蛇二関節炎(重症例)(第 七表)

例 雄 性 年 齢
診 断

徴候(前 表二記載セルラ以テ簡
単ニス)

ω

1ア ミ ラ

ー。セu」
「リ パ ー ゼ 」 抗1ト リ

プ シ ン 」

d§;1一
酬3・分1響1差

37つ
A・ti%0・=

1 一 念7
股 関 節 炎(:第3表 第12例)

2ケ 月前 ヨリ急性期 二入 り痺痛甚
ダ顕著ニシテ、患肢 二燭ル・ヲ得
ズ、全角症状比較的頁

8.0 108 96 90 s81飽 100.0

2
離r騨 璽スゴ南 表革3、例)17ケ 肺 鰍 漱 第二聴18・ ・1・・71g・ 186i83124・ ・…

31胸椎馴 駄
」幽 幽3例)iXW胸 椎鯖 繍 最近聴8・ ・」・・719・IS61S4!238・.・

4 一 ♂24骨
盤「カリエス」(第4表 第2例)

5ケ 月前腸骨窩膿瘍形成、切開ヲ
受ケ以來痩孔形成、排膿少量、全身

症状中等、最近疾病甚ダシク著明

8.0 107 97 89 86!飢 120.0

5:馳 駅 陰 」(藁麟24例)
2ケ 月前 ヨリ増悪、最近膿瘍形成、

全角症状悪
8.0 ・・71g59・ ドi2・i・4…

6 ♂11

胸 腰 椎 「カ リエ ス」(第4表 第6例)
打 痛 著 明・ 全 角症}伏増 悪18.Ol・ ・71g4188i85i22i・2・.・

71股 罧 炎(藁4表翠7例)
馨小量ナレドモ餌 全艦 中IS・ ・1・ ・71g418glS712・

80.0

8
♂13

足 関 節 炎(第:4表 第8例)
牛年前 ヨリ痩孔形成、全角症状中
等、紡錘形腫脹著明、疾病大

8・・1・ ・7 90 S5 S中6 100.0

9
♂14

膝 蘭 節 炎(第4表 第10例)
最近稚 く経過艮好二向ヒタレドモ
疾痛 ノ爲歩行不能

8・・1・ ・7 gil87185122100.0
10 一+13
股 関 節 炎(第4表 第15例)

膿小量ナレドモ濃厚、全角症状不
頁 8.0

1・・7
92 88陣2 100.0
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・・1腰椎「■ ♂21カリ
エス」(第5表 第:3例)1一 般症状碩 ナレ防 縮 副 8・・1・ ・7197i8glS612・1 120.0

望腰椎. リエス」晶 表謬酬 隔 翻 鵬 形成 iS・ ・1・ ・SiSgig・iS712・1
80.0

里厩r騨 璽ス」(彙5轟 例、「疾病聡 全身症状不良 lS・ ・1・ ・7i92i88陣 ・1
SO.0

・41股
一 開顕F癖 俵 桑9例、属 羅 注膿掃 近再ビ倣 18・ ・1・ ・7圃8・ レ812gl 100.0

・5}腰椎「■カリエ,ス」あ 義 訓 流注鵬 貯積極メテ速力 18・ ・1・ ・719319・186i2・1
100.0

・6肋骨騨 臥(華5表 蒙、6例)1糊竺雛 憲 覇 雛 胸極左1 4・・i・ ・7189185is21251 120.0

・7i胸椎騨 璽
ス」(♂35第5表第17例)随 頻回鵬 倣 灘 厚 18・ ・1・ ・71g・1861S31241

120.0

・81股
關F騨 炎臨 表棄珊 蜘 囎 倣 全躯 状中等 18・ ・1・ ・7}891851821251

1010.0

19
腰椎・騨 璽ス禽 表畢、9例)陶 症状悪 {8・ ・1・ ・719618gl8612・i

100.0

2・{腰櫛 リエヌ」歯 表繋2、例)1雛 期
18・ ・1・ ・7195iS8184231

120.0

i

;雫 均 値
18・ ・1・ ・7192188185122}

104.0

共ノ三 結核性骨蛇 二関節炎(末 期)(第 八表)

例 姓 性 年 齢1
診 断

徴候(前 表 二記載セルラ以テ
藺草ニス)

ア ミ ラ
ー ゼ㌔

「リ パ ー ゼ 」 抗 「ト リ

プ シ ン」

d§ぴ一
酬3・分騨1差

37。A
nt卜T30・=

1 ■ ・♀37膝 関
節 炎(第3表 第11例)

不 全挽臼、攣縮、著明ナル紡錘形
腫脹、筋萎縮著明、歩行不能、全
身症状悪

4.0 107 94 89 87 20 80.0

2膝 關 鱗 南 表輩22例)1薯鷺 謹1騰 痛潮 煙醐 刈 ・・71g21871851221・ 伽

3股 開 鉱(蘂4表 棄・2例)1線 空蝉 議 響 賜 餐14 ・・iユ・71g21881S51221 100.0

41鯉 緊 ス
」(♂37第4表第13例)1蹴 書字灘 譜 謙 長1州 餅 團96ig3図8a・

51腰椎「カリー
」(彙4轟 例)1蚕纏 轡 羅 懸 捌4・ 圓 … 陣1・618飢 ・

6}骨盤騨 璽スあ 轟 例)脚 著呪 蹴 一睨 頭大醐 刺 鵬圃 吻1弼1
100.0

71撫 リー
1(↑24第5表第25例)騒 ぎ遷鱗 順 風 多量ノ14・1・ ・71・・21971931・41・㈲

8i股 關 節 炎(彙3謙9例)騰 勢 筋萎縮醐 辮 明1側 ・・71…194團 ・618伍 ・

gi股 齢 炎南 表翠4・例)薦 葉義呆農相 曲醐 位臨1州 ・・71・・21g51931・418伍・

曝 黒 炎あ撫 例)鷹野欄 鹸 瘤鯛 刺 刺 鯛 網 脚
卒 均 値14・ ・1・ ・71g81931g・1・7188 .・

其ノ四 結核性骨蛇二関節炎(恢 復期)(第 九表)

例 姓 性
診

年 齢
断

徴候(前 表二記載セルラ以テ簡
軍ニス)

・睡 「カ1,エス
」(彙3表謬3例)13年 前蝋6ケ 月醸 孔囎

2{足

ラ

」

ミ

ゼ

ア

働

「リパ ー ゼJ

d銑 酬3・分騨i差

枕1ト リ

プ シ ン 」

AntトT§ぴ 一

・6・・1・・819・i868226

關 節 炎禽 論 例)1認 難 鍛 ケ月前痩孔閉馴8・ ・i・・71881848・26

80.0

3!股 關騨 炎(彙3霧6例)1翻 野 ・構 孔隙 疾1

80.0

・6・・」・・719218818刺8…
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夏1股開脚 炎南 表鍋6例)驕鄭 鱗 震繍1臼ノ鯛 ・6・・1・・7圃87i84圖 60.0

5

玉
離 昇 璽ス」禽 表寮、7例)1牛年前Al鳳 翫 欄 朗 1・6・・1・ ・7圃82レ812gl

40.0

開顕 駄 幽 表暴2。例)13年前簾 経過良好 18・ ・1・ ・718918418・i261
60.0

7厩 「騨 璽ス、南 表彙2、例)1全身症糠 い ・・1・ ・718718318・ 團
60.0

8 胸椎r騨 弘 南 表禦26副馬音階 痛全ク浩知 髄 麟 1・6・・1・・7ig・i86陣1
60.0

嘱 推理興 ス」あ 謙7例)1経 過朗 1・6・・1・ ・7186182レ812gl
80.0

10 膝
關罧 感3表 棊35例)騰 鵯 リ表布斯繍 髄 脳 1…61・ ・71g・18318・ 歓1 60.0

・・厩 騨 璽ス
」(藁3表繋36例)i全身獄 眼 1・6・・1・ ・71S9図8・i%1

SO.0

・嘱
月甲「鼎 炎禽 衰萎7例)12ケ 月醸 子騰 1・6・・1・ ・7団83i8・1幻1

SO.0

卒 均 値
1・4・・1・ ・71891841821251 68.0

1

以上病症経過 二就 テ観察 セル モ ノテ___.括スルニ 次 ノ如 シ。

「ア ミ ラ

ー ゼ 」
「 リ パ ー ゼ・」 抗`ト リ プ

シ'ン'」

d§ぴ一 直列3・ 分16・分 9・到 差 簡T§ll一
1健 康男女子李均(40例) 16.0 107 89 85 81 26 60.0
2初 期(10名) 13.0 107 89 85 82 25 62.0

3重 症(20名) S.0 107 92 88 85 22 104.0

4末 期(10名) 4.0 107 98 93
{一 一}

84『』_

86

90 17 88.0{　 　

5恢 復期(12名) 14.0 107 89 82 25 68.0

6醜 語甕薄墨ヲ騨 福籍 11.0 107 91 83 24 83.0

第

健康勇 健魔女 初期
子 子(10
(20例)(20例)例)

〆i疹16

/4

!:2

〃

8

6

4

〃

〃

〃

〃

〃

縛

み

刀

〃

〃

〃

5灘

驚

動

圖
末期 恢復期 特種例100例

(10(12例Jヲ 除クZF均
例)(48例)

アミレーピ ! 口＼
←＼ 1 ＼
＼1
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1

1

1
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＼ト㍉L「rr

i[
レ

[
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1

1

} N
　

t{日
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口}「 「

口
1 /}1
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1
リハ'一ご 一脹

「 ＼1⊥_

製
ノ＼
/ M

Ψ
__〆
〆

」 1-
11

!

第二圖(固 中特種例 ヲ除クトアJレノ・、初

期、重症、末期、恢復期等ノ特種

ナル病症経過中ニアルモノヲ除ケ

ル症例ヲ意味スルモノニシテ、甚

ダシキ慢性経過ヲトリ、結核性骨

離 二関節炎rシ テ特有 ノ経過中二
■

在ルモノナリ。

100例 準均 トアルハ、以上述ペタ

ル総数ノ卒均値 ヲ意味ス)

以 上 ノ成績 テ総括 スルニ次 ノ如 シ(第

二圖曲線)。

1ア ミラー ゼ」
、初 期 ヨリ病 症 ノ進行 ト

共 二次第 二減 少 シ、 末期 二於 テ最低 二

達 シ、恢 復期 二向 フ ト共 二、 再 ビ上昇

シ來 ル、然 レ ドモ1例 モ正 常値以 上 二

」曾量:セルモ ノナ シ。

抗 「トリプシン」、 病症 ノ進行 ト共 二次

第 二上昇 シ始 メ、 重症 二於 テ最高 二連

セ リ。然 レドモ末期 二八相隣 減少 スル
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が如 ク其 ノ李均値テ 見ルニ重症者 ヨリモ少 ナ

シ 。

「リパー ゼ」 病症進行 ト共 二次第 二減 少 シ
、末

期 二於 テ頓 二著明 ナ リ。而 シテ初期及 ビ恢復期

二於 テ特 二後者 ノ場合Z正 常値 ラ越 ヘ テ上昇

セルモ ノアリ、注意 スベ キ鮎 ナ リ トス。

筒ホ以上 ノ成績 ラモツテ病症経過が血清酵素二

與 フル影響 ノ相當著明ナル事ハ了解 シ得 タレド

モ、膿瘍、痩孔 ノ有無ニヨル該影響ヲ論 ぜル條

下 二於 テ既二述ペタルが如 久 全身症状 ノ如何

ニヨル:影響モ亦相當大 ナル事ハ各例 テ通覧 シテ

明 カナ リ.

第 四章 血 清 蛋 白(総 蛋 白、 「アル ブ ミ ン」、 「ゲ ロプ リン」)

實 験 方 法 及 ビ材 料

1.Folinu.Wu(4)ノ 方 法 ニ ヨ

ル成績 ハ100.0琵 ノ血液 中 二存 スル非蛋 白窒 素

ノmg撒 テ示 ス.

2.血 清 線蛋 白 微量:Kjeldahl(5)法 ヲ用 ヒ直

接Nessler化 法 ニ ヨリ測定 シ、且 ツ非蛋 白窒素

二適宜 ノ補正 ラ行 フ。

3.血 清 「アル ブ ミン」22.2%硫 酸曹達液 テ血

清 二加 へ 「グ ロブ リン」テ沈澱 セ シメ(Howe氏

法)テ 得 タル濾液 ノ蛋 白量 ラ測 定 セ リ。

4.血 清 「グ ロブ リン」 血清縮蛋 白 ヨリ 「アル

ブ ミン」量 ラ控除 シテ知 ル ヲ得 タ リ。

5.繊 維素原 七 田(7)氏法 ニ ヨリ絢構酸曹達 ラ

モ マテ血液 ノ凝 固 ラ防 ギ.之 テ遠心沈澱 シテ血

漿 ラ得、 之 二1%CaC1ラ 加 へ繊維素 ラ析出 セ

其ノー

血液残絵窒素

織維素原

血清粘稠度

血清表面張力

第二節

血液残絵窒素

シ ム 。

而 シテ、完全凝 固 ヲ(柵)、 大凝 固 ヲ(柵)、 中凝

固 ラ(升)、 小凝 固 テ(十)、 繊維 素片 ヲ(±),陰

性 ラ(一)ニ テ示 セ リ。

6.血 清表面張力Traube(8)氏Stalagmo-

meter(37。C蒸 餅水 ニテ749七t.)ヲ ・用 ヒ、37℃ 艀

卵 器室 内二於 テ測 定 セ リ,成 績 ハ滴数 テモ ツテ

表 ハ セ リ。

7.血 清粘稠度Ostwald(9}氏 ノViskosimeter

テ以 テ25。C水 槽 中 二浸 シ測定 セ リ、血清 ハ4倍

トス。

以上7種:ノ 實験成績 ハ何 レモ1人 ノ患者 二就 テ

ハ同時 二採血 サ レタル材料 テモ ツテ實験 セルモ

ノwシ テ時 日ラ異 ニ シ得 タル成績 ナ ラザ ル事 テ

附言 ス。

材料 血 清ハ可 及的一定 ノ空腹時 二溶血 セザル

様 注意 シテ採 血分離 セ リ。

第 二筋 腱 康 人 ワ季 均 値

健康男子15例(第 一〇表)

例 性

1

年齢
血液残
像窒素
(mg)

加清総
蛋白
(%)

血 清 「ア
ルブミン」

(%)

血 清 「グ1〔アルブ
ロブリン」

(%)

聖ン』A

l瞬 二谷

繊 維 素 原
稠度
(秒)

血清粘1血 清表
面張力
(滴)

姓
123・ 壬5678910

11■1♂124141・3817・7015・2112.4911.7冊 柵 廿++± ●123.8160.30

21-ll21133・5217・70}5・2012.5012.11冊 ・H十十十十十十 ±1=4 .0160.78

31■ll18126・6717・5314・5712.9611.5階 珊 什 甘+±123 .7160.50

41■lI19138・5717・20i5・0012.2012.3階 柵 昔 昔+123.gl60.59

12,1912。21冊 十什十十±123.9160.40

61■lI20136・0817・Ogl4・5712.5211.gl柵 什+手1盟.Ol60.而

711 ll17140・0017・87150012.8711.7 囲惜柵 十十十十十+ 123.9 160.SO
81■ ■■■Lll22135・3017.7314.6gl3.041.5

lI十1十 十十十十一←i23.6160.70
gl■ll21120・0017・6715・0712.6011 .g田+什++什+±124.1160.80

101-lllgl33・3317・0014・5212.4811.8冊 什 什++±1%.2i60.70

111-ll24に η ・5017・9315・1312.8011.8冊 什 什++± 一 一 一 一124 .0160.40

〔121■ll221幻 ・53i7・ ♀5」5・4112.副2,1隅 棚++一 一一 一124.OI60.44
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ユ31■ll19130.0017.0215.02

141■ll25125.0017.0515.03

151■ll17125.3417.5314.57

準 均 値131.7517.4714.93

2.00

2.02

2.96
A .54

2.31・ 柵・十H・十十十 十 十 一 一 ニ一一123.7160・50

2.41冊 糾十十+十 十 一 一 一 一 一12318160・50

1.51冊 十H・十十十十十 十 一 一 一 一一i23.7i60.50

11.91柵Hl十 十十十 十 十 一一一 一一123.9!60.60

共 ノニ:健 康女子15例(第 十一表)

例 姓 性 年齢
血液残
像窒素

(mg)

血清総

蛋白
(%ノ

血 清 「ア
ルブ ミン」

(%)1

血 清 「グ
"プ リン」

(%)

1「ア
ルプ

辺__A

l鵜プで

繊 維 素 原 血清粘
稠度
(秒)

一 一

血清表
面張力

(滴)12345678910

11■1一 ♀一118134.2916.1513.9512.2011.81冊 十H・十十十十十十十 一一一一一 一123.8i60.50
一一

2i■ll35131.7516.9313.99!2.9411.41・ 冊 冊 十H・十十十十十 一 一 一 一一123.6i60.30

31■ll30126.6716.6614.0012.66[1.51冊 十冊十十十十十 ± 一 一 一 一124.2160,50

41■ ■■■ll20130.9216.5gl4.5412.0512.21柵 ・H十十十十十十 ± 一 一 一 一124。2160.60

51■II30140.0015.2013.6311.5712.31冊 十{十十十十十十・± 一 一 一 一124.OI60.20

61■ll18133.3317.7114,7412.97i1.61十H・ 十十十十→一十=t一 一 一 一123.7160.50

71■lllgl31.8015.7813.6412.1411.71冊 十什十十十 十 一 一 一 一一123.8160.70

81■ll25130.0017.4314.9712.46i2.Oi十H・ 十十十十十 十 ± 一 一 一 一123.8160.70

91■lI18136.6618.3515,4712.8811.91柵 十1十十十十十十 ± 一 一 一 一123.8160.50

101■li18130.0017.5114.6912.8211.71刊 十十十十十十 一 一 一 一 一 一!24.0160.70

111■Illgl33.331S.3515.1113.2411.61・ 冊卜柵 十H・十十→一士 一 一 一・一123.9160.40

121■ll21131,7517.64i4・7512.8gl1.6i冊 十粋十十十 十 ± 一 一 一 一124。OI60.50

131■ ■■■■ll21136。1518.3315.0013.3311.51柵 十什十十十 十 ± 一 一 一 一124.1160.50

141■li24i32.8017・1314・5012・6311・71冊 十H・十十十 十 一 一 一 一 一124.OI60.50

151■Il21134.00i7.1514・53}2・62i1・gI冊 十H・十十十十十 ± 一・一一一 一123・9160・50

:雫 均 値132.9017.1314・50i2・6311・71珊 珊 →+料+± 一 一 一 一123.9160.50

以上健康男女子各15例 ノ平均 ラ一括 スルニ次 ノ如 シ。

艦橋1蛋身)

血液劉 血酬 ㍗ ミ[「廟 ㍗ ミ
ニ　

、穿 プ'(%)(%)

繊 維 素 原

12345678910

血清粘 血清表
稠度 面張力
(秒)1(滴)

.1健 康 男 子15例 ノ1均131.7517・4714・93

2,,女 子,,132.90',7.1314.50

3以 上 男 方30名 牛 均132.3317.3014・71

2.54

2.63

2.59

1.9i十 階刊十十十・十一→一± 一 一 一 一123.960.60

1.71柵 十H・十十十十十 士 一 一 一 一123.9i60.50

1.81柵 十什十十十十十 ± 一 一 一 一123.9}60.60

1)血 液 残絵窒 素 女子 ハ男子 ヨリモ其 ノ値梢

Z大 ナ リ ト難 モ其差 僅少ナ リ、然 シ各例 二就 テ

見 ル時 八相當大 ナル動揺範 園 テ有 スル が如 ク、

男子 ノ最大41.38mg、 最 小20.00mgニ シ テ

21.38m9ノ 差 テ有 スi女 子 ノ最大40.Of}mg、 最

小26・67m9ニ シテ13・33mgノ 差 テ有 シ、男子

ヨ リモ動揺範囲小 ナ リ。

2)血 清練 蛋白 男子 ハ女子 ヨ リモ其 ノ量相 馬

多 シ ト錐、0・94mg二 過 ギズ・動揺範園 ・'男子

ノ最大7.95%、 最 小7.00%ニ シ テ其 ノ差0.95

%タ リ。女子 ノ最大8.38%、 最 小5.2%ニ シテ

3・18%ノ 差 テ 有 シ 男子 二 比 シ其 ノ動揺算園遙

二大 ナ% 、}

3)血 清 「アル ブ ミン」 男子 ハ女子 ヨリモ其値

相隣 多 シ。動揺範園 ハ 男子最大5.41%、 最 小

4・52%ニ シテ0・89%ノ 差 ナ レドモ、女子 ノ最

大5.47%,最 小3・63%ニ シテ1・84%ノ 差 テ有

シ、其 ノ動 揺範 園 ハ総 蛋白 二於 ケル ト同様女子

二於 テ甚 ダ大 ナ リ。

4)血 清 「グロブリン」 総蛋 白、 「アルブ ミン」

等 ト趣 テ異 ニシ男子 ハ女子 ヨリモ其 ノ値 少 シ。

動揺範 囲 ハ男子 ノ最大3.04%、 最 小2.00%ニ

シ テ1・04%ナ リ、・女子 ノ最大3.33%、 最 小
　 　 り

1.57%r・ シテ 其 ノ差1.76ナ リ、故 二動揺範囲
く ロ

か総蛋 白、 「アル ブ ミン」等 ト同様 女子 ハ男子 ヨ

リモ大 ナ リ。

5湯 誘;1「 アルブミン」量 ノ・野

木、丁グロて り.ン」量 λ・女子大 ナル ヲ以 テ之 ノ比

率 ハ男子 ハ女子 ヨ リモ大 トナル。

場上血 清蛋 白!成 績 テ総括 スルニ、総蛋 白量及
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ビ「アル ブ ミン」量 ハ男子 ノ値大 デ ァ リ、 「グロ

ブ リン」 量ノ・女子 ノ値大 ナ リ、 故 三共 ノ結果

号 誘 ≒ 比ハ男子が大 筋 トナノh
次 二其 ノ動揺 範囲 二就 テハ何 レモ女子 ハ男子 ヨ

リモ大 ナ リ。

の 繊 維素原 男女 ノ値 相類 セ リ、 但 シ男子 ハ

2管 、女 子 ハ1管 ノ動揺範 園 テ有 セリ。

7)血 清粘稠度 平均 値 ハ男 女全 ク相等 シ、而

テ男子 ノ最大242秒 、 最小23.7秒 ニ シテ0.5

秒 ノ差 ヲ有 ス、女子 ノ最大24.2秒 、 最小23.6

共 ノー

秒 ニ シテ0.6秒 ノ差 テ示 セ リ、即 チ男女共共 ノ

動揺範 囲 ハ比較的少 ナ ク、且 ツ相類 セ リn

7)血 清 表面張 力ZF均 値 ハ男女相類 シ、緩 二

〇.1gttノ 差 アル ノ ミ、而 シテ男 子 ノ最大 ハ60.30

9しt、最小60.80gttニ シテ0.5gttノ 差 ラ有 シ、

'女子 ノ最大60
.70gtt、 最 小60.20gtt一 シ テ

0.5gttノ 差 ラ示 シ、其 ノ動揺範園 ハ男女全 ク相

等 シク且 ツ僅 少ナルモ ノナ リ。

第 三 節 結 核 性 骨 酋 二關 節 炎J

膿c=r一一=孔ノ有 無sヨ ル實 験 載 積

結核性骨蛇二関節炎(痩 孔,膿 瘍ナシ)(:第十二表)

例
控性年齢
診 断

6

徴 候
血液淺
除窒素
(m.9⇒

血清
総蛋
白
(%)

〔アル

z」 ミ

(%)

5勾

ξ劣)

「アルプ

竃⊥
「グPプ
リン」

繊 維 素 原 粘稠
度

(秒)

表面張
力
(滴)12345678910

1
■ ♀32

腰 椎 「カ
リエ ス」

初病3年 前、牛年前ヨリ痩
孔閉鎖、X像 、V腰 椎破壊

膣弔、石灰沈著著明

34.74 5.91 4.01 1.90 2.1 珊 珊 十十十卜十 一 一 一 一 一 23.8 61.5

2 ■ ♂19膝関
節炎

牛ヶ月前ヨリ腫脹疾病、運
動制限X像 、大腿及脛骨
ノ萎縮ヲ認 ムル外著攣ナシ

34.75 6.14 3.81 2.33 1.6 +田粁卦++± 一 一 一一一 23.9 61.8

3
■■ ♂14腰椎 「

カ

リエス 」

2ケ 月前初病、IV腰 椎叩打

痛、硬直、X像 、1肌V腰
椎間腔狭窄蛇二軽度 ノ屈曲

27.65 8.31 5.25 3.06 1.7 珊 珊+++十 十 一 一 一 一 一 24.2 60.6

4 ■■■♀22
股関節炎

3年 前獲病、以來補助器使
用、約牛年前ヨリ疾病全ク
消退.X像 、骨頭破壊原形 ヲ
止メズ、石灰沈着著明

21.97 8.89 5.71 3.18 1.8 珊珊 什昔昔十±一一一

「

24.3 60.3

5 ■ ♀26
膝関節炎

紡錘形腫脹、X像 、大腿及
ビ脛骨 ノ内外縁破塊 骨萎

縮

34.29

1

11.01 7.53 3.48 2.3 珊 珊 替得 什 十 ± 一 一 一 24.1 60.1

6 ■ ♀21
股関節炎

3年 前登病、最近縄過良好、
X像 、骨破壊著明ナリト錐
モ、石灰沈着モ著明

24.00 6.42 4.3S 2.04 2.2 珊 珊 十H十十 十 一 一一 一 23.9 60.4

7
■ ♂19

腰 椎 「カ
リエ ス」

i7ケ 月前蛮病、H、皿腰椎打痛
、全脊柱硬直X像.π 、皿
腰椎間腔狭窄、陰影濃、尿
所見・・異常ナシ

42.86
I
l2.34 4.34 8.00

1

0.5 珊 珊+田++++± 一 一 一 25.2 60.6

8
■ ♀30

胸椎 「カ
リエ ス1

2ケ 月前 ヨ リ腰 痛 、X胸 椎

稽 、亀 背 、 打 痛 軽 度 、X像 、

陰 影 稽 く濃、 破 壊像 ナ シ

26.08 9.25 5.68 3.57 1.6 珊 珊 十十什 十 一 一 一 一 一

1

24.0 60.4

9

■ ♂27
肩脾関節
炎

2年 前獲病、運動時ノ疾病、
當時膿瘍形成、切開ヲ受ケ
5ケ 男前閉鎖

26.79

I

S.41 5.71 2.70 2.1 柵 柵 十十十十十 ±:事 24.3 60.6

10
■ ♀18
腰 椎 「カ
リエ ス」

5年 前 ヨ リ腰 椎 「カ リエ ス」 26.43 6.98 4.69 2.29 2.1 珊珊柵什十十十 24.2 60.7

11
■■ ♀26

胸 椎 「カ
リエ ヌ」

4年 前猶病、5年 前肺尖加
答児、X胸 椎亀背、疾病殆

難溢 隆盛x離 間撒
32.43 6.15 4.24

1

1.91

1

2.2

1

冊 珊珊+冊 ± 一 一 一 一 23.9 60.6

12 ■ ・♀27
膝関節炎

4年 前獲病、紡錘形腫脹、屈
曲位攣縮、大腿、骨内骸屋

痛、大腿 脛骨ノ萎縮著明、
一部分癒着尿所見異常ナシ

44.44

1

7.05 4.57 2.48

1

1.8 器 什+H++± 一一 一 一一一 24.1

1

60.1

13 ■ ♀27
股関節炎

3年 前獲病、寮痛苦シカラ
ズ、病的腕白、X像、骨頭破

壊、萎縮、尿所見異常ナシ
44.44 7.17 4.69 2.48 1.9 冊 構 朴+}+± 一 一 一 一 24.2 60.1 .
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,

14
■ ♂17

胸腰 椎 「カ
リエス」

-　

貧血著明、軽度ノ打痛、腸
腰筋攣縮ナシ

37.50 8.37 3.99 4.38 0.9
1冊 珊珊+± 一 一 一r25 ・2

__L

60.0

15
■ ♂20

胸椎 「カ
リエ ス」

3ケ 月前 ヨ リ終 痛 、V皿胸 椎

軽 度 ノ亀 背 、 輕 度 ノ硬 直 、

X線 、V田、IX胸 椎 問 腔 甚1輕

度 ノ狭 窄

2S.30 8.72 4.93 3.79 1.3 珊 珊 十十十十十 十 一 一一 一 24.3 60.87

:、6
■ ♂15
股關節炎

2年 前獲病、大韓子部腫瘤、

病的脱臼、X像 、骨號育線
外側 ヲ中心二破壊

38.50 7.69 4.42 3.27 1.4
1

冊柵 柵+什+一 一一r24.3

1

60.34

■ ・♀48
足關節炎

4ケ 月前 ヨリ足関節ノ腫脹
疾病著明、X像 、脛骨下端
ノ骨萎縮著明

39.53 9.25 4.56 4.69 1.0
11柵++柵+± 一一25 ・o

「

{lo.2

S1
■■ ♀34
胸椎 「カ
リエス1

牛 年 前 漿 病 、 皿V亀背 、金 替 、

柱 硬 直.X像 、 皿、IV胸 椎輪
廓 不 明 、 椎 間 腔 狭 窄

37.27 9.26 6.00 3.26 1.8 紐帯什十十什十十± 24.2 60.6

91
■ 歪18

腰 椎 「カ
リエス1

3年 前獲病、全脊柱ノ硬直、
1.H腰 椎打痛、一般症状中

等、最近病症殆不攣i

32.22 8.41 4.16 4.25 1.0 冊 柵 器 用 十十十+± 一 一 一 24.7 60.5

00ヨ

■ ♂19
肩脾関節
炎

敷日前打撲、以來疾病著明、
筋萎縮著明、蓮;動特疾病、
X像 、骨薫育線輪廓不明

41.う7 7.17 4.69 2.48 1.9 什 器柵 十十十卜十 一 一 一 一 2・1.0 60.5

■ 一♀・21

股 關 節 炎

4年 前 発病、補助器使用、
2年 前痩孔閉鎖、最近疾病
令クナシ、経潰甚頁

37.27 8.42L87
1
3.55 1.4 珊 珊 督 十 ±一 一 一 一 一 24.3 60.72-

O
ヨΦヨ「0β

璽

■ ♀11
膝關節炎

全身症状頁、最近経過頁、歩
行時 ノヲ冬痛モ無、X像 、大腿
ノ破壊像著明、骨萎縮軽度

28.75 8.13

1
4.7513.3Sl1.4 珊 珊 柵 十+什十 手一 一 一 24.4 61.2

■ ♂20

腰 椎 「カ
リエ ス」

2年 前獲病、4年 前肋腹膜
炎 ヲ経過 シ、硬結 ヲフノレ皿
皿腰椎亀背、打痛、著明ナ
ラズ、再螢、X像 、1五 腰

椎間腔消失、贅骨形成、石
灰沈著著明

29.35 6.75 35.9 3.16 1.3 珊珊 柵 十十十十十手一 一 一 24.6 60.88

4のμ

.

■ ♂20腰 椎 「
カ

リエ ス1

6年 前 壁病、H腰 椎亀背、

打痛無、X像 、 π皿腰椎間
腔短縮、軽度 ノ屈曲

37.27 8.37 5.23 3.14 1.7 冊{柵 十什 十 ±一 一 一 一 24.6 62.9

25
■ ♀27

腰 椎 「カ
リエ ス」

3年 前 腰 病 、1コ ノレセ ッ ト」

使 用 、 打 痛 殆 無 、経 過 良 好、

X像 、1皿 腰 膝 牛 、 贅 骨形

成 、 石 灰 流 者 著 明

38.57 8.43 5.19 3.24 1.6 珊 珊 十十十十十 一 一 一 一 一 23.9 60.59

26
■ ♂13一
頚 椎1カ

リ エ ス 」

3年 前漿病、補助器使用、
経過良好、X像 、 皿頚椎下
縁 二破壊、石灰沈著著明

35.00 7.95 5.41 2.54 2.1 冊 粥 十+十 十 ± 一 一 一一一 23.8 60.7

127

■ ♀27
胸 腰 椎
「カ リエ

ス」

獲 病3・年 前、 一 時 軽快 セ ル
モ最 近再 登 シ・急性 期 、X像 、

XI胸 椎 ヨ リ皿腰 椎 二亙 リテ

骨 破壊 、屈 曲、 所 尿 見異 常
ナ シ

43.90 9.36 4.35 5.01 0.9 珊 珊 帯 什 十 ± 一 一 一 一 25.1 60.9

2S
■ ♂15

腰 椎 「カ
リエ ス 」

.1年 前 ヨ リ腰 痛 、 ∬、皿、IV

腰 椎 打痛
36.31 9.96 4.91 5.05 1.0 珊 珊冊 十 手 一 一 一 一 一 25.7 61.3

29
■ ♂21一
腰 椎1カ

リ エ ス1

3年 前獲病、最近再登、X

像、IV、V腰椎間腔消失、屈
曲、石灰沈著者明

33.08 7.71 4.04 3.67 1.1 珊珊惜十十十± 24.6 59.9

30 ■ ♀11
股関節炎

4ケ 月前 登 病 、4-5日 前
ヨ リ堀「悪 、 骨 重質、 ノく車寒苦Kl墜

痛 著 明 、 一 般 症 状 悪

46.15 10.23 4.35 4.8S 0.7 珊 珊 鼎 十}十十 ± 一 一 一 25.2 60.8

31
■ ♀28

腰 椎 「カ
リエス 」

2ケ 月前ヨリ胸椎打痛、帯
状痛、V胸 椎軽度亀背、X
像、IV、V胸 椎間腔狭窄

26.08 9.21 5.13 4.OS 1.3 珊 珊 什 十 手 一 一 一 一 一 24.2 60.4

のヨ■ ♀28
股關節炎

1ケ 月前肢行、下腿筋萎縮
軽度、外輪制限、X像 、骨
頭軽度 ノ骨萎縮

40.00 9.20 5.64 3.56 1.6 珊 珊 什 十 一 一 一 一 一 一 24.2 60.9
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1■ ♀21

33腰 椎 「カ

リエス1

4年 前登病、打痛殆無、経

過良好
33.90 8.03 4.88 3.15 1.6

4

～

pり3一
3

■■・♀17
股関節炎

3年 前費病、最近悪病全ク

消失、X像 、關節骨癒着、
石灰沈着著明、尿所見異常
ナシ

45.30

I

I6
.S7 4.62 3.16 1.5

■ ■ ♂6

胸椎 「カ
リエ ス」

}一 『9門 一瞥一一貼一.一_一___

13ケ 月前 ヨ リ亀 背形 成 、打

痛 著 明 ナ ラ ズ、X像 、IX胸
椎 破 壊 著 明 ニ シテ原 形 ヲ止
メ ズ

35.30 9.72 4.09

1

5.63 017

36
■ ♂24

腰 椎 「カ
リエ ス 」

2ケ 月前 ヨ リ疾 痛 、 亀 背 ナ
シ、X像 、推 問腔 短 縮

39.00 7.34 4、2413.、 。1 1.4

37熈 論集
1ケ 月前疾病、最近次第二

増悪、X像 、骨頭モ輕度 ノ
骨萎縮 ノ外異常ナシ

27.27 6.55
!

3.72・2.83 1.3

■ ♂25
3S胸 椎 「カ

リエス」

一一

1年 前糞 痴 、V皿胸 椎 亀 背、帯

状 痛 、牛年 前 ヨ リ燕 市 斯 「コ

ル セ ン ト」経 過 頁 、X像 、V皿、

V皿椎 間腔 狭 窄

34.80

I

S.00 4.75 3.25 1.ろ

Qり

034

■ ♂22
足關筋炎

1年 前獲病、當時義布斯締

帯ヲカケ、之ヲ除去シテ最
近再 ビ疾病

34.84 9.50 4.75
1

4.75 1.0

■ ♂エ8腰
椎 「カ
リエ ス」

3年 前號病、1腰 椎亀背、
打痛軽微

20.34

1

8.72 5.51

1

3.21 1.7

■ ■ ♂24

肋 骨 「カ
リエス 」

2ケ 月前 ヨリ腫脹、疾病軽

微
一一一一.一 一 .一一一 一 一一 一　

3ケ 月 前 ヨ リ長 途 ノ■.歩行三■巳
ヨ リヲ峯痛 、外 車察ノ際1L璽…痛 、

骨 頭 、 大 輔 子歴 痛

33.33

一 一一 一一

35.11

7.60

一一 『

7.10

43`》
`'の7

1.3

一一

1.9

i一 、 一 一一

4.61

1一『 『

2.49

41

「

42

.

43

■■舎10
股関節炎

■ ♀31腰 椎 「
カ

リエス 」

2年 前登 病 、 以 来 「コ ル セッ

ト」使 用、 経 過 良 好
3ろ.29 S.20 4.70

「

3.90 1.2

44
■ ♀一25

胸 椎 「カ
リエス 」

一.一 一一

1ケ 男前 ヨ リ疾 病 、 亀 背 ナ

シ、 キ1痛 軽微 、X線 、 軽 度
ノ椎 間腔 狭 窄

33.09

' 一

34.21

8.12

8.23

.一

4.84

一 一一 一

3.26 1.5

平 均 盗i 4.魁 町 璃

冊 十鋒十 十 十 一・一・一一一・一23.9

柵・十{十十十十十十 一 一 一 一 一24,1

61.0

60.6

鼎 措 粁 十十十 十 ± 一 一 一

冊 帯 十十十十十 十 十 一 一 一

i冊柵 十十十 十十 ± 一 一一

柵 十H斗十十十十 十 一 一 一 一

・珊珊 十H斗十 十 ± 一 一 一

・珊 珊 十十十 手 一 一 一 一 一

・珊珊 十十・什 十 ± 一一一 一 一

珊 珊 十十十}十十 ± 一 一 一

冊鼎 什 十十十 十 一 一 一 一

柵柑 十十十十十 十 十 一 一 一

4・77i3・46・1・4畔 冊+++++手 一 一 一

25,0

24.5

24..5

24.3

24.5

23.9

24.3

61.3

60.3

60.5

60.69

6.10

60.4

60.30

24.560.80

24.4

24.4

60.67

60.69

24.460.69

7

共 ノニ 結核性骨並二関節炎(痩 孔形成)(第 一三表)

例筆往年餓 徴

■ ♀14
股開館炎

候

1

2騙 艦

羅1蕩
9年 前獲病、一時軽快セル
モ6年 前 ヨリ再腰、疾病 ノ際歩行
不能、全角症状窓排

膿多量

3ろ.00
1

7.46

i
3.65

「ゲP

プ リ
ン　

(%)

■ ♂373
股関節炎

4年 前狡病、2ケ 月前ヨリ

擾乱、排膿中等度、X像 、
骨破壊著明ナラザレドモ、31.58
脛骨及ビ大腿骨ノ輪廓不明
骨萎縮亦者明

10年 前費病1共 ノ聞応ネ憂「
ノ症状 ヲモツテ今日二至ル25 .31
4個 痩 孔、全 身症状悪

8.43 3.26

3.81

7.17

「アル ブ

ミン」

「〃,プ

リニ」

繊 維 素 形

1234J678910

糊
度
㈲

6.59 n .86

1.0

0.6

3.73 0.8

・冊冊{十 十十十十 一 一 一 一

■ ♀344腕開館炎

3年 前登病、全角症状中等、
X像 、三稜骨及 ビ大多種骨
以外 ノ手根骨全部破壊サレ
テ原形 ヲ認メフご、骨萎縮著
明ナラズ

.,

.〉.73 6.57 3.00 3.57

i
0.8

冊 冊柵 十十十十十 ± 一 一一

冊 ・珊 珊十十什 十 ± 一 一 一

冊 冊 柵 十十十十十 ± 一 一 一

24.6

25.5

25.5

25.5

表面張
力

(滴)

60.5

60.5

61.3

60.2
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も

5
■ ■ ♂32
腰 椎 「カ
リエ ス[

全角症状悪、4年 前費病、

排膿多量、尿所見異常ナシ

一 一

∫2.r}0 1e.24 34.2 6.S2 0.5 柵 柵 冊 借 料 十十十 ±一 一一25.7 6。.3i

6

「

■ ♀29
腰 椎 「カ
リエ ス1

1年 前獲病、排膿比較的多
量、X像 、骨破壊像著明ナ
ラズ、椎聞腔狭窄、屈曲

一一

46.15 6.76 3.20 3.56 0.9 珊 珊 十+柵 十十十十 ±一 一 24.5 61.2

7
■ ♂24
腰 椎 「カ
リエ ス1

斗年前猶病、當時膿瘍形成、

最近痩孔、軽度 ノ亀背、打
痛殆無、一般症状悪

23.07 8.40 4.36 4.04 1.1 珊 珊 柵+十十十什 ± 一一 一 24.6 60.1

8 ■ ♂22
股 副筋炎

全身症状可頁、大輻子部 二

痩孔、排膿少量
30.92 10.30 5.80

1
4.ろ0 1.3 柵 柵 掛 汁 十十十 ± 一 一 一 24.5 60.5

9

10

「

11

■ ♂8
足関節炎
一 冒一i-一

■■■♀34

胸 椎 「カ
リエ ス」

1年 前 ヨリ践行、最近棲孔
形成、X像 、骨萎縮著明、脛
骨及 ビ距骨關節面破壊著明
一般症状中等 .

33.33

一一一

23.07

一

3(}.92

一一 一

S.40 4.82 3.58 1.4 珊 珊 甫料+十 ± 一 一 一 一 24.1

24'61

60.4

全角症状悪

.

8.40 4.16 4.24

・3.95

1

1.0

一一.

冊 甜 冊 十十十 十 ± 一 一 一 60.5

一 一一 一 一

■ ♂37
股 關節炎

一 一,一 一一 一

}排膿少量、稀薄骨頭、大輔

子部墜痛著明ナラズ、最近

経過良好

10.30 6.35 1.61 珊 珊 冊 十十十十± 一 一 一 一24.1
1
60.5

0μ1
■ ♀37

腰 椎 「カ
リエ ス 」

1年 前 獲 病 、義 布 斯 「コ ノレセ

ット」使 用、一 般 症 状 悪 、 打

痛 亦 著 明

1;5.00

一.」 一一

34.00

一 一一一.一一.一.一一

27.64

9.25 4.93 4.32

4.37

1.1 器 柵 冊柵 十十十 一 一 一 一

『

葡

24.4 60.S6

13
■ ♀26

胸 椎 「カ
リエ ス1

1年 前 號病以來病症著攣ナ
ク今 日二至レ

一 一

8.37 4.00

1
0.9

一 一 一一

〇.8

珊 珊 帯+十十十什 ± 一 一 一

一一 一

24.7

一一一 一一一

25.0

60.5

一 一 』一一

14

P

■ ♂14
股 關節炎

11年 前 登病 、9年 前 ヨ リ痙

孔 形 成 、 一 進 一 退 今 日 二至
ル、 骨 頭 、 大 幣 子 部 歴 痛 殆

無 、 濃 厚 ナ ノレ膿 少 量

一

9.96 4.00 5.26

一豊一一 一 冒7　 一.

冊 冊 冊 鼎 什 什 十 一 一 一 60.5

■ ♂31
胸 腰 椎 「カ
リエス」

　 一

■ ♂26
胸 骨 「カ

リエ ス」

2年 前 鰻病 、 當 時 ヨ リ痩 孔

形 成 、著 愛 ナ ク今 日 二至 ノレ、
一般 症 状 悪 、 排 膿 多 倍

35.00 ユ0.42

1

4.9ろ 5.47 0.9 珊 珊 珊 珊 十科斗十一 一 一 24.7 60.S5
FO

ρ04■ー
ム

5ケ 月前胸骨前面二腫脹、
次デ自演全角症状艮

36.67'7.56
l

i
5.16 2.40 2.2 珊珊 粁十十十十 一 一 一 一 23.9 60.5

17 ■ ♂2ろ
股開館炎

一 一一 冒一一一一一一

■ ♂25ρ
18腰 椎1カ

リ エ ス1

2年 前張病、共 ノ間着墜ナ
シ、打痛 殆無

●

23.08 i
l6'971
3.49 3.48 1.0 柵 珊 珊 十十什 十 一 一 一 一 2L5 60.4

3年 前 腹 痛 、 打 痛 無 、 亀 背

無 、i脛渦 頁 、X像 、 皿、In

腰 椎 癒 著 、 石灰 沈 着著 明

∬}.34L.72

1
5.51 3.21 1.7

1網 田+手 _一 一↓; .9

}
60.4

19 ■ ♀24
股關節炎

全身症状中等、疾病著明ニ
シテ歩行不能

一一一■一一一一

29.23 S.31 4.00 4.31 0.9 冊 柵 柵 十十十 十 一 一 一 一 24.S 61.0

20
■ ♀24骨
盤 ・「カ
リエス 」

3年 前 獲 病 、2年 前 ヨ リ痩

孔、X像 薦骨 ノ下 告ノ・全 〃

破 壊 形 止 メ ズ、 骨 萎 縮 著 明
ナ ラズ

31.43 S.05 3.94 4.11 1.0 冊 珊 珊 十十十十 一 一 一 一 24.8 60.9

21 ■ ♀17
足胴締炎

3ケ 月前 ヨリ痩孔形成、全

,自症状中等尿所見異常ナシ
42.36 6.11 2.99 3.12 1.0 柵 珊珊 十十十十十 十 ± 一 一 2ろ.1 61.1

・

22
■ ♀1s

胸 椎 「カ
リエ ス」

2年 前獲病、最近経過良好、
X像 、XI胸 椎 ノ下縁輪廓不

明、猟曲、破壊

41.3S 8,45il13.S9 4.56 0.9 ・田干冊 十十十 →一十 一 一 一 一 」2ろ.4-1 61.0

23 ■ ↑21
股関節炎

9年 前獲 病 、 一時 殆 ソ ド治

癒 セ,レモ、 最 近 痩 孔 形 成、
X像 、骨頭 、 牌 臼破 壊 著 明
ニ シテ原 形 ヲ止 メ ズ、 石 灰

著著 明

26.22 S.69 4.00 4.64 0.9 珊 珊 鼎 十十十十 ± 一 一 一 25.4 60.6

盟 ■ ♀18
肘關節炎

1年 前獲病、疾病著明ナラ
ズ、全身症状頁:

40.00 S.35

1

4.16 4.1S 1.0 珊 珊 十田 斗十十十 ± 一 一 一 24.S 61.2
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25 ■ ♂1S、6年前登病、経過著攣ナシ、
股関節炎…排膿少量濃厚、疾病殆無

39.00
i

8

ρ0

7
`0召一〇ヨ

■ 一早21肩脾關節

炎

2年 前発病、惨痛著明ナラ
ズ

34.68 7

■ 辛22腰 椎1
カ

リエ ス1

3年 前登病、排膿比較的多

量
32.90 8

28 ■ ♂24
股関節炎

9年 前登病、排膿少 量、最
近疾病増加シ、歩行不能

24.00 8

29
■ ♂21一
腰 椎1カ

リ エ ス 」
.一　

■ ♂21一
胸 椎1カ

リ エ ス 」

全角症状不良:、腸骨窩二痩
孔アリ、排膿中等

32.21 8

30

1

全角症状中等、排膿多量 33.0 S

不 均 32,56S

蟹
,
》
》O
8

7.47

8.31

8.34

8.35

4.16

4.35

4.17

0戸
」

4.16

戸
`14りθ

0
0
S

4.1S 1.0

3.、nJ、.4

4.14

4.64

4.1S

4.16

1.0

0.8

1.0

1.0

柵・珊 珊 十十十十十 ±一 一一

棚 田 十十十十十 十 一 一 一一一

・珊珊 冊 封・朴 十 ± 一 一 一

冊 冊柵 十H十十チ十 ± 一 一

珊 珊 冊十}十干十 ± 一 一 一

・珊珊 柵 十十什 十 ± 一 一 一

32.56S.324.154.171.0.珊 珊 十十}十十十十十 ± 一 一 一24,.7

一 24.8 60.9

一 24.4 60.4

一 24.7 60.6

一 25.1 26.0

一 24.8

-

60.61

一

1
i24●「
16。.5

ll
-24 ,760.70

其ノ=結 核性骨蚊關節炎(膿瘍形成)(第 十四表)

徴齢
断
年性姓
診例

候

千30「1年 半 前 授病 、 劇 痛 殆 無 、

腰 椎 「力 小 見 頭 大 膿 瘍 形 成 、 全 身症
リエ ス1罰 ナミ〕ミ

■ ♀10
骨 盤 ・カ

リエ ス」

■ ♀34
3腰 椎 「カ

リエ ス」1石 灰 沈 著 著 明

■ 口早18`sケ/l前 ヨ リ膿 瘍 形1戊 、打胸 腰 椎 痛 殆 無
、最 近 費 育増 加 、 全

・カ リエ 身症 状 中 等、 尿 所 見異 常 ナ
ス1シ

1年 前 獲病 、4ケ 月 前 ヨ リ

膿 瘍 形 成 全角 症 状 中等 、 後
:者後 納1ケ 月 ニ シテ疾 病1曾

悪 、 ル 行 不 能 、 全 ク悪 液 質
二陥 ル

4年 前疾 病 、 次 第 二増 悪、

1年 前 ヨ リ歩 行不 能 、X像 、

∬腰椎 破 壊原 形 ヲ止 メ ズ、

血 液残
除 窒 素
.:rn.gr♪

33.79

25.31

ロ
リ

)

グ

」
%

「
プ
ン
(

レ
ミ

)

アア

」
%

「
プ

ン
r

、

清
蛋

の

血
続
白
ψ

84)
,
10
ヨ
ワ)
'
つ68

9.ろ9

27・52iS・80

4.54

4.57

5.05

4.23

「ア ルプ

」_三L
「グ ロブ
リン」

1.5

0.9

1.1

繊 維 素 原

123・ 壬5678910

冊 柵 十十十十十十十 一 一 一 一

珊 珊 柵 十十‡ 十 手 一 一 一

珊 珊 珊 珊 十十十 一 一 一 一

血清
粘調
度
(秒)

24.5

25.0

24.4

血清表
面張力
輔)

■ 早25
5胸 椎1カ
リエス 」

懸響

廉 「.

8藤 や労

♀10

9骨 盤 「カ

リエ ス1

■ モ21
10胸 椎 「カ

リ了 ス

2ケ 月前 ヨ リ疾 病 、1ケ 月

前 ヨ リ小膿 瘍 形 成 、全 身症

状不 良、 検 査 後2ケ 月蝕 ニ
シテ症 状 甚 ダ シ ク堀「悪 、 悪

液 質 二隠 ノレ

1年 前 ヨ リ腰痛 、 最 近 膿瘍

形 成(300gr)、X像 、 皿腰 椎

破壊 、輪 廓不 明

1年 午 前 狡 病 、 打 痛 、 亀 背

著 明、 全 角症 状 頁 、 尿 所 見

異 常 ナ シ、 手:拳 ノく膿 瘍
　

8ヶ 月前腰痛、手掌大膿瘍
形成、全身症状中等

全身症状可頁、腸骨窩二小
膿瘍:形成、穿刺ニヨリ稀薄
膿

全身症状可頁、小膿瘍形成

46.15

37,50

34.2()

52.17

34.09

26.08

40.00

1'.80

8.81

S.01

9.ろs

8.34

9.60

8.02

61.0

60.nJ

Q
げ
L
ら

4.38

4.43

5.9S

4.40

4.84

4.93

3.31 1.1 冊 珊 珊 甘 甘 十 ± 一 一 一

60.31

4.43

3.53

.7.).60

3.94

4.76

.,
.09i

1.0

1.2

1.7

1,1

1.0

1.6

・冊 珊 珊 什 十十十十± 一 一 一

冊 珊 珊十1十十十 手 一 一一

・冊 ・珊 珊 什 十 十 一 一 一 一

珊 珊 ←H・十十 十 一 一 一 一

珊 珊 帯 紐十十丁 一 一 一 一

・冊珊珊 十十什 十一 一 一一

り
0●06

40
召

24.9

24.ろ

24.1

24.5

24.5

24.`3

60.0

60.2

60.1

60.4

60.3

59.9
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11
■ ♀29
腰 椎 「カ

リエス」

6年 前登病、V腰 椎亀背、
知覧麻癖、打痛無 手掌大

膿瘍、X像 、 皿、IV、V腰
椎、全 ク破壊サレ'原形ヲ止
メズ、石灰沈着著明

27.52 8.80 4.57 4.23 1.1 珊 珊棚 田 斗十 一 一 一 一 24.4 60.31

12
■ ♂32
腰 椎 「カ

リエス 」

1年 前髪病、最近増悪、疾

病 ノ爲殆歩行不能、X像 、
IV、V腰 椎輪廓不明、椎間
腔狭窄

29.35 9.29 3.73 5.56 0.7 欄 酬 柵H斗 什十一一一 24.7 60.5

13
■ ♀27

骨 盤 「カ
リエス」

5年 前 ヨリ登病、牛ケ男前
ヨリ膿瘍形成、数回穿刺、

打痛殆無、尿所見異常無
46.5S 10.26 4.49 5.77 0.8 珊 珊 十粥+++十 ± 一 一 一 24.8 60.81

14
■ ♂34

骨 盤 「カ
リエス 」

2年 前登病、打痛軽微、未
ダ急性期 二非ズ ト錐、最近

再登セルモノカ

52.86 9.18 4.49 4.69 1.0 珊 珊柵++++± 一 一 一 一 24.7 60.00

15
■ ♂30骨
盤 「カ
リエ ス1

3年 前獲病、全角症状中等 40.00 8.38 4.82

1

3.56 1.4 闇 闇+++十 ± 一 一 ・一一 24.5 60.00

6

ケ・¶■可⊥

■ 斗20
腰 椎 「カ

リエ ス1

3年 前登 病 、最 近 経 過 良 好 、

穿 刺 シテ3.0瓦 、濃 厚 ナ,レ膿
34.00 8.89

1

4.36 4.53 1.0 珊 珊 柵 什 十 一 一 一 一 一 24.9 61.00

■ ♂36

腰 椎 「カ
リエ ス」

1年 前登病、當時膿瘍:形、

数回穿刺、一般症状悪
36.32 9.53 4.34 5.19 0.8 珊 珊 柵 什+十什 十 一 一 一 %.3 61.10

QU

Qり

(
U噌⊥

「

噌⊥

0召

■ ♂23胸 腰 椎
「カ

リエス」

2年 前登 病 、vm胸 椎 ヨ リ以

下 二打 痛 、X像 、vn胸 椎 及 ビ
V皿間 ノ椎 間 腔狭 窄

34.29 9.03 4.27 4.76 0.9 柵{粥+十++一 一 一 一 24.S

I

60.25

■ ♂2S
19腰 椎 「カ

リエ ス」
牛年前獲病 25.00 9.96 4.60 5.35 0.9 柵 冊 冊 什+++± 一 一 一 24.S 60.6

■ ■■♀23

腰 椎 「カ
リエ ス」

打痛著明、腸骨窩二小見頭
大膿瘍

52.17 7.48 3.10 4.38

1

0.7 冊 帯 柵+督 ±T一 一 一 25.5 61.1

21 ■ ♂38
足関節炎

4ケ 月前 ヨリ疾病、腫脹著
明、外躁ノ後方二梅實大膿
瘍、全角症状悪

27.27 6.13 3.00 3.13 1.0 冊 珊 珊+++++± 一 一 24.7 60.4

22
■ ■ ♀24

胸 椎 「カ
リエ ス 」

3ケ 月 前 獲病 、小 膿 瘍 形 成 、

X像 、XI、X皿胸椎 間 腔 狭 窄 、

破壊 像 ナ リ

35.29 9.21 4.31 4.20 0.9 柵 珊 珊 甘 甘+十 一一 一 24.S 60.6

23
■ ♀10

胸 椎 「カ
リエス 「

1年 前蛮病、當時 ヨリ膿瘍
形成、濃厚膿、全角症状中
等、X像 、破壊像著明ナラ
ザレドモ骨萎縮著明

40.00 8.70 4.34 4.36 1.0 珊 珊 柵 什+ト十 十 ±一 一 24.7 61.0

24
■ ♂24

腰 椎 「カ
リエ ス」

1年 前登病、全角症状悪 39.00 8.50 4.32 4.18 1.0 柵 珊 珊 甘 甘 十 十 一 一一一 24.6 60.8

25
■ ♀24腰
椎 「カ

リエス」

2年 前登病、疾病比較的著

明、腸骨窩二膿瘍
38.00

ハ

S.90 4.36 4.54 1.O

I

珊珊柵+++十 ±一一 24.9 61.3

26
■ ♀35
腰 椎 「カ

リエ ス」

牛年前 ヨリ疾病、悪液質、
疾痛 ノ:爲歩行殆不能

26.95 S.30 4.02 4.28 0.9 珊珊柵甘甘十十十十一一 25.4 60.8

平 均 値135・98
」

8.69 4.33
1

4,361.0
1

冊 冊 十H・十十十十十 ± 一 一 一24.760.52

扱 テ以 上痩 孔t膿 瘍 ノ有無 ニ ヨリ分類 セルモ ノ テ一 括 ス ル ニ次 ノ如 シ。

馨懸講
「アルプ

辺「グ
Pプ
リン」

繊 維 素 原

12345678910

「騰 血骸

臨)階
1健 康男女子30名 楽均

2痩 孔、膿瘍ナシ(44例)

3痕 孔形成(30例)

32.3317.3014.7112.591

34.2118。2314・'7713.461

32.5618.3214.15i4.171

1・81柵 十H十十十十十 ± 一 一 一 一123.9!60.60

1.41柵 十H・十十十十十 十=F一 一 一124.4160.69

1.Ol柵 ・柵・・H十十十十十十 ± 一 一 一124.7160.70
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4膿 瘍 形 成(26例)135.9818.6gI4.3314・361
電

1.0!・HH一 柵 十H十十十十十 ± 一 一 一 正24,7160.52

5繕 蓋黙 編 騨1斑 ・・78・384・473・9・ 正 … 隔 柵+± 一一一124・616・ ・65

第 三 圖(圖 中100例 平均 トアルレル・、 膿 瘍 、疲 孔 ナ シ

(44例)、 痩 孔 形 成(30例)、 膿 瘍 形 成(26例)

ヲ合 セ タ ルレ100例 ノ総 平 均 数 ヲ示 ス)

健 康 男 健 康 女

子 子

(15例)(14例)

〃

〃鋪 鞭

(η場)70

40

鰯 ア味 ソ5〃
`曜グ勾
4〃

ヨク
鱗編
〃

動膏棚 必 ク
醐

みク

毎鋤 〃
(」鰍)〃∫

第 三 圖

痩孔、膿 痩孔形 膿瘍形100例
瘍 ナシ 成 成 平均
(44例)(30例)(26例)

卜

1圏1

…

「_〔_i

ト

エ こ「丁ー
ごヒ「〆卜

_Ll
1一

柱
_L

、

一

二と ≡

'昭
一}"

●■9.● ■ ・

グ

1
i 一 層}

一

1

■「

予目
日一

[

一 二

L 1-}
1

以 上 ノ成績 ラ総括 スルニ次 ノ如 シ(第 三圖)｡

血 清 残絵窒素100例 ノ實験成績例 テ通 覧 スル

ニ、撒例正常値 ヲ越 ヘ テ上昇 スルモ ノア リト錐

モ、大多 数ハ正常値 ノ範園 テ脱 セズ、 又痩孔、

膿瘍 ノ有無 ニ ヨリテ分類 スル モ特記 スベ キ憂 化

テ見出 シ難 シ｡

血 清総蛋白100例 ノ平均値 ニ就 テハ正常値 二

比 シ1.08%ノ 屠 量 ニシテ、著 明 ナルモ ノトハ云

ヒ難 シ、 而 テ癖 孔、 膿瘍 ヲ有 セザ ルモ ノハ檜加

卒最 モ少 ナ 久 痩 孔 テ有 スルモ ノ之 ヨ リモ梢 ≧

多 ク、膿瘍 ラ有 スルモ ノ最 モ多 シ、且 ツ痩 孔 テ

有 スルモ ノハ排膿量 ノ如何 ニ ヨ リ、膿瘍 ヲ有 ス

ルモ ノハ膿 ノ多寡 ニヨ リー定 ノ影響 テ受 クルガ

如 シ｡

血 清 「アル ブミン」100例 ノ平均値 ハ正常値 二

比 シ梢 支減 少 セ リ、然 ルニ痩孔、膿瘍 ヲ有 セザ

ル 封 例 ノ平均値 ハ甚 グ緩 ナ リ ト錐 モ上昇 セ リ、

反 之 シ痩 孔又 ハ膿瘍 テ有 スルモ ノハ、0・56%乃

至0.38%ノ 減 少 テ來 セ リ｡

血 清 「グロブ リン」100例 ノ平均値 ハ正常値 二

比 シ著 明 ノ上昇 テ來 セ リ、而 テ膿 瘍、痩孔 テ有

セザルモ ノノ・檜加傘最 モ少 ナ ク、痩孔 テ有 スル

モ ノ之 ヨリモ多 ク膿 瘍 テ有 スルモ ノハ最 モ檜量

セ リ、 且 ツ全身症状 ノ如 何ニ ヨリ影響 テ受 クル

事多 シ ト錐 モ、 之 トノ・全 ク無 關係 ニ痩 孔 ヲ有 ス

ルモ ノハ排 膿量 ノ如何 ニ ヨリ、膿 瘍 テ有 スルモ

ノノ・膿量 ノ多寡 ニ ヨリー定 ノ影響 テ受 クルガ如

シ｡

以 上 ノ血清 蛋白 ノ相互關係 ヲ見 ルニ次 ノ如 シ｡

先 ヅ第一 二総蛋 白 ノ攣化 ラ見ルニ 「アル ブ ミン」

ハ 「グロブリン」等 二比 シ、其 ノ攣 化最 モ輕 度 ナ

リ、之 ノ理 由 ハ膿瘍、痩 孔 ラ有 セザルモ ノハ「ア

ルブ ミン」、 「グロプ リン」共 二壇量 ス レドモ、痩

孔或 ハ膿瘍 ラ有 スルモ ノハ「アル ブ ミン」ガ減少

シ、 「グロブ リン」ガ檜量 スルガ爲 ニ此塵 ニ総蛋

白 ノ異常 ノ檜 加 テ來 スモ ノナ リ｡

次 ニ最 モ顯 著 ナル攣化 テ呈 スルレハ 「グロプ リン」

一 シテ痩 孔、 膿瘍 テ有 セザルモ ノニ於 テハ 「ア

ル ブミン」量 ハ 「グロブ リン」量 ヨリモ多 シ ト錐

モ、痩 孔或 ハ膿瘍 ヲ有 スルモ ノニハ、時 二「グロ

ブ リン」量 ガ異常 二増量 シテ 「アル ブ ミン」量 ヨ

リモ多キ事アリ・斯 課 器 チ亀 比率

ハ1.0以 下 トナル、斯 ノ如 キ例 ハ重症者 二見 ラ

ルレo

織維素原100例 ノ平均値ハ正常値 二比 シ著明

ニ増量セリ、而 シ痩孔、膿瘍 テ有 セザルモノハ

檜加率比較的少 ナシト錐 モ、痩孔或ハ膿瘍 テ有

スルモノハ増加著明ニシテ、且ツ其 ノ慣相類セ

リ、然 レドモ之 テ各例 ニ就 テ見ル時ハ排膿量 ノ

多寡或ハ膿瀦溜 ノ如何 ニヨリ影響 ヲ受 クル事比

較的少ナキガ如 シ｡

血清粘稠度100例 ノ平均値ニ就 テハ正常値 箭

比 シ顯著ナル上昇テ示セ リ｡而 シ痩孔、膿瘍 ヲ
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有 セザ ルモ ノハ上昇率最 モ少ナ ク、痩孔或 ハ膿

瘍 テ有 スルモ ノハ上昇率最 モ顯著 ニ シテ且 ツ同

値 テ示 セ リA

血清 表面張 力100例 ノr.均 値 二就 テモ、亦纏

孔、膿瘍 ノ有無 二就 キ観察 スルモ正常値 ト大差

ナ シ。

第四節 結核性骨遊關節炎ノ

病症経過二目ル観察

其 ノー 結核性骨蛇二関節炎(初期)(第 十五表)

例
姓 性 年齢
診 断 徴 候

一

血 液淺

鹸 窒素

(m.gr)

血清

総蛋
白
(%)

「アル

ζ」ミ

(%)

「グ ロ

ご」リ

(%)

「アルブ

ミン」
繊 維 素 原 粘稠

度c

(秒)

表面
張力
(滴)

「グ ロブ
リン」 12345678910

1
■ ♂19膝 関 節 炎

(12表2例)

半 ケ 男前 ヨ リ疾 病 、

X像 、軽 度 ノ骨 萎 縮 、
「ビ,レケ」(朴)

34.75 6.14 3.81 2.33 1.6 珊 珊 十ト十 十 ± 一 一 一 一 23.9 61.8

2
■ ♂14

腰椎 「カ リエス」(
12表:3例)

2ケ 月 前 ヨ リ疾 病 、

X像 、 椎 間腔 狭 窄、
「ピル ケ」(+)

27.65 8.31 5.25 3.06 1.7 珊珊 柵 十十什 十 一 一 一 一蜘
3
■ 一♀・26
膝 關 節 炎
(12表5例)

1ケ 月前ヨリ疾病、

軽度紡錘形腫脹、X
像、骨萎縮、一部分
骨破壊

34.29 11.01 7.53 3.48 2.3 珊 珊 什十H十 十 手 一 一 一 24.1 60.1

1
14

二
り

■ ♀30

腰 椎 「カ リエス 」

(12表8例)

2ケ 月前 ヨリ胸椎部

疾病、X像 、陰影造
濃厚:

£6.08 9.25 5.68 3.57 1.6 珊 珊 昔 昔 十 一 一 一 一 一 盟.。16。.4

1
■ ♀34

胸 椎 「カ リエス 」

(12表18例)

牛年前 ヨリ異和 ノ感
最近二疾病

37.27 9.26 6.00 3.£6 1.8 珊珊十冊 什十十±一一 24.2 60.6

G

,■ ♀19

肩 脾 関 節 炎
(12表20例)

1ケ 月 前 ヨ リ軽 度 ノ

疾病 ア リシが、 敷 日

前該 部 ノ打 撲 、 以 來
±曾悪

41.57 7.17 4.69 2.48 ユ.9 柵 冊 柵 甘 甘 十 一 一 一 一一24.0 60.5

7
■ ♀2S

腰椎 「カ リエ ス」

(12表31例)

2ケ 月前 ヨリ腰椎部
打痛、帯状痛、X像 、
椎間腔狭窄

26.OS 9.21 5.13 4.08 1.3 冊 帯 封 十 手 一 一 一 一 一 24.2 60.4

8
■ ♂10
股 関 節 炎
(12表32例)

1ケ 月前ヨリ鍍行X

像、軽度ノ骨萎縮
40.00 9.20 5.64 3.56

琳 什… 一…
24.2 60.9

9
■ ♂8
股 關 節 炎
r12表37例)

1ケ 月前 髪 病 、「ピル

ケ」(什)
27.27 6.55 3.72 2.82 1.3 珊 珊 十干十 十 十 ± 一 一 一 24.5 60.5

碑 裏欝
3ケ 月前 ヨリ疾病、
X像 、椎間腔軽度 ノ

狭窄

29.30 8.72 4.93 3,'79 1.3 珊珊十H十 十 十 一 一 一 一 24.3 60.87

11

1■ ♂24

腰 椎 「カ リエ ス」

(12表36例)

2ケ 月前 ヨ リ疾 病 、
「ピル ケ」(督) 、X像 、

軽 度 ノ推 問 腔 狭 窄

39.00 7.34 4.24 3.10 1.4 冊 冊 什 十卜十十 十 一 一一 24.5 60.3

12
■ 愈10
股 関 節 炎

(12表42例)

3ケ 月前 ヨ リ長 途 ノ

歩 行 ニ ヨ リ疾 病 、「ピ
ル ケ」(柵)、X像 、 軽

度 ノ骨 萎 縮

35.11 7.10 4.61 2.49 1.9 柵 柵十什十十±一一一 24.5 60.80

1■ ♂24

}「肋撫 嬬 」
2ケ 月 前 ヨ リ腫 脹 、

疾 病
33.33 7.60 4.33 3.27 1.3 珊 珊 十十什 十 ±一 一 一 一 24.3 60.30

14
■ ♂25

胸 椎 「カ リエ ス1

(12表44例)

1ケ 月前 ヨリ疾病、

亀背無、X像 、甚 ダ
軽微ノ椎間腔狭窄

33.09 8.12 4.84

1

3.26 1.5 珊 珊 昔 昔 十 十 一 一 一 一 24.4 60.69

平 均 値 33.13 8.21 5.03 3.18 1.6 珊珊 什十・卜十 ± 手 一 一 一 24.2 60.63
1
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共 ノニ 結核性骨蛇二關節炎(重 症)(第 十六表)

例 姓 性 年齢
診 断 徴 候

血 液 残

籐 窒素

(m.gr)

血清
総蛋
白
(%)

チ㍗

1劣)

殉

1ら)

rアルプ

滋
繊 維 素 原

l

l湖 周
1度「グ ロブ

リ ン」 12345678910;ぐ 秒)

1
■ ♀14
股 関 節 炎

(12表15例)

9年 前獲病、6年

前再興、全均症状悪、
歩行不能排膿多景

35.00 7.46 3.65 3.81 1.0 珊 珊 什}十十十十十 一 一 一 一 24.6

2
■ ♂24
膝 關 節 炎
(12表25例)

4年 前登病、漸次増

悪、排膿中等度、全
角症状悪、歩行不能

31.58 8.43 3.26 5.17 0.6 珊 珊 柵 十十什 十 ± 一 一 一一 25.5

3

一「

■■ ♂37
股 関 節 炎
(12表3例)

10年 前號病、全勇症

状悪、排膿多量
25.31 6.54 2.86 3.73 0.8 珊 冊 柵 十十十卜十 ± 一 一 一 25.5

4
■ 舎32
腰 椎 「カ リエ ス」

(12表5例)

4年 前登病、排膿多
量、全角症状悪

42.00 10.24

9

3.42 6.82 0.5

1

冊珊珊柵料什十±一一 %.7

5
■■■ ♂ ユ7
足 関 節 炎
α3表21例)

全均症状中等、排膿
多景、疾病 ノ爲歩行
不能

42.36 6.11

1

2.99 3.12 1.0 珊 珊冊 十十十十十 十 ±一 一 25.1

6
■ 一半25胸 椎 「
カ リエ ス 」

(14表5例)

1全角症駄悪、検査後
来勺2ケ 月頃ヨリ症淵犬
増悪

37.50 8.81 4.38 4.43 ・・細 細+++± 一一一

1

24.9

7
■ ■ ♂36

腰 椎 「カ リエ ス」

(14表17例)

1年 前獲病、全角症

状悪、膿瘍形成
36.32 9.53 4.34 5.19 0.8 柵珊 珊 十十十十昔 十 一一 一 2ろ.3

8
■ ♂6

胸 椎 「カ リエ ス」

(12表35例)

全角症状悪、羽痛著

明ナラズ、X像 、椎膿
破壊原形 ヲ止メズ

35.30 9.72 4.09 5.63

1

0.7 糊++++± 一」25.。

i

9

一 圃

数 日前 ヨリ急性期、
全角症獣亦悪

46.15 10.23

1

4.35 5.88 0.7 柵 珊 珊 十十十 十 ± 一 一 一 25.2

♀11
股 開 智 炎
(12表30例)

10
■ ♂32
月要椎 「カ リエ ス」

(14表12例)

最近増悪、疾病 ノ爲
歩行不能、全角症状
悪

29.3ろ 9.29

へ『 一一}

8.37

3.73 5.56 0.7 珊 珊 珊 珊 十十昔 十 一 一 一 24.7

11
■■ ♂17

胸 腰 椎 「加 エス」

(12表14例)

全身症状悪、打痛著
明

37.50 3.99 4.38 0.9 珊 珊 柑 十干十 ± 一 一 一 一 25.2

12

}

"

一

14

■ ♂24
股 関 節 炎
(13表28例)

排膿小量ナレドモヲ冬
痛著明ニシテ歩行不

能

24.00 8.34

一一『

6.13

3.70

1.00

4.64 0.8 珊 珊 柵 粁 十十十十十 ±一 一 25.1

■ ♂38
足 関 節 炎
α4表21例'》

数ケ男前 ヨリ疾病、
全角症ll犬悪、疾痛ノ
爲歩行不能

27.27 3.13 1.0 什 器 柵 十十料 十 十 ± 一 一 24.7

■ ■■ ♀35

腰 椎 「カ リエ ス」

_.(14表26例)

悪液質、疾病 ノ爲歩
行不能

26.95 S.50 4.02 4.2S 0.9 什 器 柵 十十{+十}十 十 一 一 25.4

卒 均 値
1

34.0418.40」3.7011 4.70 0.8 珊珊++柵+手 一 一i25・ ・1

翻
倒
60.rr7

60.r

61.3

60.3

61.1

60.0

61.ユ0

61。3

60.8

60.5

60.0

62.0

60.4

60。S

其 ノ三 結核性骨離開館炎(恢 復期)(舞 十七表)

例
姓 性 年齢
診 断

♀32

丹吸iオこ佐iカ リエ ス!1

(12表1例)

2

炎

0乙

)

行

倒

♀

億

4
■喉

52

】

徴 候

牛年前 ヨリ痩孔閉鎖
疾病全ク消越、全身
症状頁、X像 、石灰
沈着著明
3年 前ヨリ補助語使

用、瓶牛年前ヨリ終
痛消纏

縫
白
岡

窺
素
り

腋
塞
瑠

血
飴
価

34.74

21.97

5.91

S.89

「アル

ブ ミ
ン　

(%)

4.01

5.71

「〃 ロ

プ リ
ン　

(%)

1.90

3.18

「アルプ

ミ_三」_「
グPプ
リ}」

2.1

1.8

繊 維 素 原

12345678910

柵・冊 十十十十十 一・一 一 一 一

・珊珊 柑 十}十十十 ±一 一 一

粘稠
度
i秒)

23.S

24.3

翻
㈲

61.5

60.3
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3
■ ♀21
股 関 節 炎
(12表6例)

獲病3年 前、以来補
助器使用、最近経過
:良好、全身病状佳良

24.00 6.42 4.3S 2.04 2.2 器什H十十卜十 十 一 一一 一

し

23.9 6∩.4

4
■ ♂27
肩 脚 関 節 炎

(12表9例)

2年 前獲病、5ヶ 月
前渡孔閉鎖、終痛全
無、全身症状恢復

26.79 8.41 5.71 2.70 2.1 冊 帯 十十十十十 ± 手 一 一 一
124
.3160.6

一 一

1

ξ

…

5
■ ♀18

腰椎 「カ リエ ス」

(12表10例)

5年 前號 、 アルビー氏

手術 施 行、 最 近 経 過

甚 ダ 良好

26.43 6.98 4.6gl2.29
1

2.1 珊 珊 柵 什 十 十 一 一 一 一 24,216。.7

1

6
4年 前駿病、2年 前
痩孔閉鎖、経過頁好

37.27 8.42 1.4 冊 柵 什 十 ± 一 一 一 一 一 24.3
_♀ ・21

股 関 節 炎
(12表21例)

14
,873.5ろ

醤
60.72

7
■ ■■ 千27

腰 椎 「カ リエ ス」

(12表25例)

3年 前登病、ヲ冬獅消]

馨助罫塞翁群 鶴 ド8・57
8.43

8

51.9 3.24 1.6
1

柵+榊 一一一「23●9 60.59

8

■ 舎13

頚 椎 「カ リエ ス」

(12表26例)

3年 前獲病、全角症

状佳良、疾病消極
35.00 7.95 5.41 2.54 2.1 珊 珊 十十十十 ±一 一 一 一 鉱魎

9
■921

腰 椎 「カ リエ ス」

(12表33例)

4年 前登病、1年 前

渡孔閉鎖 疾病淋 退、
全身症状頁

33.90 8.03 4.88 3.1ろ 1.6 器 量 十 十 十 一 一 一 ・一一 23.9 61.0

10
■ ♂17
股 關 節 炎
(12表34例)

3年 前饗病、疾病全

ク無、X像 、唇臼骨頭
ノ破堤著明ナレ・ドモ

石灰流者

1
45.30

一 一-一 　

28.75

6.78 4.62 3.16 1.5

1.4

珊 珊 十H十 十一 一 一 一 一 24.1 60.6

11
■ 一争11
膝 關 節 炎
(12表22例)

4年 前駿病、経過頁、
全角症状佳良

8.13 4.75 3.38 冊珊珊 午繰 網一
1

ヨ

12
■ ♀26

胸 椎 「カ リエス 」(
12表11例)

4年 前號病、軽度ノ

亀背、打痛ナシ、全
角症状佳良

32.43 6.15 4.24 1.91 2.2 珊 珊柵 什 十卜± 一 一 一 一 23.9 60.6

13暴 ♂18
カ リエ ス」

(12表40例)

3年 前発病、経過頁

全角症状恢復
20.34 8.72 5.51 3.21 1.7 冊冊+++不 一 一 一 一 一 23.9 60.4

平 均1直13…917・63 4,842.79 ・・7細 細+± 一 一 一 一24・ ・}㈹・5・
一

以上病症経過二就 キ得タル實験成績 ラ一括 スル 二次 ノ如 シ。

一

麟
「ア ル

♂」ミ

(%)

ブ リ

ξ劣)

「〃・plrア,。 プ

と 三⊥一
繊 維 素 原 血清表

面張力
(滴)

「〃 ロブ
リン」 12345578910

血清1
粘稠
度
(秒)

1健 康男女子平均(30名) 32.33 7.30 4.71 2.59 1.8 珊 珊+冊 十 ± 一 一 一 一 23.9 60.6α

2初 期(14例) 33.13 8.21 5.03 3.18 1.6 珊 珊 柵+十 ± 手 一 ・一一 24.2 60.63

3重 症(14例) 34.04 8.40 3.70 4.70 0.S 珊 珊柵++++++十 手 一 一 25.1 60.S

4恢 復期(13例) 31.19 7.63 4.84 2.79 1.7 柵 柵 柵 什+± 一 一 一 一 24.1 60.51

5鯉 灘携 欝誘購 書 滉.87 8.58 4.44 4.13 1.1 柵欄 斗+十十 十 ± 一 一 一 24.65 60.66

6以 上 全部(100例)ノ 平均値 34・ ・718・3S 4.47 3.9・1・.・ 柵 珊 珊 甘甘 十 ± 一 一 一 24.6 60.65

u

第 四 圖(圖 中特種 例 ヲ除 ク トアル ハ、 初 期 、重 症 、

恢 復期 等 ノ特種 ナ,レ病 症 経 過 中 ニ ア,レモ ノ

ヲ除 ケ ル症 例 ヲ意 味 ス ル モ ノ ニ シテ、 甚 ダ

シキ慢 性 経 過 ヲ トリ結 核 性 骨 蛇 二關 節 炎 ト

シテ特 有 ノ経 過 中 二在 ル モ ノナ リ。

100例 平均 トアルノ・以上述ベタ,レ総数ノ準

均i血ヲ意味ス)

以 上 ノ成績 テ総括 スルニ次 ノ如 シ(第 四圖)。

血液残籐窒素 初期、重症i恢 復期 ラ通 ジ、全

ク生理 的動揺範 園 内 二在 リ。
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第 四 圖

健 康 男 健 康 女 初 期 量 症 恢 復期 特 種 例100例

子 子(14例)(14例)(13例)ヲ 除 クZF均

(15f列)(15↑ 列)(59↑ ラU)

〃

〃血湧楓 白

(鼠ノ勾Z〃

乙〃

爾ア降旗〃

〆〃

鋤畷1

踊悔 泣〃

〃〃

鰍 面張力〃7
(尚敦)〃5

し』 ヒ～[「一†「 1アーl

l Y

i ■ 一
1一ド
r=」ンて三 雲 コ4一

「

I
I

、㌃ 豊r一
1

し

1,4 -L
l:

1

;

1

〕

「ジ検くプ田

「1一 「一l
li

i;

一

レ〇一 =7

「 … ∴二Fト
}

Zi.

一,}

1

_騙I

l

L

.

/
一

ノノ

1 1 ■脚

1 LL■
一

†「'
__一 一

n「 「r[
9

の

総 蛋 白 初期 ヨリ次第 二増 量 シ、病症 ノ進行 卜

共 二益 」曾加 シ、恢 復期 二向 フ ト共 二再 ビ正常

値 二接近 シ來 ル。特 二全 身症状 ノ悪 キモ ノニ於

テ」曾量顕著 ナ リキ。 然 レ ドモ愛化程度ハ 「グロ

ブ リン」一上ヒス レバ遙 二軽度 ナ リ。

「アル ブ ミン」 初期 二相當著明 ナル堆}量 ラ來 ス

ト錐 モ、 病症 ノ進行 ト共 二反 ツテ減 少 シ來 ル、

而 シテ恢復期 雲向 フ ト共 二再 ピ増 量 シ、正常値

二接近 シ來 ル。時 ニハ正常値 以上 二増量 スル事

ア リ。

「グロ ブリン」 初期 ヨリ著 明 ノ増 量 テ來 シ、病

症進行 ト共 二盆 ヒ顯著 トナ リ、 重症 二於 テ最高

二達 ス。而 シテ恢 復期 二向 フ ト共 二再 ビ減 少 シ

正常値 二接近 ス。然 シ正常値 以下 二減 少 スルモ

ノナ シ。

斯 ノ如 キ「グロブ リン」ノ増減 ハ ヨク病症経過 ト
5

一致 シ、其 ノ間殆 ン ド例外 テ見出 シ得 ザ リキ。

織維 素原 初期 ヨ リ一定度 ノ増 量 テ示 シ、重症

二於 テ最高値 二達 スル ト錐 モ、恢 復期 二人 ツテ

再 ビ減 少 シ來 ル。 以上 ノ平均値 ラ見ル時 ハ病症

経過 トヨタ一致 シ増 減 スルが如 シ ト錐 モ、各例

テ通 魔 スル時ハZ例 外 アル ラ登 見 スル ラ得ベ

シ。

血清粘稠 度 病症 ノ進 行 ト共 三上昇 シ、恢 復期

二向 フ ト共 二正 常値 二接近 ス、 而 シテ其 ノ浦長

ハ血満 「グロブ リン」ノ増減 ト最 モ密接 ナル関係

ラ有 スルが如 シ。

血清表面 振力、痩 孔、膿瘍 ノ有無 ニ ヨル分類 ノ

際 ト同様 包金 ク生理的動揺範 園 内 二在 リ。

第 五 章 血 清 「リボ4ド 」(「レチ チ ンJ、 「ヒ ヨ レス テ リ ン」)

第 一 節 實 験 方 法 及 ビ材 料

1)「 ヒョレステ リン」定量法BerDhald氏 法

一 ヨル、自ロチ血清中 ノ 「ヒョレステ リン」テ「アル

コー ル」及 ビ「エー テル」ラモ ツテ浸出分離 シ、之

テL{ebermann-Burchard氏 法 テモツテ若色

シ、比 色定量 セ リ。

2)「 レチチ ン」定量法Whitehorn氏 法 ニ ョル

血清 テ純 「エ テール アル コー ル」三容量 ト、純 「エ

ー テル」一容量 トノ混合 テモツテ、浸出 シ之 ラ分

離 シテMonopotasiumphosphateヲ ・;標準液 ト

シ比 色測 定 セ リ。

3)材 料 採血 ハ 可及的空腹 安静 時 テ ェ ラベ

リ。

以 上 ノニ實験 ハ同一血清 ヲ'モツテ行ヘ リ。

第二筋 腱康 人血清 「リポイ ド」

共ノー 健康i男子20名 平均値(第 十入表)
一

例 姓 性匪齢 取 調1リヒジ」窃
1 一 ♂ 34 181・0口40・0

一

262 174・01123・0一
3 24 1S3.0145.0一
4 25 180・01143・0一
5 25 140.0:100.0一
6 26 178.01134.3t■
7 20 175τ136.3

i一
8 19 179.51140.OI一
9 24 1S2.0 132.0一
10 21 181.0 138.5一
11 24 180.0 138.0一
12 ■ 23 133.5 107.6
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13

一
14

一
15

一
16

17

一
18

一
19

一
20 一
平 均

26

一
24

一
22

一
26

ユ45.4

184.2

175.0

171.0

271

231

1gl

20}

値!

172.0

181.3

183.0

133.0

170.61

110.3

142.5

135.0

120.0
}一

122.0

140.0

143.0

109.5

1128.0
■】匿一一膠一,一 一 一曹一 一 一 一一

共ノニ 健康女子20名 平均(第 十九表)

健康男女子各20名 亭均位

倒 姓 性 年齢
「レ チ チ

ソ」(mg)

「ヒ
ョレ・ス テ

リ ソ」(mg)

1 一 ♀ ユ9 180.0 140.0

2 ■ 18 143.0 ユ08.7

3 19 179.6 142.0一
4 一 23 172.6 123.0

5 一 21 179.0 1二;2.8

6 一 22 163.0 120.0

7 24 165.6 104.9一
8 一 23 166.0 105.6

9 一 24 172.0 125.0

10 22 140.0 105.6一
11 21 18S.0 150.0一
12 22 145.0 100.0一
13 一 23 171.3 121.0

14 21 172.1 122.8一
15 一 19 177.4 125.0

16 20 175.0 134.0一
17 一 22 143.4 118.4

18 一 18 178.0 125.3

19 19 179.0 130.0一
20 18 172.3 121.9一
奉 均 値1168.21122.8 1

1レ チ チ

ソ1(mg)

1ヒ
ョレ.ス テ

リ ソ」(mg、

健康男子20名 牛均 170.6 128.0

"女 子" 168.2 122.8

以 上 男 ・女40名ZF均 169.4 125.4

以 上 ラ通 覧 ス ル ニ男 子 ノ李 均 値 ハ 女 子 平 均 値 ヨ

リモ 「レ チ チ ン」、 「ヒョレ ス テ リ ン」 共 二其 ノ量

稚 気多 シ。

而 シ テ 「レ チ チ ン」「ヒョレ ス テ リ ン」 共 二 相 當 著

明 ノ動 揺 範 園 ラ有 セ リ.即 チ

男 子 ノ「レ チ チ ン」量 ノ最 大184.J1`'mg最 小133.O

mgニ シ テ51.2mgノ 動 揺 範 園 テ 有 セ リ。又 女

子 ノ 最 大188.Omg,最 小140.Omg一 シ テ48・O

mgノ 動 揺 範 園 テ有 セ リ。 故 二 男 女 牢 均 ノ動 揺

範 園 ハ49.6mgト ナ ル 。

次 二 「ヒ ョレ ス テ リ ン」 ノ動 揺 範 園 ラ見 ル ニ 男 子

ノ最 大145.Omg、 最 小100.Omgニ シ テ45・Omg

ノ動 揺 範 園 テ 有 セ リ。又 女 子 ノ最 大142.Omg、 最

小100.Omgニ シ テ42.mgノ 動 揺 範 園 ヲ示 ス。

故 二男 女 テ平 均 セ ル 「ヒ ョレ ス テ リ ン」 動 揺 範 園

ハ43.5mgト ナ ル。

第三節 結核性骨董二關節炎 ノ

痩孔膿瘍 ノ有無 二目ル實験成績

膿瘍、痩孔 ノ有無ニヨリ分類セル質駒成績ハ未

ダ不明ノ貼多久 詳細ナル報告ハ後日二譲ラン

ト欲ス。

第四節 結核性骨並 二關節炎 ノ

病症経過aヨ ル實験成績

其 ノー 結核性骨蚊 二関節炎(初 期)(第 二十表)

例 雌 性 年齢診 断
徴 候

「レ チ チ

ン」(mg)

1ヒ ョレ ス

テ リ ン」

(mg)

1 ■ ♂10
股 関 節 炎 鵬 轟 轟 〕ひ擬 装辮 墨 筆4)筋熱Xい52・ ・

125.0

2 ■ ♂23
胸 椎 「カ リエ ス」

2ケ 月前登病、X像 、V、VI胸 椎間腔軽度 ノ狭窄 180.ol140.O
l

3 ■ ♂24
股 関 節 炎

2ケ 月前 ヨ リ疾 病

、
1

・5・・ol・32・7

4 ■ 歪9
股 關 節 炎

2ケ 月前 ヨリ疾病、X、 像骨頭軽度ノ骨萎縮 155.0
い2…

5 ■ ♂9
膝 関 節 炎

1ケ 月前ヨリ疾病、全角症状佳良、腫脹疾病著明ナラ
ズ、 ビルケ氏反鷹(十)

172.0
1・24・ ・
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nO

一
ケ
'

一

∩○

一

Q
り

110ii
i

lil

濾具
犠具
犠轟
罵■舳
嶽■肺
鋭■齢
鴇黒
鍬異
観■陥

影濃

灘1縫 縮全身症脚 継 儲 明ナ夙1・96・ ・
148.9

刀前 ヨリ締 、締 腫脹糊 ナラズ1・7… 140.0

前 ヨ リ疾 病 、 軽 度 ノ骨 萎 縮 、,ピ'レケ反 庶(十) 205.0 166.7

前 ヨ リ疾 病 、X像 、V皿、V皿椎 間腔 軽 度 ノ狭 窄 、 陰 185.3 140.0

月前獲病、全角症状中等 ・42・・1・ ・5・4

」]前ヨリ疾病、全身症状中等 170.5 131.0

月前 ヨリ疾病、全角症状佳良、 ビルケ反磨(十)隔

178.0 ユ36.0

/l前 ヨ リ疾 病 、 ピ,レケ氏 反 磨(十十) 132.7 110.5

月前獲病 150.5 12S.0

均 値 167.1 132.7

其 ノニ 結核性骨雄二関節炎(重 症)(第 二十一表)

例 雄 性 年齢
診 断 徴 候

1レ チ チ

ソ」(mg)

1ヒ
ョし孔ス

テ リ ソ」

(mg)

1 _♂29

胸椎 「カ リエス1

最近増悪、全角症状悪、X像 、X皿胸椎、1、 皿腰椎破
壊 シテ原形ヲ止メズ、骨萎縮著明

145.0 101.3

2

一 一『

■ ♂13
勝 闘 節 炎

,幽

2年轍 病、鋼 厭 悪 糊 ノ腫脹 疾鷹 堪1・3… S3.3

13

1
■ ♂18
膝 關 節 炎

1年 牛前獲病、以來臥沐、前身症状悪 145.0 101.0

コ ■ ♂35
膝 關 節 炎

最近増悪、歩行不能、90度 二攣縮、疾病著明、全角症
状悪

120.0 80.0

5 ■ ♂9
股 関 節 炎

1年 半前装病、以來種 治々療 ヲ加 フル ト錐、次第 二増

悪
9S.0 70.0

6 ■ ♀25
足 関 節 炎

5ヶ 月 前 ヨ リ疾 病 ヲ訴 へ 始 メ、 最 近 ・・歩 行 不能 、 腫 脹

著 明 ナ ラザ レ ドモ疾 痛 甚 ダ シ
123.4 95.0

ρ

7 ■ ♀15

腰 椎 「カ リエス」
全島症状悪、疾病著明ナラズ 145.3 103.0

8 ■ ♂12
頚 椎 「カ リエス1一

1ケ 月前ヨリ急 二増悪、全身症状悪 120.0 72.0

9 ♂21
股 関 節 炎

3年 前獲病 シ以來臥肱、全身症状悪 100.5 97.0

10 ■ ♂25
股 関 節 炎

全身症状比較的佳良、疾病劇甚ニシテ歩行不能、排膿
多景

120.0 S3.0

11 ■ ♂30
股 開 館 炎

5年 前登病、再遊増悪、全角症状悪 130.0 105.0

:12
1

■ ♀21

胸椎 「カ リエス1
排膿多量、全角症状悪 160.0 101.0

113
■ ♂16
膝 関 節 直角位二攣縮、疾病著 シカラズ、全身症状悪

170.2 118.0

114 ■ ♂24

胸 椎 「カ リエス」
全身症状比較的佳良、疾病モ少 シ、下肢麻痺1 144.2 118.1

15 ■ 尋一21
腰 椎 「カ リエ ス」

全身症状比較的佳良、排膿多量 120.0 88.0

16 ■ ♂.21

胸 椎 「カ リエ ス」
全身症状悪、排膿多量 89.0 70.0

17 ■ 舎21

骨 盤 「カ リエ ス」
全角症状悪、排膿多量 120.0 83.0

18 ♀ ・357▼ 　

胸 椎 「カ リエ ス」
全均症状悪、手拳大膿瘍形成 170.0 137.5

19 ■ ♀19
腰椎「カリエス」

全身症状悪 150.0 132.0
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19

20

21

■ ♂24

胸 椎 「カ リエ ス」

暴 ♂21

カ リ エ ス 」

♂9

胸 椎 「カ リエ ス」

金塊症状比較的良、下肢麻癖:

10年 前獲病、全身症状悪、小膿瘍:形成

疾病著明、全角症状悪

133.2

145.0

1・ ・…

90.0

レ0908
000

ヨ
ー

均 値: 138.0 100.6

一 二F噛■ 一

例 控 性 年齢診 断

1 ■ ♀25
股 關 節 炎

2 ■ ♂27
腕 関 節 炎

3 凝 力す謬 、
4 ■ 舎9
股 関 筋 炎

5 胸懸 「カ♂認

6 ■ ♂20
股 関 節 炎

7 ■ ♀8
股 関 節 炎

S ■ ♂23胸腰椎「
カリエス

9 ■ ♀12
股 関 節 炎

10 ■ ♀35一

腰 椎1カ リ エ ス 」

其 ノ三 結核性骨蚊二関節炎(恢 復期)(第 二 十二表)

徴 候

炎1長年前騰1年 瀬 孔閉鰍 痛醜 全躯 雑

炎1牛年前ヨ囑L閉 鎖 全躯 状傾

疾病全ク消腿、X像 、石灰沈著及ビ贅骨形成著明

2年 前登病、疾病消提、全勇症状佳夏

10年 前獲病、2年 前ヨリ痒痛全ク浴腿、 日常生活二從

事、全角症状佳良
13年 前曇病、最近梢 ζ疾痛 ヲ畳ユルト訴プレ・ドモ著明
ナラズ、全身症状佳良

疾痛全 ク消腿、全角症状佳良

最近経過良、全身症状亦佳rナ ル

3年 前登病、最近経過良好rナ)V

3年 前登病、最近疾病全ク潰提

平 均 値

「レ チ チ

ソ」(mg)

190.0

18S.0

180.0

175.6

186.3

205.0

1S8.2

191.4

157.0

207.3

186.9

ヒョレ ス

テ リ ソ」

(mg)

188.0

156.0

160.0

150.0

165.0

1S7.5

180.0

150.0

143.0

166.7

164.6

扱 テ病症経 過 二就 テ分 類 セルモ ノテ繕括 スルニ

次 ノ如 シ。

講 厳器誰 均1器

「レ緬 ソ」ll朔櫛
125.4

3重 症(21例)

4恢 復期(10例)

138.0

1S6.9

132.7

100.6

164.6

第五圖(圖 中特種例ヲ除クトア1レノ・初期、重症、恢

復期等ノ特種 ナル経過中ニアルモノヲ除ケ

1V症例ヲ意味スルモノニシテ甚 ダシキ慢性

経過 ヲトリ結 核性骨蛇 二関節炎 トシテ特有

ノ経過中二在 ルモノナ リ。

100例 平均rア ル・・以上述ベタ1レ線数ノZF

均値 ヲ意味ス)

以 上第 五圖 二於 ケル総括的成績 ラ見 ルニ病症初

期 二於 ケル 「ヒョレステ リン」量 八積 ヒ増 量 スル

ト難iモ、 生理 的動揺範園 内 二在 リ、 之 ヲ・各例 二

第

健康男 健康女
子 子
(20例)(20例)

五

初 期
(14例)

圖

重 症 恢復期(
21例)(10例)

惚
〃〃

1〃

!〃

1〃

ノ4〃

∠タ〃

〃,

ノ〃

〃〃

死
1

レタ今ンく,
▼

1 」
,

「

＼
＼

＼

1
_ヒ ヲレステ2ソ

＼
ノ吐

¶,

/r ＼
1

、

1 ＼
- 7

就 テ見 ル時ハ、極 ク初期 ノモ ノ・中ニハ時 二正

常値 以下 テ示 セルモ ノア リ。

次 二重症例 ノ値 テ見ル ニ、著 明 ノ減 少 ラ來 シ、
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之 ヲ各例 二就 テ観 察 スル時 ノ・、正常値 ノ]/2量

二過 ギザル モ ノア リ、 又恢 復期患者 二就 テ見ル

ー、何 レモ甚 ダ顯著 ナル増量 ヲ來 シ其 ノ間1例

ノ例外 ヲモ認 メ難 シ。

次 二「レチチ ン」ノ消長状態 テ見 ルニ、「ヒョレス

テ リン」 ノ消長 ト略z相 一致 シ此虎 二特別記述

,

第六章

スル ノ必要 ナキが如 シ。而 テ斯 ノ如 キ血清 「リ

ポ イ ド」ノ消長 ハ、 病症経 過、膿瀦溜 ノ如何等 ニ

ヨ リ左右 セラル ・事 ノ外 二、全 身症状 ノ影響 モ

相當大 ナルが如 ク、全 身症状不良 ナルモ ノノ総

ハ顯著 ナル減 少 テ示 セ リ。

血清膠質安定度及ビ赤血球沈降速度

第 一一節 實 験 方 法 及 ビ材 料

血 清膠質安定度 ダ ラニー(10)氏法 ニ ヨル、成績

トシテ記載 セル撒 字 ハ純 「アル コール」1・Ocβ二

逓増 的 二加 ヘ ラ レタル2%食 盛水 ノ:量ヲ示 セル

モ ノニ シテ其 ノ数字 ノ多 キ程 「アル コール」ノ稀

程度高 ク、 随 ツテ血 清 ノ不安定 テ示 スモ ノナ

リ。 赤血球沈降速度 リンツエ ンマ イエル(11)氏

法 ニ ヨ リ30分 毎 二検 セリ。

赤血球抵抗試験 低張 食盛水(12吸 ビ「サボ ー ン」

㈹食盛 水 ラ用 ピタ リ.「 サポニ ン」食盛 水 二於 ケ

ル成績 ハ低張 食盛水 二於 テ普通 用 ヒラル ・最大

及 ビ最 小抵抗 ノ言 葉 ヲ用 ピタ リ、 即 チ抵 抗食:盤

水 二於 ケル最大抵抗 トハ食盛 「プロセン ト」ノ最

モ低 キモ ノ、最 小抵抗 トハ最 モ高 キモ ノテ意味

共ノー

セ リ。

然 シ「サポ ニン」食盛水 二於 テハ最大抵抗 トノ・、

「サポ ニン」ノ最 モ高 キ濃 キモ ノ
、最 少抵 抗 トハ

最 モ稀薄 ナル モ ノラ意味 セ リ。
ミ

故二雨試験 トモー、最大抵抗 トハ赤血球 が殆 ン

ド全部溶血 シ最小量二残留セルモノテ云 ヒ、最

小抵抗 トノ・赤血球 が大部分溶血セズ、即チ最小

量 が溶血 シ、緩 二上清 ノ色ヅケル程度 ノモ ノラ

云 フ.

材料 血清膠質安定度、赤血球沈降速度、及 ビ

赤血球抵抗試験ハ同一患者二就 キ同時二採血サ

レタル材料 ラ用 ピタリ.

第 二飾 縫 康人 ノ季均

健康男子20名(第 二十三表)

例 姓

」璽ゴ
1

2璽
三厘
至i_
』1璽
71

園一

至i
10■

塾t■

璽…一
13 1

年

齢
性

墾

25

♂

一

30

一
25

赤血球沈降速度 血清膠質安定度

圭st 1 12
1 -

り
凸

の
召

0
ヨ

046腸盟

241毒 ・t

553.9

1 1
9
爾

1 0
召 2塾 3 24

赤血球抵抗

61.5

4 r

1.53

1.5 3.5

3
F
O
　
1

217

35　1

42

23

一
43

面

一
25

202

18

16

4

4.5

4

2023.527

μ0

6.0

5

33.542

4.143

5

4.58

0031

PO5
り
0
2

20

一
35

19

鍾亘

ii181

・5i.ユ52

3ユ.3

49

5.7

12.5

器 一
6

13.5

1.52

5 9

5.76

7.3

40

19

8.050

5.76

48

19

51.567

4.45

6.27

15.520

11.51417

痂12.2
7

18.5

7.5

22

23

40

30

万至li癖2

8.558

23.528

2.23

12 15

43.5

253.5

17 39

3.3

3.5

3.6

3.5

3.8

3.1

3.7

3.2

3.4

3.4

3.6

3.1

3.2

3.4

4.0

3.5

3.7

3.7

3.7

4.0

3.3

3.7

3.5

3.5

3.6

3.7

3;3

3.2

3.6

4.0

3.7

3.8

3.8

3.8

4.0

3.6

3.9

3.6

3.6

3.7

3.8

3.6

3.3

3.7

4.0

3.8

3.9

3.9

3.9

4.0

3.7

3.9

3.'7

3.7

3.8

3.9

3.7

3.9

3.7

4.0

3.9

4.0

4.0

4.0

4.1

3.8

3.9

3.7

3.9

3.8

3.9

3.7

3.5

3.8

4.1

3.9

4.0

4.0

4.0

4.2

3.9

4.0

3.S

3.9

3.9

4.0

3.8

3.5

3.9

低張食盛 「サポニン」

最大最 小 最大1最 小
4'3謝 謝}畿lli器 器

4.2。.3a。.54。.。 。42后 。。22

。.。。421i繭4.、1～繭21蔵2

4.20。36 0.54

4.4'0.28

4.110.28

4.1!0.32

3.8

4.1

0.28

0.28

0.ろ0

0.50

0.52

0.48

0.46

0.0042

0.0044

0.0042

0.0046

4.0

O.0038

0.0038

4.1

3.9

0.300.52

10
.300.50

o.2811藺

鶉緩緩

0.0040

0.0040

0.0044

0.0042

0.0040

0.0022

0.0024

0.0026

0.0020

0.0018

0.0020

0.002

0.0020

0.0022

0.0022

0.0020、
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16.
一

β0
-

18
-

1S
}

19
__…

20.

1.5
'4
7 ユ012113,534

」 3.2 3,413.511 3.63,713,814.01
1

0.280.48ρ.00380.0020.

17

一

一一

}

4 11 18
1

26133.543178 3.2
1

1

3・313・41
113

.53.53.53.6 0,300,540.004010.0020
{i一

18

剛

11.5 2.3β.3 4.ぢ5.sl6.52913。 ・13.2;3… 。.叱
・1
の ゆ り3 .43.5
1

3.8 0.り
i

1
り60
.54沿.0038b.0020}

一_

匹

}

19
-

20

1.5 3.56.0 9
IIlii

11.213253。63.S3.gl4.04.14,1
111

4.2 0.,,ヨ
レII

一.ρ}

り`)0
.50・0.00420.0024

一1

i

ll・
11.98.85.1

ll

一.一. 一 一 『.一

イ.

IIlI

11.814.516.838.83.413.63.713.83.83.9
「

Il
4.00.320.500.0042,0.0020

李 均 値12.115.3;9.Oi12.OI14.71i一 〇39.0

.一一.」.}.
3.413.613.713.83.S3.914.0:0.=}10.ろ00.00410.0021

共ノニ 健康女子20名(第 二十四表)

墨 姓
年 赤血球沈降速度 血清膠質安定度 赤血球抵抗
笹飴 到

・国2 2毒 3
124』

呈st 1 ・司 212垂 13124麟蘇 轟r孟 ←
■璽 塑13・0
2■7・0

3■4

4■2

5■1

■
i

i

■

■
i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

-喝
一17
嘱

一9
一10
一.墾

12
一13
一14
一15
一16
一17
「18
一19
一20

25

[
20

一
18

一
18

一
21

一
18

一
16

一
17

一
25

一
22

一
15

一
18

一
18

一
15

23
-1一

}24

19

45

21

1.5

6

1.5

4.5

1

4

7

3.5

4.5

2.5

4.5

1.5

4.5

3

μ0

3・8i4・114・54・8

13.619.α2530

9

3.514

1.6

.ll

15.5:21.527.5 き

6.58

2

3.r.7 6

2.6

9

16127.5140

げ∂

12

2

12

20..5

8 11

ユ9.525

2.8

22

7

12

6

11

4

7

8.5

32

12.r.7

21.5

8.5

17.5

6.5

10.5

17

14 ,24

4

30

41

20

31

12

20

9

13.5

21

34

2.8

11.2

46.5

14

32

4.8

38

50

33

43.5

16

24

12

16

26

42

5

4り0

30

9

.,

.,13・6

673.7

573.5

3.83.9

3.8・3.91

3.713.8

1

263・ 劉

3.5.223.5

13

48.5

125

92

3.6

19

39

5.5

4.4

60

36

51

19

27.5

15

4.0

25i3・9

75

40

89、

90

82

86

3.5

3.1

3.3

3.7

3.7

3.1

323.2

50

25

47.5.,,:,U

31 83

3.6

2.9

3.8

3.3

49j60i3.8

io..3
.4J.0

3.73.8

3.8

4.1

4.1

3.6

3.3

3.4

3.8

3.8

3.2

3.3

3.7

2.9

3.9

3.5

3.9

3.9

4.2

4.2

3.6

3.4

3.5

3.9

3.9

3.3

iilllil蟻iiilllllii羅iiii
3・613・73・74・ ・1・・32}

13.8:4.OiO.283.S.3.8

4.114.210.304.04.11

4.34.34.44.610.30
11

3.73.83.84。10.261

4・34・3;4・44・510・28

3.43.4:3.43,5.0.36

3.53.6.3.613.8

4.04.1

4・014・1

3.43.5

1

3.4

3.7

'「1一月、

μa●
0
0

4L6
曜

3.83.S

4.1 4.3

4.1t4.3

0.28

0.28

1
10.28

3.5.3.6i

3.53.6

10.28

3.0

4.0

to.26

13.s4.00 .26

3瓦`C
-
↓
・
○

.
0
↓

1

　

り
0

0)
ハ
6
C

3
●
4「r

●
4
一
工
●
40

コ4

90
り
の71●3-7㌃溺3

」

・0.28

0.2S

0.540.0044「0.00201
_一_

0.480.003SO.0022
-1

0・50}0・004010・0022

0.52.0.0044;0.0020

0.40

.0 .54

0.50

0.52

0.48

0.48

0.48

0.50

0.50

0.54

0.54

0.0042

0.0040
1

0.0038

0.0022

0.0022

0.0020

0.00480.0022
　

0.004210.0024

0.0040

0.0042

0.0044

0.003S

0.0038

0.0038

O
召
9
召
00

●0

0.0022

0.0020

0.0026

0.0020

0.0020

準 均 値13.618.6114i19i諺4万1貯.8154.61353.G蓉.7}3.813.93.gl4.1.0.30「0.X1;0.0040:0.0021

1…14.、14ゴ4.24.3腰ll…ll鵬l!… 認

以 上 ノ成績 テ通覧 スルニ次 ノ如 シ(赤 血球沈降

速度 ハ血液像 ノ條 下 二述 くごタル テモ ツテ此庭 二

八輩 二膠質安定度 ノ対照 トシテ掲 グル二上 ム)
。

1健 康 男 子20名 平 均13.4 1

膠 質 安 定 度 紙 張 食 盛
t・tl1[引212捌3124最 大1最 小

3.613.7.3.8.3.83.94.00.31…0.50
1

2,,女 子,, 3.5
ト

3以 上男 女 子40名 雫 均}3.5

3.6

3.6

8
●
37

●

,

,

`

9

3.713.8

3.9

3.9

3.9

3.9

4.1.0.300.51

4.10.310.51

1サ ポ ニ ン」

最 大1最 小

0.00410.0021

0.0040

0.0041

0.0021

0.0021

血清膠質安定度 男女子ノ値ハ略z相 似 スル ト

錐モ静2圭st24st祓 績 二於テ女子八郷 ヨ

リモ梢 丸不安定 ナルテ示 ス、 各例 二就 テ動揺範

園 テ見 ルニ牛時間 ノ成績 二於 テハ男子 ハ3.1乃

至3.9ナ レ ドモ、女子 ハ2.9乃 至4.0一 シテ男

子 ヨリモ低 シ。

之 テ赤血球沈降速度 ト掛比 スル ニ其 ノ動揺關 係

八田各ZオH類 スルが女口シ。

赤血球抵 抗試験 低張食盛 水二於 ケル男子 ノ成

績 ハ最大抵抗 ハ女子 ヨリモ纏 二弱 ク、最小抵抗

ハ之 ト反封 二緩 二強 シ
、抵抗 間隔 ハ男子0.19,

女 子0.21ニ シテ女子廣 シ。
r
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故 二低張食魎水雲於 ケル赤血球抵抗試験成績 ハ

男女大差 ナシト錐モ、抵抗間隔ハ女子ハ男 臼

リモ廣 シ。

「サポ ニ ン」試験 二於 ケル男 女 ノ差 ハ殆 ド無 シ。

共 ノ ー 結核性骨蛇二關節痩孔
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其 ノ動揺範園モ亦大差ナキガ如 シ｡

第三節 結 核性 骨遊 二關節 炎 月膿

(膿瘍ナシ)(第二十五表)
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27 ♂31
股 關 節 炎

2年 前登病、疾病著明ナラズ

28
髄

尋一21

股 関 節 炎

3年 前 験病、一進一退今 日二
至ル

29
一♀・17

腰 椎 「カ リエ ス!

3年 前登 病 、1ケ 月 前 ヨ リ再

登

30
・♀・35

胸 椎 「カ リ エ ヌ1
4年 前登病、全身症状悪

31

一■・一冒,一

♀31

腰椎 「カ リエ ス1
1年 前獲病

椀
.一一一

3-65

腰 椎 「カ リ エ ス1

　 鴨」一.一

1年 前登病、全身症状中等、

急性期

33
含15

腰 椎 「カ リ エ ス1

3ケ 月 ヨ リ疾 病 、 亀 背 ナ シ、

X像 、IV、V椎 間 腔 狭 窄 1
34

一
♀13

膝 関 節 炎

.一 一

1ケ 月前ヨリ疾病、腫脹著明
ナラズ、筋萎縮弊度

1

35 舎21
膝 関 節 炎

2年 前登病、最近再登

36
馳離 「力繊1縮 轟 ㍊ 絶 硬齪 嵐
37胸櫛 龍 饗扁 聯 蟻 全身症懸 疾

3S
離 「カす工馴 善翻 勢 鵬 輔猷編

39 ♀38

胸 椎 「カ リエ ス」
悪液質疾痛ノ爲歩行不能

40

一
念25

狸婆柏…「カ リ エ ス 」
4年 前療病、全角症状中等

41 ♂24

腰 椎 「カ リエ ス」
5年 前駿病、症状一進一退

42 倉23

腕 関 節 炎'
1年 前登病、最近増悪

一 一

43 ♂18

胸 椎 「カ リエ ス」

4年 前獲病、最近経過、痩孔
1年 前閉鎖

44 ♂18

腰 千住「カ リエ ス 」
3年前鮪 癌 潮1

脇

至6

.一 一

・♀25

腰 椎 「カ リ エ ス[
4年 前獲病、最近増悪 1

一 一

♀ ・18

腰 椎 「カ リ エ ス1

全角症状艮、疾病甚少、3"
月ヨリ疾病

一♀一16
47
・腰 椎 「カ リ エ ス1

4年 前登病、最近増悪

49

　

♂ ト36一

腰 椎 「カ リ エ ス 」

8年 前獲 病 、 一進 一退 今 日二

及 ブ

49 舎15

胸 椎 「カ リ エ ス 」
最近増悪

50 凝
一♀・21

カ リ エ ス 」
4年 前獲病、再漿
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一 一 冒

♂19i2年 前 猶 病 、 経 過 良 好 ナ リ シ
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521股 關 割 裂 3年 前登病、経過最近艮
一 一一

53 ♂9

1腰 椎 「カ リエ ス」牛年前登病、急性期
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以上 ノ赤血球抵抗試験成績 テ通賢スル時ノ・低張

食盤水及 ビ「サボ ニ》」試験成績共二其 ノ間隔相

類 シ最大抵抗二於テ檜張 シ、最小抵抗ハ不攣或

ノ・輕度 ノ減弱 ラ示 ス、随 ツテ抵抗間隔ハ何 レモ

披大 セリ｡

而 シテ膿瀦溜 ノ多少ニヨリ影響 セラル ・所比較

的顯i著ナルガ如 シ｡

第 四節 結核 性骨 酋 二關節 炎 月

病症 経過 呂 ヨル實 験成 績
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其 ノ ー 結核性骨蛇 二関節炎

i
性 年 齢1例膣 噺

1

赤 血 球 沈 降 速 度
徴 候
1
1一

墨ts

・』 一

・{・1
1

22… 131
1

1 ♂40
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1ケ 川前 ヨ リ疾 病
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35

3
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撃!2月 前 ヨ リ疾 病 、長

足 關 筋 炎2ツ こ14例 ■近 増悪 、 腫脹 軽 度
8 22 38.5 53 60.5

1

60・5i

4

一.一 一__-・}一 一}一.一

足 開 館 羨(2淵 呈2例>i1ケ 月前 ヨ咳疾痛

1

5.引12}

一

1S 盟 27・513・ i
5

._一

♂232ケ 月 前 ヨ リ疾 病
.月映拳窪 カ リエ ス

」く2Sノ乏23f列'
1.5 2.5 3,414

ト
4.51 5

6

.一一 一 一一 一一一

↑20

腰 椎 「カ リエ ス ∴2S表24例 ト

1ケ 月前 ヨ リ疾 病

X像 著攣 ナ シ、 ビ
ノレケ反 懸(柵)

9 17
0

24 29 34 36.ろ

丁一

7i♂15'腰椎 「カ リ
エ ス1(29ノ こ認 例1:

13ケ 月 前 ヨ リ疾病 7
1

一一一 一

13,519.ろ
ト

一 　 一..　　

24.5 28
i

28.引
1

・11ケ 月 前 ヨ リ疾 病i4

膝 關 節 炎(29表;4例MX像 、 輕 壌 骨萎 縮1
8

早 『了5 11 }18 1 26..「 詔 ・5 41.5一 一一.一
胸櫛 リエス㍉ 轟 例}12ケ 月前ヨリ綱

16 ヨ

}-

.
皿

9

.一 一一

_一 　 一 一醒L

6 27・51 40

一 一

46.5 48.5

10
腰肋 リエ乳 一 一 一 醒・

均 値

_一..一 中τ

渇 例遥 ケ男前ヨリ矧s
40 55 67 76

一 畠}

}卜
17・4

13
18 2S.1 37 41;.2

.一

47.7

11,
一 一一 一一

24

107

77

76

34

20

60

7

[
7

-

⊥

一

8

92

103.5

71.9

ψ

共 ノ ニ 結核骨蛇二關節炎

例 姓
診
性 年 齢

断 徴 候

・1股覆駄 羨醸 儀例)騰 勢渉灘 状

の
」

赤 血 球 沈 降 速 度

墨st

31

1 r,1'

79.5

O
」 21
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σD
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ヨ
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O
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胸椎關 工弍、2轟例)1最前鮪 壁
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8

ρ〇

一
戸
イ

・・7i・36 140.5
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6り014001
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1・洲 ・34

441g9
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露

即

.
・
表28`
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104 125
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初期(第 二十八表)

1

血 清 膠 實 安 定 度 赤 血 球 抵 抗

塾st 1 1
2
1 0

劃

5.0

■

5.0 5.0 5｡1

3.4 3.6 3.7 3.8

-
・
ウ
彫

0

召

0
0 24 低張食蛭 「サ ポ ン1

5.1 5.2

最 小 正最 大1最 小i最 大

5.4 0.26 0.54 0.0030 0.0018

)
♪
亀
"4

40り.ひ

3.2

4.1

4.4

3.6

3.4

4.4

4.5

3.7

3｡5

3.8 3.8 3.9 0.32 0.52 0.0050 0.0022

4.6 7●4

9●
)

♪
亀

「

4.8 4.9 0.34

3.8

0.58

0.50

0.50

0.0044

4.0

μつ
●
り0

リ サ」
.∂ 3.6

4.1

t
l

0.20

3.7

0、0028

0.OO・12

0.22 0.0040

0,0020

O.0022

4.ろ 4,5 4.7 4.8 4.9 0.24

3.7

3.2

3.8

3.3

3.9 3.9 4.0

3.4 3昭5 [3.5
9

4.0 4.2 0.30

3.5 3.6 0.20

0.50 0.0064 0.0022

4.0 4.1

4.4 4.ろ

3.9 4.0

4.2 4.3 4.3

4.50 0.0044

「
o・54昭

4.6 4.7

4.4 4.6 0｡30

4.8 4.8 5.0 0.30

0.0040

0.0022

0.0020

の

」

厚
0
●
0

0.48

0.0044

昭

0,0054

0.0020

4.1 4.2 4.2 4.3 4.4

0.0022

0.27 0.52 O.0045 0.0023

(重症 例)(第 二十九表)

血 清 膠 質 安 定 度

olo1
μ ム」9

赤 血 球 抵 抗

墨st

5.7

1
-
墨
ウ

響
1 3ト24 低張食璽 } 「サ ポ ニ ン1

最 大1最 小1最 大 昭叢 小

5.9 5.9

5.1 5.2 5.4

6.0

5.6

6.0 6.0 6.1 0.30 0.52 0.0040

5.7 5.S 5.9 0.1S 1
昭

0.48 0.0036

0.0022

0.0020

4.6

4.7

4.7

4.7

4,7

4.9

4.8 4.0 4ユ

5.0 5.1 5.1

4.1 4,3

5.2 5.3

0.16 0.46 0,0050

0.20 0.52 0.0050

4.9 5.1 5.1 5.2 5.2 5.4

4.9 5.0 5,1 5.2
}
♪
`

叱●

戸
り 5.5

0.18 0.44 1 0.0048

0.20 0.52 0.OO54,

0.0022

O.0020

5.1

4.6

5.2 5.2 り
ゆ●

炉
0

〇
三●

一
〇 5.4

0.0020

4.7
■

t).61 0.26 0.56

0.0021

4.8 4.9 5.0

6・316・516・516・5 6.7

0.0052 0.0022

5.1 5.2 0.16 0.48 O.0058 0.005S

16・8
6.9 0.36 0.56 0.0048 O.0022

5.9 6.0 6.1

5i6 5.8

6.0

●

6.0

5.8
1

6.0

5.9

6.1

6.1

6.2 6.3

6.0

6.2

6.2

6.1

6.3

6.3

6.3 6.4 0.20 0.51 0.0047 0.0021

6.1 6.3

6.4 6.5

6.4 6.6

0.20

0.18

0.60

0.52

0.10 0.51

0・OO46

0.0036

0.0048

0.0020

O.0020

0.0021

389
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140135134.5詑1
-判

,

28112190

132127.5125.912512010050

見頭大膿疹、全
症状悪

近病状増悪、排

12911S115110

144141140.4139.5

1361
ボ)6「)

c)cJ131.5

146.5

1058752疫病 、糾 過

病

竜
前

「近
多

準
良

小
身
.最
膿

一3
不

13S132

129

137

124

12787

1116S

123.r.71149756

140133.5]32.5130124104ろ3

急性期、排膿多量

病状増悪、疾痛苦
明

く羽 症状悪、排膿

多量

悪液質、排膿多鼠

♀ 含1

骨 盤1カ リエス」(30表19例 .1

♂17

腰 椎7空 リエ ヌ」(29表4例.1

♂19
}1要;卜佳1カ リエ.ス ,口292そ7f列

♂20

股 關 節 炎 ・29表R例'、

ギ2(1

膝 関 節 炎 ・、29表1理1い

♂2ろ

股 閣 一 節 炎 ゴ.⇒注ぎ11例 一1

■

■

■

■

■

■

14

15旨1夏 椎

1`～L_、 【,P

137.2認1130.5127.8122,61109

17

1S

70

.9
1
唱ノ■捌脚

値 、

・gl股

20

結核性骨並二關炎三ワ
・
}

ノ

度

24

勝

3

25

7419

33

40

↓

μ
'0
9

27

9084

57

65

50.5

70

ろ7

63

9

37

44.5

40

9

31

速

場

獅

飾

師
.
燭

㎝

鴇

踊

痴

踊

鴇

"

[
億

赤 血 球 沈 降1姓 性 年 齢i
例i診 断 徴 候
I

l
垂st 1

1

1遷

`
21

1 }

1}股 關節義蝋 諮 嘩鵡 難冑12.2 5

一一

..・ 一.

9.5114
11

一㎜} -.・-.一 一

■ ♀42
一 一 .一一.一..

i2準 前搬 病 、 疾 病
2 腰 椎 「カ リエ スゴ、2S表3例) 金ク消退、全身症 3 6 9 12

}伏良
『..一. .一.一.一.一.

3
♀29

11腰付鮭「カ リ エ ス 」(28量 ミ5f列.・

ゆ11三前鵬 し閉卿 名
サ市消退!卜均症状頁

2 3.5 5 6.5
一一一一 一 一

4

1舎18
〔

胸 椎 功 リエ ス1(28表6例}除 物症 貝尺中等一_一__一 一

牛年前癒孔閉鎖、

一一.
4 10 16 20

一一.一一 一一- 」' .

5 ♂22:デ 各藩 殆 無、 く明 症l

l股 關 節 炎(が 表9例ll}り ζ亦bJ艮 トナ ル
16 41 63 76

　 一 一　 『 馳} 一一 .一

舎18
5年 前貧病、現今

6
股 関 節 炎 、29表10例)

疾病全無、全射 三
伏中等

2 3.5 4.5 6

一一 一 一

^20 5年 前 搬 病 、1年 ・
7 6

腰 椎 「カ リエス ゴ:28表11例 ン
前擾乱肌/〔、全角
症状町長

4 10 17.5 24

馳 一}.・ 一 」」 一

81♂20膝 關 鮪 炎(28表17例 、け冬痛 全 ク消 退5年 前 獲病、現今
7118.5 3() 34.5

h 一 一一 一.一.一 T一一一

9 ♂18

胸 椎1カ リエ スjl甥 長L3例.II筋 斗婁孔 閉 鋤

4年 前疲病、1年
4 11 17.5 35

一 一.一.一.一 冒 一一一_._. 一
.一 一 一一

10 嘘 一カリエ船 飾1爾 薬勝!l 2 3.5 4.5 6

= ノ一一 ..『.-一 一 一一一 一 「』 一L.一.一一

7ド 均 値 4,611.2 17.7 22.4
9 と

【

ラ レ タ ル ラ以 テ止ヒ!逸二省 田各 ス)。以上ノ成績 ラ通覧 スルニ次 ノ如 シ(赤 血球沈降

速度ハ他編血液豫二關スル研究 ノ條下二詳述 セ

抗抵球血赤
「サ ポ ニ ン」

大1最 小最
0.0021

0.0023

0。0021

0.0019

0.0041

0.0045

0.0047

食噛

取j
日一・ノ 、
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低張
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24り
∂
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、

の
一

腰
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1墨st

0.3L
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4.4

0.52 0.0040

ろ.7iO.20

0.304.2

3.9

34

5.6

4.0

3.9

4.2

5。5

4.0

健 康 男 女 子40名7F均i3.ろ ・3,613,7.,.1.8

初 期(、 。例)1.,.,.914.。4.、.4.2

重 症(20例 ㍉

軽 快(10例)

　

/,・1i竺5・45 ・4

.,f.6.,.,.S3.gi4.0

1

2

一
3

4
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4.6

5.3

4.5

5.2

4.2

4.7

4.7

5.5

4.6

5.3

4.1

4.8

5.7

4・gl5・ ・}r)・ ・lr)・ ・ 正 …41・ ・刻

5.7

4.714・7

5.4

0.0056

r)・815・gl6・ ・1・ ・22

4・714・sl5.・

5.415.5

4・514・5 4.6

4・9昭5・ ・15・2

5.4 5・6昭5・7

5.・15.315.4

5.8

5.3

5.9

・.5・1 0.0034

0.0022

0.0018

・.2・i・ ・5・i・ …47正

5・615・S山 ・・22

`1 ・614.8

5.3

5.9

5.415.5i5.6

5.4

0,18

0.54 0.0052

0.0021

1・ …22

・.5・1 0.0042

…8i・ ・52i 0.0062

16・ ・1・ ・24i・ ・48i
0.0034

5.7io.20昭0.511 0.0047

0.0018

0.0022

0.0022

0.0021

(恢復期)(第 三十表)

血 清 膠 質 安 定 度

{st 1 1
21

の
4 堪 0ゆ 124

抗抵球血

判ニポ母[

赤
藍套張低

小最-大最…不
日

最-大最

t"・413・513・613・713・813・8

3.1

3.S

390
の
ヨ
リ
0 3.4

3・914・ ・14・ ・

3.5

14・ ・

3.5

14・ ・

4・ ・1・ ・26

3・gl4・ ・ 4.3 4.4

3.6

4.2

4・r・14・514・8

0.36

1・ ・3・

0.35

0.52 0.0040

4.3

3.4

3.5

3.9

4.4

3.5

3.6

4.1

3・814・ ・

3.2

3.6

3.3

4.5

3.5

3.6

i4・2

4.6

3.6

3.7

4.3

4.2

3.4

3.813.9

14・3

3,5

4.0

i4・6レ ・6

3.6

3.7

)
♪
4

14・4

3.5

4.O

3.7

3.8

14・4

14・8

0.50 0.0030

10.50 0.0036

・・56山

14・5

3.5

1・ ・24

3.9

4.0

4.5

0.26

0.28

0.38

14・6

3.7

4.・14.2

0.26

0.32

0.0050

Il・・6・

0.52

0.52

1・ ・54

i・ ・4S

0.50

・・3・1・ ・52

0.0052

0.0032

0.0040

0.0044

0.0038

0.0018

0.0022

0.0012

0.0016

0.0018

0.0020

0,00'20

O.0020

昭 ・…2・

0.0042

0.0040

0.0022

1・ ・…9

以上ノ成績 ラ見ルニ血清膠質安定度ハ病症 ノ進

行 ト共ニ不安定度ラ増 シ恢復期 ニ向フ ト共 ニ再

ピ正常値 二接近 シ來ル｡

而 シテ病症経過ニ件 フ各期 ノ動揺關係ハ赤血球

沈降速度 ト相類 シ、雨者 ノ臨躰上慮用 シテ償値

アルヲ思ハ シム｡然 レドモ此塵 ニ注意 セザルベ

カラザルノ・結核性骨拉二關節炎モ長年月二亙 リ

テ病症一進一退 シ甚ダシク慢性経過 テトレル例

ニ於 テハ赤血球沈降速度及 ビ膠質安定度ハ病症

二何等輕快 ノ徴候 ナ シ ト錐 モ正 常値 二接近 シ
、

膠質安定度 力筒 ホ比較 的不安定状態 テ保持 セル

場合 ノ厘蓉 アルハ注意 スベキ鮎 ナ リ トス(第28

表41例 、48例)｡

次 二重症 二於 ケル赤血球沈 降速 度 ノ描 ク曲線 テ

見ルニ最初 甚 グ シク急 峻 ニ シテ、 一定度 マ デ降

下 スル時其 ノ後 ハ頓 ニ速度 ラ減 ジ、此塵 二特殊

ノ曲線 ラ描 ク、夏 ニ換言 ス レバ、 赤血球沈降速

度 ハ其 ノ病度 ニ慮 ジテ各種 多様 ノ曲線 テ描 ク
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モ ノニ シテ、之 ノ曲線 ノ形 二甚 ダ臨躰的意義 テ

附 スルモ ノア リ、然 ルニ膠質安定度 ノ・安定 ナル

ト、不安定 ナル トニ關 セズ、殆 ン ド同型 ノ曲線

ラ描 クガ如 シ、随 ・ソテ膠質安定度 ノ成績 ラ知 ル

爲 ニハ余 ノ行 ヘルガ如 キ實験方 法ノ・全 ク無駄 ニ

シテ、軍 ニ牛時間 ノ成績 ラ知 レバ(或 ハ初 メテ

陽性 ニ出 デタル時間 ラ知 レバ)其 ノ後 ノ曲線 ハ

大約 想像 シ得 ルガ如 シ、故 二膠質安定度 ノ描 ク

曲線 ハ臨躰的意義全 クナ シ｡

赤 血球抵抗試験 低張 食盤 水、 「サボ ニ ン」試験

共 ニ最大抵抗 ハ病症 ノ進行 卜共 ニ檜強 シ輕快 ト

共 ニ正 常値接 近 シ來 ル、其 ノ抵抗間隔 モ亦随 ツ

テ籏大 スル｡

然 シ此庭 ニ注意 スベ キハ低張 食盤水 ノ試験 ニ於

テSandaya,Cohnreich等 ガ報 告 セルガ如 ク、

重症 例 ニ於 テ時 二最 大抵抗 ノ著 シク減弱 セル1

例 ラ認 メタル事 ナ リ(重 症第9例)｡

最 小 抵抗 ハ病症進行 ト共 二時 ニ減弱 スル事 ア レ

ドモ其 ノ多 クハ不攣 ナ リ｡

然 レ ドモ赤血球抵抗試験 ノ示 ス成績 ハ時 ニ臨休

所見 ト合致 セザ ル場 合 アルガ如 シ(重症第1例)｡

第七章 総 括

血清酵 素(「リバー ぜ」、 「アミラー ぜ」、抗 「トリ

フ㌧ ン」)｡

結 核性骨拉 二關節炎患者百例 ノ成績 テ 見 ルニ

「ア ミラー ゼ」、 「リパー ぜ」ハ共 ニ減 少 シ、抗 「ト

リプシン」ノミ上曾加 セ リ｡

又 初期、重症、末期、 恢復期等 ノ特殊経 過中 ニ

在 ルモ ノラ除 ケル結核性骨拉 ニ關節炎 トシテ普

通 二見 ラル ・甚 グ シキ慢性経過 ラ トレル例症 モ

例外 ナ リ、 「アミラー ぜ玉 「リバー ぜ」ノ減少、

抗 「トリプシン」ノ檜加 ラ示 セ リ、且 ツ是等 ノ憂

化 ノ・1:「1`當著 明 ナ リ｡

次 二痩孔、膿瘍 ノ有無 ニ ヨリ観察 スルニ瘍 孔、

膿瘍 ヲ共 ニ有 セザルモ ノガ、其 ノ攣fヒ最 モ小_

シテ梢 支正 常値 ニ近 シ、 然 ルニ痩 孔 テ有 ス ルしモ

ノ及 ビ膿瘍 テ有 スルモ ノノ・、 其 ノ攣化甚 ダ著 明

ニ シテ、且 ツ雨者 ノ攣 化程 度 ハ略 ζ相類 セ リ、

更 ニ之 テ詳述 ス レバ抗 「トリプ シン」ハ痙孔 テ有

スルモ ノヨリモ膿瘍 テ有 スルモノニ於 テ愛 化

梢 支大 デア リ、 「ア ミラー ゼ」ハ之 ト反封 二膿瘍

テ有 セル モ ノガ攣 化稽 く小 ナ リ、 「リハー ぜ」ニ

於 テハ膿瘍 テ有 スル場 合 ト、痩吼 ラ有 スル場合

ノ値 ハ全然同一 債 ラ示 セ リ｡

斯 ノ如 ク疲 孔或 ノ・膿瘍 テ有 セルモ ノ ・成績 力、
　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 む り 　 　 　

相等 シク「リバー ゼ」或 ハ反 ツテ膿瘍 テ有 セルモ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

ノカ攣化小 ナルガ如 キ事 ハ(ア こラー ゼ)結 核性
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 　

骨拉 ニ關節炎二於 ケル他 ノ血清學的検査成績 二
　 る の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

テハ、殆 ン ド見得 ザル事 ニ シテ注 目ニ償 スルモ
む 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　

ノアリ｡即 チ他 ノ血清學的試験 成績 デハ痩 孔、
　 　 　

膿瘍 テ有 セザルモ ノ・攣化、 最 モ小 一 シテ痩 孔

ラ有 スルモ ノ之 ヨリモ憂 化大 デア リ、 膿瘍 グ有

スルモ ノニ於 テ最大 ノ攣 化 テ呈 スルモ ノナ リ｡

之 ニヨツテ考 フレバ酵 素 ノ攣 化 ハ膿瀦溜 ノ如何
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三 ヨ リ攣 化 テ受 ケル事比較 的少 ナ え、其 ノ影響

スル所 ハ主 二病攣部 自禮 ノ攣 化、程 度及 ビ全 身

症状 ノ如何等 ニヨル事大 ナ リ ト思惟 セ ラル、更

二之 ラ各例 二就 キ精細 二観察 スル時 ハ全身症 状

ノ如何 一 ヨリ左 右 セラル ・事最 モ 大 ナルガ如

シ｡次 ニ病症経過 二就 キ観 察 スル時 ハ次 ノ如 シ｡

「ア ミラー ぜ」ハ初 期 ヨ リ病症 ノ進行 ト共 ニ次第

二減少 シ末期 ノ歌態 ニ於 テ最低 二達 シ、恢 復期

二向 フト共 二再 ビ増量 シ來 ル、然 レ ドモ1例 モ

正 常値以上 二増 量 セルモ ノナ シ｡

抗 「トリプ シン」ハ病症 ノ進 行 ト共 二増量 シ重症

ニ於 テ最 高 二達 セ リ、 然ル ニ末期 ニノ・其 ノ」曾加

率 ハ梢 支減少 シ、時 ニハ反 ツテ減量 シ來 ル事 ア

リ、而 シテ恢 復期 二向 フ ト共 ニ再 ビ減 量 ス然 シ

正常値以下 ニ下降 セルモ ノテ見ザ リキ｡此 塵 二

注 意 スベ キハ末期 二於 ケル輕度 ノ減少 ニシテ從

來報 害セラ レタル他 ノ結核 性疾 患 一ハ見ザル所

ナ リ｡

「リバー ぜ」ハ病症 ノ進 行 ト共 ニ次第 二減 少 シ末

期 二於 テ最低値 テ示 スガ如 シ、而 シテ各例 二就

テ考 フ レバ「ア ミラー ゼ」、抗 「トリプシン」等 ニ

比 シテ、相等病症進行 セリ ト錐 モ比較 的正常値

二近 キ値 テ保持 シ、一度全身症駄 ノ檜 悪或 ハ悪

液 質 ニ陥 ルヤ、其 ノ減 少頓 ニ甚 グシキモ ノア リ｡

故 二「リバー ゼ」ノ受 ケル攣 化ハ病攣部 ノ攣 化 自

身或 ハ膿瀦溜 ノ如何 ニ ヨル影響 ヨリモ、全 身症

歌 ノ如何 ニヨ リ左右 セラル ・事最 モ大 ナ リト思

惟 ス｡

然 シ、 「リパー ゼ」ガ疾 病 ノ如何 ニ ヨリ直接影響

セラル ・モ ノナ リヤ、或 ハ榮養}伏態 ノ如何 二影

響 セラル ・事大 ナ リヤハ、種 々論議 セラル ・所

ナ リ、即 チ結核菌 ノ死滅或 ハ乾酪性物 ノ破壌吸

牧 ニヨル異物的脂肪 ノ増 加 ニ ヨリ、之 力反慮 ト

シテ「リバー ゼ」ノ檜減 テ來 スナルベ シト云 ヒ、

叉 ハ斯 ノ如 キ「リパーゼ」ノ減 少 ・・、 少 ナ リトモ

生艦 内 二於 テ結核菌艦崩壌 ニ ヨリテ生 ズル 「エ

ー テル」移行性物物質 ト密接 ノ關係 アル テ家兎

ニ就 テ實験謹 明 セルモ 生ア リ、 然 ルニCaroノ ・

以 上 ノ如 キ解繹 ハ甚 ダ疑 ハ シク、 寧 ロ之 テー般

全 身症状 ノ如 何ニ大 ナル影響 ラ來 スベキニ非 ズ

ヤ ト、EPチ 肺結核第二期 ニ於 テ第1期 二上昇 セ

ル「リバー ゼ」カ減 少 シ悪液質 ニ陥 ルニ及 ンデ劇

減 スル事 ヨ リ見ルモ明瞭 ナ リト云 フ、 即 チ以上

ノ諸詮 ハ何 レモ各 々聴 クベ キ所 ア リト錐 モ、余
　

ノ前述 セル實験 成績 ラモツテ・・Caroノ 云 フガ
　 　 　 　 の 　 　 　 む 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　

如 ク全身症}伏 ノ如何 二影響 セラル ・所甚 グ大 ナ
● ● ● ● ● ● ● ● ●O● ● ● ●00● ● ● ● ●

ル ガ 如 シ｡
む 　 　 　

次 二病症経過 ニ就 テ之 ラ見ルニ、初期或 ハ恢復

期特 二後者 二於 テ屡 支正常値 テ越 一 テ上昇 セル

モ ノア リ｡

其 ノ理由 ノ如 何ハ不 明 ナ リト錐 モ、最近肺結核

ニ就 キ研 究 サ レタル所 ニヨ レバ、悪性進行性滲

出型或 ハ悪液質 ニ陥 レル モ ノニ於 テハ総 テ著明

ノ低値 テ示 セ ドモ良性硬憂性 ハ、反 ツテ高値 ラ

示 ス ト云 フ｡詮 ニー致 スルモ ノニ非 ズ ヤ ト思 惟

セリ｡

次 二血清酵素 ノ臨躰的意義 即 チ診断、豫後判定

或 ハ治療指針 トシテ ノ血清酵 素 テ見 ルニ

抗 「トリプシ ン」及 ビ「ア ミラー ゼ.ハ 共 ニ病症 ニ

慮 ジテ良 ク憂 化テ示 ス ト難 モ、前者 ・・操作 ノ鮎

ヨ リ、後者 ノ・攣 化 ノ不銃敏 ナル鮎 ヨリ他 ・血清

學的検査法 二及バザル所 アル テ知 ル｡

「リルY一ゼ」・・Falkenheim ,Gottlieb等 ガ赤血
　 　 　 　 ゆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　

球沈降速度及 ビ血清蛋白 ト共 ニ血液臨糊 犬態 ト
の 　 　レ 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　

シテ、病症 ノ輕重、榮養獣態、治療的数果 テ知
　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　

ル上ニ重要覗セルガ、余 モ亦結核性骨拉 ニ關節
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

炎ニ於 テ同様 ノ感ラ抱 ケリ｡即 チ赤血球沈降速
　 　 　 の 　 　 　 　 　 の 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　

度及ビ血清蛋白ハ病症経過或 ハ治療的敷果 テ知
　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 ゆ 　 　 　 　 り 　

ル上二有意i義ナルラ確 實 ニスルラ得 タル ガ、「リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

バー ゼ」 ハ寧 ロ患者 ノ榮 養欺態或 ハ全身症状 ノ
　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

如何 テ指定 スルモ ノ トシテ意味 アルラ知 レリ.
　 　 　 　 　 　 　 ゆ 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ 　 　 　

血液残絵窒素

血清蛋白(総蛋白「アルブミン」、「グロブリン」)

織維素原

血清粘稠度

血清表面張力

血液残鹸窒素 残飴窒素ハ結核性疾患(肺結核)

一テハ或ハ輕度 ノ上昇ラ示 スト云 ヒ、或 ハ正常
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値 ノ範園 テ脱 セズ ト云 ヒ未 ダ決 定 サ レズ、結核

性 骨拉 ニ關節炎 ニ於 テハ痩 孔、膿瘍 ノ有無 ニ ヨ

リ、観 察 スルモ亦 病症経 過 二就 テ之 テ見 ルモ、

其 ノ間特別 ノ攣1ヒ ヲ認 メ難 シ、 タ ・"撒例 二於 テ

正常値 ヲ越 ヘテ上昇 セルモ ノア レ ドモ、顯著 ナ

ルモ ノニ非 ズ｡故 ニ結核性骨拉 二關節炎 ノ血液

残飴窒素 量ハ生理的動揺範園 テ脱 セズ ト云 フテ

得 ベ シ｡

血 清総蛋 白 結核性疾患 二於 ケル絡蛋 白 ノ意味

ニ關 シテ・・LUthy,Brieger氏 等 ノ如 久 其 ノ

臨躰的 意味 ノナキ事 ラ詮 クモ ノアレ ドモ、 亦

Schiendera,Meyer及 ビBisch等 ノ如 クー定

ノ意義 テ見出 シテ、初期又 ハ軽症 ニハ殆 ン ド慶

化 ナ ク、病症 進行 ト共 二i曾量 シ、 末期 ニ減量 ス

ルヲ説 キ、 之 テモツテ類症鑑別 叉 ハ豫後判定 二

供 セ ント試 ムルモ ノア リ、然 シ総 蛋白 ガ種 々ナ

ル條件 ニ ヨリ影響 サ レル ガ如 ク、随 ツテ之 ヲ直

チニ臨躰 上癒 用 スル事 ノ・相 當注意 スベ キ事項 ナ

ルガ如 シ｡

今結核 性骨拉 ニ關節炎 ニ就 テ見 ルニ100名 ノ平

均 値 ハ正 常値 一比 シテ1.08%ノ 檜 量 テ示 セ リ｡

之 テ痩吼 、膿瘍 ノ有無 ニ就 テ観察 スルニ、痩孔

及 ビ膿瘍 ヲ有 セザ ルモ ノノ・、 其 ノ檜 量最 モ少 ナ

ク、痩孔 テ有 スルモ ノ之 ヨリ多 ク、膿瘍 テ有 ス

ルモ ノハ最多量 ナ リ｡

更 ニ之 テ病症経過 ニ就 テ見ル時 ハ初期 ヨリ相 當

著明 ノ攣化 テ起 シ、病症進行 ト共二盆 桝 糧 シ.

恢 復期 ニ入'ソテ再 ビ減 量 シ正常値 二接 近 スルガ

如 シ、此慮 ニ注意 スベ キハ病症初期 ヨリ比較 的

著 明 ノ増量 テ來 セル事 ナ リトス、之 ガ理由 ハ俄

二断定 シ難 シト錐 モ次 ノ如 キ理由 二依 ルモ ノニ

非 ズヤ ト思惟 ス、自Pチ「アルブ ミン」、「グロ ブリ

ン」ノ酒長 關係 テ見 ルニ、初期 一ハ雨者 トモ檜量

スル ガ故 ニ各 々 ノ攣化 ハ比較的小 ナ リト難 モ、

其 ノ絡和 タル総蛋 白 ガ又比較的著明 二檜量 スル

ノ・考 へ得 ル所 ナ リ、然 ル ニ重症者 ハ 「グロブリ

ン」ガ顯著 ナル堀1量 テ來 ス トijttEモ、「アルブiン 」

カ之 一反 シ相雷 ノ減 量 ラ來 スガ故 ニ、総蛋 白ハ

増 量卒 ハ比較 的少 ナ クナルモ ノナルベ シ｡

然 シナカ ラ全般 ヨリ見 ル時 ハ、病症経過 ト略 ヒ

平行 シテ増減 スルカ如 キモ、其 ノ他 ノ総蛋 白 二

影響 テ及 ボ ス條件 トシテ膿瘍 ノ大 サ、排膿 量 ノ

多寡或 ハ全身症状 ノ影 響等 ヲ基 ゲ得ベ シ｡

次 二以 上 ノ如 キ総蛋 白 ノ災化 テ血 清蛋 白 ノ全般

ヨ リ観察 スル時 ハ「クロブ リン」、 「アルブ ミン」

等 二比 シテ檜 量稗度 ・・著 シキモ ノニ非 ズ、之 ガ

理 由ハ、前述 ノ如 ク「グロブ リン」ノミガ著明 一

檜量 ズ レドモ、 「アルブ ミン」ガー面 二於 テ減少

シ、此塵 ニ調節 スル ガ如 ク働 ク爲 ナ リト思 ハル｡

以 上述 ベ タル所 テ通賢 ス レバ血清総蛋 白ハ結核

性骨拉 二關節 炎二封 スル臨躰的意i義ハ、 アマ リ

ニ深 カラザル テ知 ル｡

「アル ブミン」 細胞破壊又 ハ罷 内毒素形成 ノ盛

ナル場合 ニ、血一清 アル ブ ミン」ノ減 少、 「グロブ

リン」織維素原 ガ塒量 シテ、此庭 二血清 ノ膠質安

定度 ニ攣動 ヲ來 スノ事實 ハ周知 ノ事 ナ リ｡結 核

性疾 患特 二肺結核 ニ就 テモ以前 ヨ リ知 ラル ・所

ナ リ｡

今 之 ヲ結核性骨鋤 ニ關節炎 ニ就 テ「アルブ ミン」

ノ消長 ラ観察 スルニ、100例 ノ平均値 ハ減少 セ

リ、 又痩孔、膿瘍 ノ有無 二就 テ観 察 スル ニ、痩

孔 モ、 膿瘍 モ有 セザル モ ノハ、寧 ロ輕度 ナガ ラ

モ梢 く上昇 セ リ、然 ルニ痩孔叉 ハ膿瘍 ラ有 スル

モ ノハ明 ヵニ主常値 ヨリモ減 少 セ リ、特 ニ痩孔

テ有 スルモ ノニ於 テ著 明 ナ リ｡

次 二之 ラ病症経 過 ニ就 テ観 察 スルニ、初 期 ニハ

ー定度 ノ壇量 テ來 シ
、重症 ニ於 テ減少 ス｡然 ル

ニ恢復期 ニ向 フ ト同時 二再 ビ増量 シテ正常値 テ

越 ヘ タ リ｡

以 上 ノ如 キ「アル ブミン」!消 長關係 テ臨 木的意

義 ヨ リ云 ヘバ即 チ、豫後診 定或 ハ治療 指針 ノ上

ヨリ見 テ大 ナル意 味 ナキガ如 シ｡

「グロ ブ リン」 結核性疾患特 ニ肺結核 ニ於 ケル

「グロブ リン」ノ態度 二就テノ・Alder,Bircher

等 ニ ヨリテ既 ニ報告 セラル ・所 ニ シテ、病症経

過 トヨク平行關 係 テ保 チ重症 ナル程増量 セ リ ト

云 フ、叉Falkenheim,Gottlieb等'ガ 「リパー

ゼ」及 ビ赤血球沈降速度 ト共 ニ血液 臨躰症 状 ト



第6號 】 城=結 核性骨並ニ關節炎患者血液 ノ理化學的性状 ニ就テ 395

シテ重要視 セルハ前述 スル所 ナ リ｡

又LUthyノ 如 キハ、滲出性結 核 ニ於 テノ・血清

蛋 白 ノ増量著明 ナ レ ドモ、良性硬髪 性結核 ハ比

較的層量少 キ事 ヨ リ、蒋來 「グロブ リン」量 テ知

ル事 ニ ヨ リテ病型 テ正別 シ得 ル ノ時期 アルベ シ

ト推定 セ リ｡之 ヲ結核 性骨拉 ニ關節炎 ニ就 テ見

ルニ、100例 ノ 平均値 ハ勿論著明 ノ檜量 テ示 セ

リ、更 二之 ヲ膿瘍、痩 孔 ノ有無 ニ ヨリテ観 察 ス

ルニ痩孔、膿瘍 ラ有 セザ ルモ ノ・檜 量ハ最 モ少

ナ ク、痩 孔 ラ有 スルモ ノ梢 支多 久 膿瘍 テ有 ス

ルモ ノニ於 テ最高 二達 セ リ｡

次 ニ病症脛過 ニ就 テ見ルモ初期 ヨリ病症 ノ進行

ト共 二増量 シ、重症 ニ於 テ最 高 二達 シ、帳 復期

ニ向 フ ト共 ニ再 ビ減量 ス｡之 ノ間 ノ憂 化 二就 テ

ハ1例 モ例外 テ認 メ ズ、 且 ツ全身症 状 ノ悪 キモ

ノ、急性期 二在 ルモ ノ等 ハ特 二檜量顯著 ナルガ

如 シ、又膿瀦溜 ノ如何 ニ ヨル影響 モ相 當大 ナル

ガ如 ク、 排膿 量 ノ多 キモ ノ、或 ハ大 ナル膿瘍 テ

有 スルモ ノ等 ハ檜量極 メテ顯著 ナル ガ如 シ｡

又 観察 ノ方面 テ カヘテ、 初期、重症、帳 復期等

ノ特種経過 中二在 ルモ ノヲ除外 セル結核性骨拉

ニ關節炎特有 ノ甚 ダ シキ慢性経 過 ヲ トレルモ ノ

ニ於 テモ「グロブ リン」檜量ハ著 明 ナ リキ｡

以 上 ノ鮎 ヨリ「グロブ リン」ノ測 定ハ結核性 骨拉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ニ關節炎 ニモ、亦最 モ有意義 ノモノ ト思惟 セラ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を・

次 ニ1仰力重複 ノ嫌 アリ ト難 モ総蛋 白、「アル ブ ミ

ン」、「グロブ リン」ノ相互關係 ヲ見ル ニ、絃蛋 白

ノ憂化ハ 「グロブ リン」(「アル ブ ミン」)程モ著明

ナルモ ノニ非 ズ、 之、病症 ノ進 行、全 身症獣或

ノ、膿瀦溜 ノ如何 等 ニ ヨ リテ「グロブリン」ガ極 メ

テ顯著 ナル檜量 テ來 ス ト錐 モ、之 ノ際 「アル ブ ミ

ン」ガ反 ツテ減量 シテ、恰 モ総蛋 白 ノ極度 ノ檜量

テ防止 スルガ如 ク働 ク爲 ナ リト思 ハル、故 二病

症初期 二、 比較 的著 明 ニ縮蛋 白 ノ壇量 スルハ、

之 ノ際 「グロブリン」モ「アル ブミン」ト共 二増量

セル爲 ナ リ｡

随 ツテ三者 ノ中最 モ顯著 ナル痩化 テ示 スモ ノハ

「グ ロブリン」ニ シテ
、正常値時 ニハ 「アル ブミ

ン」 ノ約孚量 二過 ギザルモ ノガ、 重症或 ハ膿瘍

又ノ・痩孔 テ有 スルニ至 レバ著明 ノ塘 量 ラ來 シ時

二、 「グロ プリン」量 ガ「アル ブ ミン」量 ヨリモ多

クナリテs此 庭ニ 号 誘 考1一 含ガ… 以

下 ニナル、随 ツテ結 核性骨拉 二關衛炎 ニ於 テモ

含些奮`こ・鱗1欝 灘 齢鯨蓄県
認 ・
織維素原 結核 性疾 患特 ニ肺 結核 二於 ケル實験

成績 ・・Schinderaノ 報 告 スル所 ニヨ レバ、初

期 ニハ殆 ン ド攣 化 テ認 メ難 シ ト錐 モ病症進行 ト

共 二増量 スル ト云 フ、然 シナガラ悪性滲出型 ノ

モ ノハ最 モ著 明 ニ増 量 ス レ ドモ良性 硬愛性 ノモ

ノハ比較的 少 ナシ ト云 フ｡

然 シ又一面 ニ於 テ其 ノ成績 甚ダ不定 ニ シテ診断

的償値 ナキラ設 クモ ノア リ｡

余 ノ結核性骨拉 ニ關節炎 二於 テハ100例 ノ平均

値 ハ正常値 ヨ リモ明 ニ士曾量 ヲ示 セ リ、之 テ膿瘍

痩孔 ノ有無 ニヨ リ分類 スルニ膿瘍、癖孔 テ有 セ

ザルモ ノハ」曾昂比較的少 ナ シ ト錐 モ、膿瘍 或 ハ

痩孔 テ有 スルモ ノハ梢 支多量 二檜加 セリ｡然 シ

ナガラ膿瘍 テ有 スルモ ノト痩孔 テ侍スルモ ノガ

其 ノ値、全 ク相等 シキ事 ヨ リ考 フ レバ膿瀦 溜 ノ

如何 ニヨル影響比較的少 ナ シ ト云 フラ得 ベ ク、

斯 ノ如 キ事 ハ血清酵素及 ピ血清粘稠度 ラ除 キテ

他 ノ理化學的性男犬中ニハ見出 シ得 ザ リシ所 ナ リ

トス｡

次 ニ病症経過 ニ随 ヒテ之 テ見ルニ比較的良 ク臨

躰所 見 ト相一致 スル ト錐 モ、展 支例 外 アルハ免

カ レズ｡

故 二七田氏法 ニヨル織維素原 ノ實験成績 ハ結核

性骨拉 二關節 炎ニ於 テノ・臨躰的意義少 ナ シ ト云

フヲ得 ベ シ、更 二之 テ血清蛋 白特 ニ 「グロ ブリ

ン」 ノ消長 ト封比 スル時ノ・、盆 支其 ノ感 テ深 カ

フ ン ムo

血清粘稠度 結 核性疾患特 ニ肺結 核 二於 テハ血

清粘稠度 ノ測定 ガ臨躰 的意義 ノ深 キラ報 告 スル

モノ多 ク、 且erwigハ 其 ノ病勢 トヨクー致 シ上

下 スル テ述 べGatto,Fisleru.Laub等 モ亦

之 二賛 セ リ｡
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之 テ結核 性骨拉 二關節 炎二就 テ ノ余 ノ成績 テ見

ル ニ、100例 ノ平均値 ハ平常値 ニ比 シ著明 ニ上

昇 セ リ｡叉 痩 孔、 膿瘍 ノ有無 ニ ヨリ分 類 スルニ

痩 孔、膿瘍 テ有 セザ ルモ ノハ其 ノ上昇、最 モ少

ナ ク、膿瘍 或 ハ痩 孔 ラ有 スルモ ノハ上昇最 モ著

明 一 シテ且 ツ其 ノ償略 ≧一致 ス｡

又 病症鰹過 二就 テ、之 ヲ見 ルニ病症進行 ト共 ニ

上昇 シ重症 ニ於 テ最高 ニ達 セリ｡

之 ニ ヨツテ見 ルニ膿 ノ大 サ或 ハ排膿 量 ノ如何 ニ

ヨリテ影響 セラル ・ヨリモ病症経過 ノ如何 ニ ヨ

リテ左右 セ ラル ・事大 ナルヲ知 ル、 之 ノ鮎 ハ前

述 ノ如 ク血清酵素、 繊維素原等 ト相類 セ リ｡

之 テ各例 ニ就 テ見 ルモ、 ヨク臨沐所見 ト相 一致
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

シテ清長 シ、 且 ツ「グ ロブ リン」含有 量 ノ測 定 ニ
　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ヨリ臨休所見ラ豫測 シ得 ル鮎、更 二操作 ノ簡軍
　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　

ナル鮎 ヨリ粘稠度測定ハ赤血球沈降速度 ノ測定
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ト共 ニ結核性骨拉 ニ關節炎ニハ必要訣 クベカラ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　

ザル治療材料或 ハ豫後決定法 ト云 フテ得 ベシ｡
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　

血清表面張力 結 核性疾 患 ニ於 テハ血 清表面張

力測 定成績 ・・多 ヵ ラズ｡Walterバ ー 般 二上昇

シ臨林所 見 トヨク相 平行 スルヲ述 ベ タ リ｡又 山

口氏 ハ病症 初期 ニハ健康 贋 ヨリモ高 ク病徴 檜悪

ト共 ニ再 ピ低下 ス ト、然 シ正 常値 以下 二低 下 ス

ル事 ナ シ ト云 フ｡
の

之 テ結核性 骨拉 ニ關節 炎 ノ余 ノ成績 ニ就 テ見ル

ニ、100例 ノ成績 ハ殆 ン ド正常値 ト攣 化 ラ認 メ

難 ク、又痩孔、膿瘍 ノ有無 ニ ヨツテ分類 スル

モ、病症経過 ニ ヨツテ分類 スルハ特記 スベ キ事

ナ シ｡

故 二結核性骨拉 ニ關節 炎 ニ於 テハ殆 ン ド臨抹的

意義 ラ見出 シ得 ズ ト云 フラ得 ベ シ｡

血 清 「リボ イ ド」

結核性疾 患特 ニ肺結核 ニ於 ケル血清 「リボ イ ド」

量 ハ或 ハ増量 ス ト云 ヒ、或 ハ減量 ス ト云 ヒ蹄著

スル所 テ知 ラザ リシガ、最近 二至 リテ病症初期

ニハ減量 シ、免疫 現象 ノ完成 ト共 ニ再 ビ檜 量ス

レ ドモ、重症者 ニハ再 ビ減 少 ス ト云 フ(Hinze) ｡

夏 二言葉 テ換 ヘ テ、廣範 ナル滲 出性重症肺結核

ニハー般 二減 少 シ良性硬攣性、漕 在性 ノモ ノニ

於 テハ或 ハ正常或 ハ寧 ロ壇 量 スルモ ノア リ ト云

フ｡

之 テ余 ノ結核 性骨拉 二關節 炎 ノ病症経過 ニ就 テ

観察 セルモ ノテ見ル ニ、病症初期 ニハ正常値 ヨ

リモ稽 ヒ檜量 スル ガ如 シ ト錐 モ、 之 テ各例 二就

テ見 ル時 ハ、時 二反 ツテ輕 度 ノ減 量 ラ示 セルモ

ノアリ、而 テ病症 ノ進行 ト共 ニ次第 二減 少 シ始

メ、重症例 ハ何 レモ顯著 ナル減 量 テ來 セ リ｡

然 ルニー度、病症 ノ恢復期 ニ向 フヤ、迅速 ニ檜

量 シテ正常値 テ遙 二越 ヘ タ リ｡

以 上 ノ如 キ血清 「リボ イ ド」ノ消長 關係 ハ略 丸最

近読ヘ ラル ・肺結核 二就 テノ所 見 ト相 一致 スル

モ ノアリ ト難 モ、此塵 二注意 セザ ルベ カラザル

ハ、結核性骨拉 二關節炎 二於 テハ膿瀦留 ノ如何

一ヨ リ影響 セラル ・所 甚 ダ大 ナルガ如 ク、 之 ノ

間 ノ詳細 ナル 報 告ハ後 日ノ研 究二待 タ ント欲

ス｡其 他全身症 ノ如何 ニ ヨル影響 モ相當著明 ナ

ルガ如 ク全身症状不良 ナルモ ノハ線 テ顯著 ナル

減量 テ示 セ リ｡

次 二「レチチ ン」及 ピ 「ヒ｡レ ステ リン」ノ相封的

囲解 ヲ見 ルニ、Fernandyノ 報 告 ニ ヨレバ、雨

者 ハ 全然 相反 スルガ如 キ債 テ 示 ス 事殆 ン ドナ

ク、略 丸相平行 シテ増 減 ス ト云 フ、然 レ ドモ

其 ノ消長 卒 ハ「ヒョレステ リン」 ニ於 テ顯著 ナ リ

ト、 余 ノ結 核性骨拉 ニ關節炎 ニ於 テモ略 く同檬

ノ成績 テ得 タ リ｡

膠 質安定度

赤血球沈降速度

赤血球抵抗試験

膠質安定度 膠質安定度 ハ現今種 々ナル方法 テ

モ ツテ結 核性疾患特 二、肺結核 ニ磨用 セラ レ、

臨躰 的意義 テ見出 サル｡

余 ノ・Daranyi氏 法 テモ ツテ結核性骨拉 ニ關節

炎患者 二慮用 セルニ、 健康値 二比 シテ著 明 二不

安定度 ラ壇加 セル テ認 メタ リ｡・

之 ラ痩孔、膿 瘍 ノ有無 ニ ヨリ分類 スルニ痩孔,・

膿瘍 テ有 セザ ルモ ノ最 モ漿化少 ナ 久 膿瘍 ヂ有

スルモ ノ最 モ不安定 トナ リ、痩 孔 ラ有 スルぞ ノi

其 ノ中間 二在 リ｡
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而 シ テ膿瘍 ヲ有 スルモ ノハ膿 ノ容債 ニヨ リ更 ニ

影響 テ受 クル事大 ナルガ如 シ｡

次 二病症経 過 ニ就 テ見ル時 ・・、 病症 ノ進 行 ト共

二不安定 度 ヲ昭壇 シ恢復 ト共 ニ正常値 二接近 スル

ガ如 シ｡

之 テ赤血球沈降速度 ノ示 ス成績 卜封比 スルー,

雨 者 ハ ヨグ ト行關係 テ保 チ、 且 ツ蜘 木的所 見 ト

相一致 スル ガ如 シ、自Pチ膠質安定度(Daranyi
の 　 　 　 　 む 　

氏法)ハ 赤血球沈降速度 ト共ニ臨沐的償値大ナ
　 む む 　 　 む む ゆ 　 　 　 　 　 　 ゐ 　 り 　

ル モ ノ ト思 惟 ス｡

麗 餓 二凝 スベキノ、海 症一進一退シ堪
　 　 　 　 　 　 む ゆ 　 ひ 　 　 　 　 　 ゆ 　 ゆ む 　

ダシ ク長 年月 ニ亙 リ治癒 セザル モノハ、膠 こ{安
　 　 　 　 ゆ 　 の の 　 　 　 ひ 　 　 む 　 の む む 　

定度及 ビ赤証n球沈降遽度 ガ次第 二正常値 二E近
　 　 　 　 む 　 　 り 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

シ來 ル事 ナ リトス｡之 ノ現象ハ特 ニ赤血球沈降
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 り 　 　 　

速度 二於 テ顯著 ナルガ如 シ｡
　 　 　 　 む 　 　 　 ゆ 　 り 　

次 二赤血球沈降速度 ハ其 ノ時間 二経 過 二随 ツテ

描 ク曲線 ニ意義 ラ認 メ、其 ノ重 要 テ設 クモ ノア

リ｡

余 ハ血清膠質安定度 二於 テ雲架片 ノ表ハル ・テ

時間的 ニ観察 シテ各例比較 セルニ安定 ナルモ ノ

モ不安定 ナルモ ノモ略 ヒ同型 テ示 シ、初 期 ノモ

ノ重症 ノモ ノ、或 ハ恢復期 ニ アルモ ノ等 ハ曲線

ノ上 ニテハ何等 ノ暉別 ラモ認 メ得ザ リキ、換 言

ス レバ試験後一定時 ノ償 テ知 レバ、試験後牛時

間、1時 間、2時 間、3時 間、或 ハ2+時 間 ノ成

績 ・・推知 シ得 ルナ リ、故 二Daranyi氏 法 二於
　 　 　 　 　 　 む り 　 　 　

テハ試瞼後一定時間 ノ償テー同観察 スレバ充分
　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 む 　 り 　 　

ナル テ知 レリ｡

次 三Daranyi氏 法 ラ臨躰上使用 スルニ當 リ、

操作 ノ上 二決定 セザルベ ヵラザ ルノ・、結核性骨

蚊 二關節 炎 ノ如 キ攣化 ノ比較的僅 微 ナルモノヨ

リ顯著 ナルモ ノニ至 ル範園 ノ甚 ダ シク廣範 ナル

モ ノニ於 テハ、其 ノ實瞼操作 モ著 シク廣範 ニ行

フ必要 ア リ、随 ツテ貴重 ナル材料 テモ ツテ時 二

不足 ラ來 シ實験 ノ厘 気失敗 二終 ル事 ア リ｡

故 ニ余 ハ毎常、實験操作 ノ範園 テ定 ムル目的 テ
　 　 　 り 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

モツテ先 ヅ赤血球沈降速度 テ測定 シ(10分 内ノ
　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

成績)、然 ル後本實瞼 ヲ行 ヘ リ｡
り 　 　 　 　 　 　 る む 　 ゆ 　 　

斯 ノ如 キ操 作 テ牛面 ヨ リ見 レバ赤 血球沈 降速度

トDaranyi氏 法 ニ ヨル膠質安定度 ハ、 ヨ リ平

行關係 テ保 ツテ謹 明 スル ト共 二、操作 ノ錨 ヨ リ

見 テ膠質安 定度 ハ赤血球沈降速度 ヨルモ劣 レル

ラ知 ルベ シ｡

赤 血球抵抗試験 結核性疾患 二於 ケル從來 ノ成

績 ・・未 ダ決 定 サ レズ ト錐 モ、大罷iニ於 テ最大抵

抗 ノ寸曾強 ス レドモ、最小抵抗 ハ正常或 ハ減弱 ス

ト云 フニー致 セル ガ如 シ、又重症 例ニ於 テ時 二

最大抵抗 ノ減弱 テ報 ズルモ ノア リ｡

結 核性骨拉 二關節炎 ニ於 ケル余 ノ實瞼 成績 ニ就

テ之 テ見ル ニ、最大抵抗 ノ・著明 二檜張 シ、最小

抵抗 ハ正常値 テ保 テ リ｡

之 テ膿瘍、癒孔 ノ有無 ニョリ分 類 スル時 ハ、膿

瘍、痩孔 テ有 セザルモ ノハ輕度 ノ檜 強 テ示 シ、

膿瘍或 ハ痩孔 テ存 スルモ ノハー般 刀曾強 ラ示 セ

リ、特 二膿瘍 テ有 スルモ ノニ 於 テi曾張顯著 ナ

リ、最 小抵抗 バー般 二減弱 シ、 特 二膿瘍 ラ有 ス

ルモ ノニ於 テ顯著 ナ リ｡

之 ラ病症経過 ニ就 テ見ル時 ハ、最 大抵抗 ハ次第

二増張 ⊃、最小抵抗 ハ次第 ニ減 弱スル ガ如 シ｡

赤 血球抵抗試 瞼 ラ臨 林上慮用 シテ債値 アル テ設

クモ ノア レドモ、結核性骨拉 二關 節炎 ニ於 テ余

ノ實瞼 セル結果 ヨ リ見 レバ、時 ニ臨躰所見 ト相

件 ハザル事 ア リテ、赤 血球 沈降速度、膠 質安定

度等 二比 シテ其 ノ及 バザル テ知 ル｡

第八章 結 論

1血 清 酵 素1「 ア ミ ラー ゼ」、「リ・寸一 ゼ」、抗 「ト

リ プ シ ン」)

1)1〔)O例 ノ平 均 ニ 就 テ 見 ル ニ 「ア ミ ラー ぜ」及

ビ 「リ バ ー ゼ」ハ共 ニ減 少 シ、 抗 「ト リ プ シ ン」ノ

ミ増 量 ス｡

2)膿 瘍 、痩孔 ノ有無 ニヨ リ分類 スルニ上述 ノ

攣 化 ハ膿瘍、痩孔 テ有 セザ ルモ ノガ最 モ小 ニシ

テ、 膿瘍或 ハ痩孔 ラ有 スルモ ノハ甚 ダ著明 ニシ

テ・且 ツ雨者 ノ攣 化程度 ハ相類 セ リ｡
　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　

3)病 症経 過 二就 テ、之 テ分類 スルニ「ア ミラー
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ゼ」ハ初 期 ヨリ減少 シ、末期 ニ於 ラ最低 ニ達 シ恢

復期 二向 フ ト共 二再 ビ檜量 ス｡臨 躰的意義比較

的 少 ナシ、 「リパー ぜ」ハ病症 進行 ト共 二減少 ス

ル事 ハ 「ア ミラー ゼ」ニ類 セ リ、而 シテ病症 ノ進

行 ト共 二盒 く減少 シ、 末期 二於 テ最低 二達 シ、

∂liCi夏ト募々 ニ士曾量 ス｡

初 期或 ハ恢 復期 ニハ時 二正 常値 ラ越 ヘテ檜 量 ス

ル事 ア リ｡

膿 瀦溜 ノ如何 ニヨ リ上記雨酵素 ノ影響 セ ラル ・

事比較的少 ナ ク全身症歌或 ハ榮養肱態 ニ左右 セ

ラル ・事 多 キガ如 ク、之 ノ貼 ヨ リ臨躰上之 テ測

定 スル事 ノ意i義深 キヲ思 ハ シム｡

抗 「トリプシン」ノ・病症 進行 ト共 二増量 シ、重症

二於 テ最 多量 二達 シ、末期 二・・稚 支減少 スルガ

如 シ、 而 シテ恢 復 ト共 ニ正常値 ニ接近 ス.即 チ

病 症経 過 ニ ヨリー致 シテ消長 スル ト難 モ、操作

ノ鮎 ヨリ見 テ臨躰 上癒用 スル事 ノ不適 當ナル ラ

思 ハ シム｡血 清酵 素 ラ通寛 ス々 一、三酵素共 二

膿瀦溜 ノ多寡或 ハ膿排泄 ノ多少 ニ影響 セ ラル ・

事比較的少 ナ ク全身症}吠 ノ如何 二左右 セ ラル ・

事多 キガ如 シ｡

皿 血液残絵窒素

100例 ノ平均値、膿瘍、痩 孔 ノ有無 ニヨル分類、

病症経過 ニ ヨル分類等 ニ就 テ見ルモ何 レモ生理

的動揺範 園内 ニ在 リ.

皿 血清蛋白(絡 蛋 白、 「アル ブ 之ン」、 「グロブ

リン」

1)1L}0例 ノ平均 値ハ 「グロブ リン」ハ増量 シ、

「アルブ ミン」ハ減量 ス、而 シテ絡 蛋 白ハ「グロブ

リン」ノ如 ク顯 著ナ ラザ レ ドモ増 量ス｡

2)膿 瘍 、痩孔 ノ有 無 ニ ヨリテ之ヲ 分類 スルニ

膿瘍、痩 孔 ナキモ ノハ「アルブ ミン」、「グロブリ

ン」ハ輕 度 ナガラモ檜量 シ、随 ツテ維1蛋白モ圭曾量

ス｡痩 孔 テ有 スル モ ノハ「アルブ ミン」ガ著 明 ノ

減 少 テ來 シ、 「グロブ リン」ガ増量 シ來 ル｡総 蛋

白ハ膿瘍、痩孔 テ有 セザルモ ノニ比 シテ輕度 ノ

増量 ラ來 セ リ｡

膿 瘍 テ有 スルモ ノハ「アルブ ミン」ハ比較的輕度

ノ減 少 ヲ來 シ「グロブ リン」ハ壇 量 ス｡総 蛋 白モ

癖孔 ラ有 スル モノニ比 シテ輕度 ノ檜量 ラ來 ス｡

3)病 症経過 ニ就 テ之 ヲ分類 スル ニ、「アル ブz

ン」 ハ初期 二輕 度 ノ檜 量 テ示 セ ドモ病症 進行 ト

共 二減量 シ來 ル、而 シテ恢復 ト共 ニ再 ビ壇量 ス｡

「グロブ リン」ハ病症進行 ト共 二檜量 シ、重 症 ニ

於 テ最高 ニ達 シ恢復 ト共 二減少 シ正常値 二接近

スo

総 蛋白 ハ初期 ハ比較的顯著 ナルけ曾量 テ來 シ以後

病症 ノ進行 ト共 ニ徐 々ニ檜量 シ重症 ニ於 テ最高

ニ達 ス、今総蛋 白 ノ士曾加 ラi通魔 スル ニ、一般 ニ

ノ・痩 化 ノ比較的少 ナキ初期或 ハ膿瘍、痩孔 テ有

セザルモ ノニ於 テ、梢 支顯著 ナル檜量 テ來 スハ

「アル ブ ミン」
、 「グ・ブ リン」共 一,とノ際檜量 ス

ル ガ爲 ナ リ、然 ル ニ病症 ノ進行 ト共 二檜加程度

ノ比較的低 キノ・、 「グロ ブリン」ガ顯著 ノ檜 量 ラ

來 セ ドモ「アル ブ ミン」ガ反 ツテ減量 シ調 節的 二

働 ク爲ナル〈ごシ｡

血 清蛋白 ノ増減 ハ全 身症 状、排 膿量及 ビ膿瀦 溜

ノ如何 ニ ヨリテ 左右 セ ラル ・事顯著 ナル ガ如

久 特 ニ「グロブ リン」二於 テ著 明 ナ リ｡

故 二「グロブリン」ノ測定 ・・臨躰 上最 モ有意義 ナ

リ ト思、惟iセ ラル｡

IV織 維 素原

1)100例 平 均値 ノ、檜量 セ リ｡

2)膿 瘍 、痩孔 ノ有無 ニ ヨ リ分類 スルニ、膿 瘍、

痩 孔 テ有 セザル モノハ檜量比較的少 ナ ク、膿瘍

或 ハ痩 孔 テ有 スルモ ノハ、比較的顯著 ニ シテ且

ツ同程 度 ノ檜量 テ來 セ リ｡

3)病 症 経過 ニ就 テ見 ルニ病症進行 ト共 ニ増量

シ、恢復 ト共 ニ減量 スルガ如 シ ト錐 モ、屡 ≧臨

沐所見 ト合致 セザ ル事 アリ｡

臨 躰的償値以上 ノ理由 ニ依 ル ノ外 ニ、反慮比較

的鈍 ニシテ期待 シ得 ザル事多 シ｡

V血 清 「リボ イ ド」(「 レチチ ン」、「ヒ∋レステ

リン」)

「レチチ ン」、「ヒ.レ ステ リン」ノ消長關係 ハ相類.

セ リ｡

病 症経過 二就 テ之 テ見 ルニ初期 ニハ正常或 ハ梢

{滅 少 ス レ ドモ病症進行 ト共 二減 少 シ、 帳復期
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二向 フ ト共 二著 明 ノ堰量 ラ來 セ リ｡

臨 林 的意義 ニ關 シテハ操作 テ簡 便化 シ得 ル事 ニ

ヨ リ重 要視 セ ラル ・時期 ア リベ シ ト思惟 ス｡

VI血 清粘稠 度

1》100例 平 均値 ハ著明 二上 昇 セリ.

2)膿 瘍 、疲 孔 ノ有無 ニ ヨリ分 類 スルニ膿瘍、

痩孔 ラ有 セザ ルモ ノハ輕度 ノ上昇 テ來 シ、膿瘍

或 ハ瘍 孔 ヲ有 スルレモ ノハ著 明 二上昇 シ、且 ツ上

昇程 度相類 セ リ｡

3)病 症 経過 ニ就 テ分類 スルニ、病症進行 ト共

二次第 ニ ヒ昇 シ、重症 二於 テ最高 ニ達 セリ｡而

シテ'1茨復 ト共 二減少 セ リ｡

粘 稠 度 ノ沿長 ハ「グロブ リン」ノ檜減 トヨク相一

致 シ、 之 ラ臣翻木」二慮用 スル事 ノ・フll症経過 テ精細

ニ知 ル上 二、 「グロブ リン」量 テ推知 シ得 ル事 ヨ

リ更 ニ操作 ノ簡便 ナル事 ニ ョリ、最 モ有意義 ナ

リト思惟 ス.

V皿 血清 表面張力

100例 平 均値 二就 テ見 ルモ、 亦膿瘍、痩孔 ノ有

無 、或 ・・病症経 過 二就 テ観察 ヘルモ正常値 ノ範

圃 テ脱 セズ｡

V皿1価 青膠質安定度

1)100例 ノ平均値 ・・著明 ノ不安 定 ヲ示 セ リ｡

2)膿 瘍 、痩孔 ノ有無 ニ ヨリ分 類 スルニ膿瘍、纏

孔 ラ有 セザルモ ノ・・輕度、痩孔 テ有 スルモ ノ及

ビ膿瘍 テ有 スルモ ノハ著 明 ノ不 安定 テ示 セリ.

3)病 症経過 二就 テ之 テ分類 スル ニ病症 ノ進行

ト共 二土曾量 シ、輕快 ト共 二正常値 二蹄 ル｡

臨 林上之 テ慮用 スルニ常 リテハ赤血球沈降速度

ヲ併用 スル事 ハ病症経過 ラ知 ル上 ニモ亦、操作

テ誤 ラザ ラシメ ンガ篇 ニモ必 要ナル事 トス｡

IX赤 血 球 抵抗試 瞼(低 張 食盛 水及 ビ 「サボ ニ

ン」食盤水)

低 張 食盛水及 ビ「サボ ニ ン」食盤水 試験成績 ニ略

≧オ目類 セ リ.

1)93例 ノ平均値 ハ 最大抵抗 ハ著 明 二檜強 シ、

最小抵抗 ニ正常値 ラ保 テ リ｡

2)膿 瘍 、痩孔 ノ有無 ニヨ リ分類 スル ニ膿瘍、

痩孔 テ有 セザルモ ノ・・.最 大抵抗 ・・梢 、増張 ス

レドモ最小抵抗 ハ略 ミ正常値 テ保 チ、痩孔或 ハ

膿瘍 ラ有 スル モ ノ・・最大抵抗 ガ増 張 シ最小抵抗

ハ正常或 ハ減弱 セ リ｡

3)病 症 経 過 ニ随 ヒテ之 テ分類 スル ニ病症進行

ト共 ニ最大抵抗 ハ次第 ニ士曾強 ス レ ドモ、最小抵

抗 ハ著愛 テ認 メ難 シ｡

臨 躰的贋値 少ナ シ｡

欄 筆 二臨 ミ木研究 二終始御懇篤 ナル御 指導 ラ賜

リ且 ツ御 校閲 テ辱 フセル恩師寺 田教授 ニ深甚 ナ

ル謝意 ラ表 シ、又貴重 ナル研究 材料 テ得ル ニ便

宜 ラ與 ヘ ラレシ片 山教授 二深謝 ス｡
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